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　小こ春はる原ばら日ひ和より（♀・十四歳さい）は地じ味みだ。

　まだ中学生の身み空そらでそれはもうとんでもなく地味で質しつ素そでこれといって目立つところがなくて、その春の日差しがサタデーナイトフィーバーしたかのような名前とは裏うら腹はらにあらゆる場面で影かげが薄うすい。

　ちなみに影が薄いってのは比ひ喩ゆ的てきな意味だけじゃなかったりする。

　それだけならクラスに一人はいるただの地味系けい女子ってやつだ。

　そうじゃなくて、小春原日和に関してはそういったたとえ的な意味じゃなく、日にち常じよう生活において致ち命めい的てきなレベルで影えい響きようを及およぼす影の薄さなんだよ。

　何せまず物理的に周まわりから気付かれない。

　大気中を漂ただよう酸さん素そのごとく無む色しよく透とう明めいに気付かれない。

　例えば学校での毎朝の出席点てん呼こなどで、

「小こ林ばやし」

「はい」

「小こ原ばら」

「はーい」

「斉さい藤とう」

「うっす」

「──森もり田た、柳やなぎ、和わ久く井い。よし、全員出席だな。今日もみんなの元気な顔が見られて先生は嬉うれしいぞー！　がんばっていこうなー」

「……あ、あの、わたし、ま、まだよばれて……」

　などと忘れ去さられることは日常茶さ飯はん事じ。

　コンビニやスーパーなどで自動ドアの前に立つと、

　ゴンッ!!

「……あ、あうっ……」

　……シーン……

「あ、あれ……う、動かない、です……」

　……シーン（無む反はん応のう）……

「お、おかしい、です……。お、押しボタン式じゃない、ですよね……？　ちゃ、ちゃんと自動って書いてありますし……え、ええと……？（ドアの前で必ひつ死しに足踏ぶみをしたりジャンプをしたり）」

　……シーン（とことん無反応）……

　まるで呪じゆ文もんを間ま違ちがえたアラビアンナイトの岩いわ戸とのごとく動きやしない。

　極きわめつけにはただ道に立っているだけで、

「ウ～、ワフンワフン」

「わ、かわいいいぬさんですねぇ……え、あ、あの……？」

「ワンワン。ワフ～ン……♪」

「こ、困こまります……わ、わたしはそういう対象じゃ……」

「ワフ、ワフ……♪」

「あ、や、やめて……か、かけないでください……」

「ワオ～ン♪（シャアアアアアア～）」

　電でん柱ちゆうだかポストだかと間ま違ちがえられて散さん歩ぽ中だったマルチーズに見事にマーキングされたことも普通にある（……当とうのマルチーズはすげぇ誇ほこらしげな顔で脚あしを上げてたけどな）。

　そんな犬にまでまともに認にん識しきされない影かげの薄うすさ。

　さらにはこれが一番アレといえばアレなんだが……写真やプリクラを撮とると何だか日ひ和よりの周まわりだけがセピア色というか戦時中のやたらと色褪あせた白黒写真みたいな切ない雰ふん囲い気きになるという特とく技ぎ（？）があるんだよ。それがどんなにきらびやかなフレームや背はい景けいであっても例外ではなく、全すべて一いち律りつにセピア色化。いや何だってそんなことになるのかは分からんけどさ。何というか、醸かもし出すオーラ？　それで小学生の頃ころに付けられたあだ名が『セピアちゃん』。知り合ってまだ半年の俺が言うのも何なんだが、そのネーミングセンスはかなりいいセンを行ってるんじゃないかと思わされるから困る。

「……」

　とまあこの通り、小こ春はる原ばら日和の地じ味みっぷりについては枚まい挙きよにいとまがない。

　一日に何十回とアップされる有名人のブログのごとく、日々その記録を更こう新しんしまくっている。

　とはいえこんな扱あつかいだが別に周りから疎うとまれてるってわけじゃない。

　その人じん畜ちく無む害がいで引っ込み思じ案あんなキャラも手伝って、良くも悪くも空気的な感じっつーか。校こう舎しやの裏うらとか墓はか石いしの陰かげとかにひっそりと咲いている名もない植物みたいに、本当にただ単たんに周りから気付かれないだけなんだよな。

　そのことについては特にいいとも悪いとも思わん。

　日和自じ身しん自じ己こ主張を望むようなキャラじゃないわけだし、まあ身みの丈たけというか自分の性格からムリに逸いつ脱だつせず慎つつましく生きていくことは、この出る杭くいは打たれまくる的な現代社会では悪くない選せん択たくだと思うんだよ。

　なのでそのこと自体に口を出す気はなかった。

　肯こう定ていも否ひ定ていもする気はなかった。……少なくとも、日和当人が何かを変えたいと望まない限りは。

「…………」

　ただ。

　いくら本人が望んだからって……それにも限度ってもんがあるよな？

　どこまでも影かげが薄うすく『セピアちゃん』な現状。

　地じ味みを極きわめ尽つくしてその極きよく限げん地ちに一人たたずむような現在の立ち位置。

　それを叩たたき潰つぶして木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいするようなことになる台詞せりふを……日ひ和よりは言い放ったんだよ。

　それはある日の帰り道で何なに気げなく発せられた一言。

　サプライズでインパクトフルな……ある意味青いネコ型ロボットが自じ宅たく内ないのネズミを殲せん滅めつしようとしてポケットから取り出した地球破は壊かい爆ばく弾だんクラスの爆弾発言。

　その内容とは──
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　　　０




『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の朝は遅おそい。

　それはもう尋じん常じようでなく遅い。

　現在の時じ刻こくである平日の午前七時半──普通のまっとうな学生やら社会人やらならとっくにそれぞれの活動を始めているこの時間に、その住人の九割わりが羽ふ化か前のセミみたいにピクリとも動かずにその生命反応を完全停止している。

　理由としては基本的に夜寝ねて朝起きるなんていう真ま人間な生活をしている人間がここにはほぼ皆かい無むだってのがメインにくるが、サブとしては季き節せつが夏から秋へと移り変わり気き候こう的てきに快かい適てきになってくるこの時期はほのかに温ぬくもった布ふ団とんの誘ゆう惑わくが凶きよう悪あく極きわまりないっていうものもある……らしい。当人たちの談だんでは、何でも「だってだって～、朝のあったかい布団は魔ま物ものなんだもの～（①二十三歳・浪ろう人にん生せい）」だとか「朝は……寝るものだ（②四十五歳・無む職しよく）」だとか「……私が何時に起きようとあんたには関係ないでしょ。いいから死ねば？　このヘタレ受けの豚ぶた野や郎ろうが！（③十七歳・ニート）」だとか。

「……」

　まあいずれにせよ人としてかなりダメな部類の理由であることには変わりはない。というか冷静に考えれば最後のは単たんに俺に対する暴ぼう言げんだな、おい。

　しれっと昆こん虫ちゆうを見るような目でそんなことを吐はきやがったやつの澄すまし顔を思い出して、一いつ瞬しゆんだけ鯉こいの胆たんのう（漢かん方ぽう薬やくとして有名）を食べさせられた時のように苦にが々にがしい気持ちになったが、あまり深く考えると『桜乃日和荘ここ』ではやっていけん。世の中で必ひつ要ようなものはまず忍にん耐たいだ、忍耐。

「……始めるか」

　俺は一度深しん呼こ吸きゆう（ヒッヒッフー）をして一人つぶやきながら、共きよう有ゆうキッチンスペースのガスコンロをひねる。

　チキチキチキ……という鈍にぶい動どう作さ音おんの少し後にシュボっという点てん火か音おんとともに青い炎ほのおが浮かび上がり、それを見ながらフライパンに油あぶらを敷しこうとして、

　と、そこで背はい後ごで何かもにょもにょと空気が動くのを感じた。

「あ、お、おにーちゃん……」

「ん？」

　聞こえてきたのは今にも消え入りそうな小さな声。

　振り返ると台所の入り口に蜃しん気き楼ろうのように立っていたのは……制服の上に濃こい深緑色のチャンチャンコを羽は織おった女の子だった。

「よ、日ひ和より」

「あ、お、おはようございます、おにーちゃん……」

　女の子の名前は小こ春はる原ばら日和。

　この築ちく七十年の木もく造ぞうボロアパート『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』で一人暮らしをしている住人の一人で、歳としは俺の一つ下の十四歳さい──中学三年生である。

　半年前にこの『桜乃日和荘』に引っ越こしてきたばかりで、まだどことなく初うい々ういしい感じが残ったりもしている。

「きょ、今日はちょっと、寒いです。あったかい梅うめコブ茶が恋こいしくなってくるといいますか……」

　特とく徴ちようは……なんつーか地じ味み。

　見た目も地味で性せい格かくもひたすら地味。どこをどう切っても金きん太た郎ろう飴あめのように地味と書かれた面めんが顔を出す。自じ己こ主しゆ張ちようがゼロというかほぼマイナスの域いきの引っ込み思じ案あんで、さらにその特とく殊しゆ性せい能のうから、『セピアちゃん』という響ひびきはかわいいがその意味するところを聞くとかなりしょんぼりとさせられる二つ名すら頂ちよう戴だいしている。

　趣しゆ味みは縁えん側がわでのひなたぼっこと古ふる切ぎつ手て収しゆう集しゆう、休みの日に巣す鴨がもに買い物に行くことと美お味いしい梅コブ茶を飲むこと。好すきな音楽は演えん歌かと昭しよう和わの歌か謡よう曲きよくで、食べ物は乾かん燥そう芋いもと梅干ぼし。

　交友関係はほとんどが近所の爺じいちゃん婆ばあちゃんたちで、話と趣味がばっちり合うらしく、まるで共ともに太平洋戦争を乗り越えた旧きゆう知ちの仲なかのように認にん知ちされている。

　そんな十四歳にしてすでに年金受給者みたいなシルバー存そん在ざい。

　地味で枯かれ気ぎ味みなセピア色存在。

　それがこの小春原日和っていう女子なんだよな。

「……？　あ、な、何ですか？」

「いや、日和は日和だなあと思って」

「……え？　え？」

　うーん、今朝もまたいっそう地味というか。

　花も咲さき始めの女子中学生には渋しぶすぎる腐ふ葉よう土どだか海かい藻そうだかみたいな微び妙みような色をしたチャンチャンコ（ってかドテラか……？）に身みを包み、カブトムシ色をしたお気に入りの数珠じゆず（お祖ば母あちゃんの嫁よめ入いり道具らしい）を腕うでに、膝ひざ下したまであるやたらと長いスカートを揺らしている姿すがたは改あらためて見てみてもとことん地味である。きっと全日本地味女王選手権とかがあったらぶっちぎりで優勝なんだろうな。心の底からそう思うよ、ホント。

　ちなみに〝おにーちゃん〟の呼こ称しようで呼ばれているが、別に日和は俺の妹いもうとってわけじゃない。

　血の繫つながった真しん正せいの妹でなければ血の繫がらない義ぎ理りの妹でもなく、ましてや俺が趣味でそう呼ばせてるとかいうわけでもない。そういうわけでは、絶対ない（大事なことなので二度言ってみた！）。ってか中学三年生の女子にそんなもんを強要させるなんてどんな変へん態たいだ。

　そうじゃなくて、ただ日ひ和より本人が知り合った当初のある一件けんからそう呼んでくるため、そのまま特に突つっ込むことなく放置してあるのだ。

　……まあ、その〝おにーちゃん〟の響ひびきが少しだけ魅み惑わく的てきなのは確たしかなのだけれど。

「……おにーちゃん……？」

「い、いや、何でもない」

　何の他意もなさそうな純じゆん粋すいな顔で首をかたむけてくる日和にそう返す。

　心の中で俺は変へん態たいじゃないぞ！　とだれに言うともなしに叫さけびつつ。

　とまあ、そんなことをやり取りしつつ、管理人代だい行こうとして食事当番の任にんを果はたすべく俺は作業を進めていった。

　今朝のオカズは隣りん家かの婆ばあちゃんから日和（茶飲み友達）がもらってきたイナゴを二人で佃つくだ煮ににしたもの。近所の爺じいちゃんが家庭菜さい園えんで栽さい培ばいしたというなんかヘンな野や菜さいを日和（盆ぼん栽さい友達）がお裾すそ分わけしてもらって作ったサラダ。スーパーのタイムセールで目を修しゆ羅らみたいに血走らせたおばちゃんたちとの血で血を洗うバトルの末すえに奪だつ取しゆしてきた卵（これは俺が）で作った卵焼き。

　総そう額がくおよそ四十五円（税ぜい込こみ）ほど。

　この『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』では、なんと言っても食しよく費ひは一食平均百円以内に抑おさえるのは基本中の基本。七十円を切って当たり前、五十円を切ってようやくそこそこがんばったと胸むねを張れる厳きびしい世界なのだ。

「──よし、できた」

　サラダと卵焼きを皿さらに盛りつけつつイナゴにさっと醬しよう油ゆをかけて完成。

　ちなみに俺が料理を作っている間、日和はイスの上に正せい座ざをして梅うめコブ茶を幸せそうにずず～っとすすりながら待まっていた。だからお前は何歳さいだ……

　俺の内ない心しんの突つっ込みにはまったくもって気付いている様よう子すはなしで、日和は愛あい用ようの九く谷たに焼やきの湯飲みをテーブルの上に置くと並べられたオカズを前にしてきちんと箸はしを揃そろえて律りち儀ぎにちょこんと頭を下げて、

「今日もお米の神様に感かん謝しやして……いただきます」

　そんなほとんど昭しよう和わの匂においを感じさせる挨あい拶さつをして菩ぼ薩さつみたいな表情でもむもむと口を動かし始める。「あ……やっぱりおにーちゃんとにたイナゴ、おいしい……」

　その動どう作さもやはり地じ味みなことこの上なかったのに加くわえて、その言い回しだと若じやつ干かん俺がイナゴに似にているみたいなんだが、そこはもう華か麗れいにスルーするところだろう。

　そんな日和の姿すがたを横目で見つつ自分もイナゴを箸で摘つまみながら白はく米まいを口にしていて、

　と、そこで思い出した。

「お、そういえば日和、今回はどうなったんだ？」

「……え……？」

「ほら、一昨日おとといの夕食の時にも言ってただろ。勇ゆう気きを出して今度こそクラスメイトに話しかけてみるって」

　日ひ和よりがここに引っ越こしてきて六ヶ月。

　ことあるごとに──だいたい週に一回くらいのペースで──そんなような内容のことを言っているのである。

　俺の言こと葉ばに日和は少し口ごもるような仕し草ぐさを見せるも、しかしやがてこっくりと小さくうなずいて、

「……あ……はい……」

　お、意外な答えだな。目の前にあるイナゴの色みたいに沈しずんだ表情からして、てっきり今回も失敗かと思ったんだが。

　思わぬ展開に俺は少しだけ身みを乗り出して、

「だれに声かけたんだ？　同じクラスだよな？　名前とかは……」

「……はいです、あの、桐きり乃のちゃんといって……」

「ふんふん」

「え、えっと、同じクラスではないんです……。隣となりのクラスの一番後ろの席せきの……」

　おお、隣のクラスか。どういう経けい緯いかは知らないが、ある意味同じクラスの人間を友達にするよりも難なん易い度どが高い。日和、がんばったな──

「佐さ藤とうさん（飼し育いく係がかり）がお世話をしているハムスター……」

　──って、人間じゃないっ!?

　突とつ如じよ出てきた齧げつ歯し類るいに突つっ込みを入れる間もなく、

「……の郁いく美みちゃんが一回カゴに突とつ撃げきして慌あわてて飛び出しちゃったセキセイインコ……」

　しかも鳥類っ!?

「……の由ゆ貴きちゃんが不時着した先の水すい槽そうにいたサンショウウオ……」

　さらに両りよう生せい類るいまでランクダウン!?

「……のディカプリオちゃんが逃げ出した先で襲おそっちゃった中なか庭にわの金魚さん……です」

　最終的には魚類にまで到達していらっしゃる!?

「……。……なあ、日和さん？」

「な、何ですか？」

「それは世間一いつ般ぱんでは友達って言わん……」

　せめてハムスターの郁美ちゃんで止まっててくれてればフォローのしようもあったんだけどなあ……（ほ乳にゆう類るいつながりで）。さすがにエラ呼こ吸きゆう主体の水生生物とは分かり合えんよ……

「で、でも、桐乃ちゃんとはとっても仲なか良よしなんです……」

　ぐっと身を乗り出して日和がそう反論してきた。

「わたしが会いに行くとぱちゃぱちゃって反応してくれますし……ご飯はんをあげるとすごく嬉うれしそうに尾おびれを振って水面に上がってきてくれますし……」

　金魚との厚い友情について一生懸けん命めいに語り出す十四歳さい女子。

　残念だがそれは餌え付づけって言うんだよ、日ひ和よりさん……

　それともしょせん友達関係なんてのはギブアンドテイクの餌付けと同じ関係なんだという哲てつ学がく的てきなことを言いたかったんだろうか。

「……」

　ま、まあ桐きり乃のちゃんとの関係性についてはこれ以上深く突つっ込むのはやめておこう。色々とかわいそうなことになってきそうだし、友情のカタチは人によって様さま々ざまでそういったものもアリかもしれんし……

「え、ええと、他には何かあったか？　その、だれか知り合いができたとか……。……人間の」

　いちおう『人間』を付け加くわえつつ同じ質問をもう一度してみる。

　その言こと葉ばに日和はちょっとしょんぼりとしたようにふるふると顔を振って、

「……ない、です。いつも通りで……」

「そっか……」

　いつも通りってことは、特とく段だん進歩はないってことだ。

　それはすなわち──ここに引っ越してきてからの新しん規き友達獲かく得とく者数ゼロ状じよう態たいが続いてるってこと。

「……」

　うーん、この地じ味みっこ、友達作るのヘタだからなあ……

　何せ地味な上に人見知りで口べたで引っ込み思じ案あん、おまけに本人の意思とは無関係に自動発動される『セピアちゃん』性せい能のうが足を引っ張りまくっているときてる。

　今までの実績（？）だと隣となりの席せきのクラスメイトにまず存そん在ざいをまともに認にん識しきされるまでおよそ一ヶ月。「お、おはようございます……」の挨あい拶さつが認識されるようになるまで三ヶ月。世せ間けん話ばなしが認識されるようになるまでに至いたっては半年から十ヶ月という熟じゆく練れんのセピアちゃんっぷりらしい。加えて本人も自分からは積せつ極きよく的てきに話しかけられない恥はずかしがり屋なヤドカリみたいな性格なため……何とかクラスで一人か二人知り合いができる頃ころには、もう学年が変わっているのである。

　せめて同じ学校なら少しはフォローできるんだが、俺が高校で日和が中学と通っている場所自体が違ちがう以上できることは何もない。厳きびしいようだが、日和が自分で何とかするしかないっつーか。

「がんばれよ（ポン、と頭を叩たたきつつ）」

「……はい……」

　俺に言えるのはそれくらいである。

　と、そうこうしている内にそろそろ学校に行かんとならん時間になった。

　食器やらイナゴやらの簡かん単たんな後あと片かた付づけをしつつ、いまだにだれ一人として起きてくる気け配はいを見せない他の住人（ダメ人間どもめ……）のために朝食の残りにラップをかけて冷れい蔵ぞう庫こにしまう。

　着けていたエプロン（日ひ和よりからプレゼントされた地じ味みな風ふ呂ろ敷しき柄がら）をイスの背せもたれにかけて台所を出ようとしたところで、

「あ、お、おにーちゃん……」

「ん？」

　後ろから呼びかけられた。

　振り返ると、日和が何かを言いたそうな顔でこっちを見ている。

「？　どうした？」

「あ、あの……」

「？」

「え、えと……そ、その……」

　何だろうね？

　某ぼう最新作が春から夏に延えん期きされたことで話題を呼んだ国こく民みん的てきゲームとかだったら仲なか間まにしますか？　みたいな選せん択たく肢しが出てきそうな反応。

　不ふ思し議ぎがる俺の前で日和はチャンチャンコの袖そでを胸むねの前ですり合わせながらもじもじとしていた。

　母親の目を盗ぬすんで孫まごにお小こ遣づかいを上げようとして挙きよ動どう不ふ審しんになっているお祖ば母あちゃんみたいな動き。

　だがやがて何かを思い切ったかのように、

「あ、あの、おにーちゃん、わたし──」

　ようやくその先を言いかけたところで、

　がごんっ──!!

「あ、うっ……」

　戸と棚だなから降ってきたツタンカーメンのレプリカ黄おう金ごんマスク（ちなみに日和のおやじさんのエジプト土産みやげ）が目の前の地味娘の頭を直ちよく撃げきした。

　脳のう天てんを揺らすクリティカルな一いち撃げき。

　思わず両手を頭に当ててその場にしゃがみ込む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、か……？」

　……そうだった。

　小こ春はる原ばら日和には地味でセピアだっていう特とく徴ちようの他に、もう一つアレな技ぎ能のう（？）があったんだっけか。

　それは、

「うう……い、いたい、です……」

　──致ち命めい的てきに、薄はつ幸こうだってことだ。

　もう少し具ぐ体たい的てきに言えば間まが悪いというかタイミングが悪いとも言い換かえられる。やることなすこと肝かん心じんな時に限って裏うら目めに出るっつーか。

　しかしなんかもうここまでこう不ふ憫びんな要素が三さん拍びよう子しも四拍子も揃そろっているといっそすがすがしいな……
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　さてこの辺で少し俺自じ身しんと『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』について説明しておこうか。

　まず俺や日ひ和よりが住んでいる『桜乃日和荘』。

　これはさっき説明した通りの築ちく七十年の木もく造ぞうボロアパートである。

　風ふ呂ろとキッチンは共同で、ついでに洗せん濯たく場ばも共同。部へ屋やの数は十ほどで一部屋の広さは約六畳じよう。入にゆう居きよしている住人は……そのほとんどがダメ人間で占しめられている（残念なことに）。

　浪ろう人にん生せいだったりニートだったり無む職しよくだったりその他もろもろetc。

　俺はそこで、およそ一年半前から管かん理り人にんの代だい行こうのようなものをやったりしている。

　内容としてはダメ人間どものために朝メシを作ったり昼メシを作ったり晩ばんメシを作ったり、ダメ人間どものために風呂掃そう除じをしたり台所掃除をしたり庭掃除をしたり、ダメ人間どものために洗濯をしたり洗濯物を干ほしたり洗濯物を畳たたんだりするのがメインといったところか。

　……いや何で高校生の身みでそんなダメ人間の世話ばかりをやっているのかってのは、俺の父方の叔お母ばであり現在の暫ざん定てい的てきな保ほ護ご者しやでもある本ほん職しよくの管理人が住人とは別の方向でダメ人間だってのもあるが、もともと俺自身が基本的に家か事じだとかそういうことは嫌きらいではなかったりするのが大きな理由の一つだろうな。我われながら所しよ帯たいじみてるっつーか主しゆ夫ふの匂においが感じられるのがイヤなところだが、これも昔から家を空あけがちで家事をほぼ丸投げ状じよう態たいだったダメ両親の影えい響きようかもしれん。

　とまあ、そんな具ぐ合あいに対ダメ人間世話焼き生活を続けてきたわけだが。

　そこにとある事情からセピア色な地じ味みっこ──日和が加わったのが今から半年前だった。

　俺より一つ年下のやたらと影かげが薄うすい中学三年生。

　管理人代行という立場上、また歳としが近かったこととも相あいまって、俺が色々と世話をすることになった。中学生の一人暮ぐらしは何かと大変だしな。とはいえあの当時の日和は今以上に地味で極きよく度どの人見知りで、俺に対しても臆おく病びような小動物みたいに常つねにびくびくおどおどと警けい戒かいモードだった。

　おかげで色々とアクシデントやらハプニングやらもあったんだが、まあそれはそれだ。

　知り合って少しの間は小動物とそれを餌え付づけする自然保ほ護ご員いんな期間が続き。

　それから少し経たった時に起こったある一いつ件けんをきっかけに少しだけ心を開いてくれるようになり（それでも地じ味みなところはまったくもって変化がなかったんだが）。

　それから少しずつだが打ち解とけていき。

　そして、今に至いたるというわけである。







　学校での授業はいつも通り特にこれといったことはなかった。

　日に本ほん史しでは明めい治じ時じ代だいに酔よっ払ぱらって軍ぐん艦かんを飲いん酒しゆ運転して民みん家かに大たい砲ほうを撃うち込んだ元がん祖そアル中の話（黒くろ田だ清きよ隆たか）やら、古こ文ぶんでは幼よう女じよを計画的に養よう女じよにして（シャレじゃないぞ？）そのまま自分の嫁よめに育て上げたロリコンの話（光ひかる源げん氏じ）やら、音楽では昔むかしからの付き合いの男子をだまくらかして既き成せい事実を作って婿むこにしようとしている年下好きの女教師の話（うちの高校の音楽教師）やらを聞いている内にあっという間に時間は経たっていき。

　キーンコーンカーンコーン。

　放課後になった。

「さて、帰るか……」

　机つくえに座すわったままゴキゴキバキィ！　と伸びをして一人そうつぶやく。

　部ぶ活かつも委員会もやっていないことだし、今日は仲なかのいいクラスメイトたちはそれぞれバイトやら何やらでいない。特にやることはないってことだ。

　それよりもむしろ『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』での仕事が目め白じろ押しっつーか。何せダメ人間どもの巣そう窟くつだからな。

　そんなことを考えつつカバンに荷物をまとめて教室を出る。

　そしてさっさと下げ校こうしようと校門に差しかかった俺の目に入ってきたのは、

「……」

　我わが『桜乃日和荘』が誇ほこる地味っこ少女だった。

　校門の陰かげの植え込みのそのまた陰の日陰部分。

　その場所で学校指定の紺こん色いろカバンを重そうに両手で持ちながらサハラ砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうみたいにたたずんでいる。

「……」

　また相変わらず地味に立ってるなー。

　立っている場所、たたずまい、少しだけ丸められた背中の角度、その全すべてが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって周辺にＡ・Ｊアブソリユート・じみフィールドを作り出している。まさに絶対の不ふ可か侵しん領りよう域いき。

　おまけになぜか日和が立っている場所にだけピンポイントで上空にゴロゴロとどす黒い雨あま雲ぐもが渦うず巻まいているし、周まわりではどこからか集まってきたのか真まっ黒なカラスの群むれがギャーギャーと不ふ吉きつな声を上げて、眼がん前ぜんの道路ではクロネコが親子連れで横断歩道を渡わたっている。すげぇ世せい紀き末まつな光景だ……

　そして当然のごとくセピア色機き能のうも絶ぜつ賛さん発動中で、周まわりの生徒たちにはだれ一人として気付かれていない。

　だが人見知りを絵に描かいてサンプルにしたような日ひ和よりさんとしては周しゆう囲いの見知らぬ高校生たちの視し線せんが気になるんだろうね、首を振って不安げにちらちらと周りを見回しているが……大だい丈じよう夫ぶ、だれも日和さんには気付いてないからさ。

「……」

　まあ、俺に用事なんだろう、な。

　それ以外にこの地じ味みっこ少女がこの場にいる理由は思い付かんし。

　俺は軽く手を上げると、まごまごする日和のもとへと近づいていって、

「──日和」

「……？」

「何やってるんだ、こんなところで？」

「あ……」

　俺の顔を見ると日和はぱあっとセピア色に表情を輝かがやかせた。

　そのまま大たい正しよう時じ代だいの女学生みたいに長いスカートを翻ひるがえしつつ駆かけ寄ってこようとして、

「……あっ……」

　べちゃ。

　途と中ちゆうに落ちていたバナナの皮かわ（なぜか）に引っかかってて転んだ。

　転てん倒とう音おんがこっちにまで聞こえてくるほどの見事な転びっぷりだった。ていうかこの平へい成せいの世よの中で今さらバナナの皮に滑すべって転ぶって、日和さん……

「…………ぐすっ……」

「だ、大丈夫か？」

「……うう……」

　やはりというか、けっこうな音だったにも関わらず周りの生徒たちは一人たりとも日和の走る・滑る・見事に転ぶのマッスルコンボに気付いていない。この期ごに及およんでもセピア色機能は健けん在ざいなんだな……

　その絶対地味能力っぷりにある意味感心しながら近づいて起こしてやると、日和は少しだけ涙なみだ目めでうなずきながら立ち上がった。

　あーあ、まったく、制服の上に羽は織おっていたチャンチャンコがホコリまみれだ。まあ元もと々もとの色が腐ふ葉よう土どみたいな保ほ護ご色しよくカラーだからあまり汚よごれが目立たんのが唯ゆい一いつの救すくいだが……てか日和さん、そのチャンチャンコを普通に着て学校に行ったんですかね？　年とし頃ごろの女子中学生が学校で着る上着つったら普通カーディガンとかセーターとかだろうに、またそういうシルバー世代チョイスを……
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　とまあそれは今さらと言えば今さらなのでいいとして、

「で、どうしたんだ。何か用でもあったのか？」

「あ、は、はい……」

　俺の言こと葉ばに小さく首を縦たてに振ってくる日ひ和より。

　ふむ、やっぱりか。

　しかし用事があるなら帰ってから言えばいいだろうに。何だってまたわざわざ苦にが手てとする行き慣なれていない人ゴミにまで来て……

　そのことを尋たずねてみると、

「あ、そ、それは……その……」

　周まわりにちらちらと視し線せんをはしらせながら日和は口ごもってしまった。

　ああ、まあ何を言おうとしたのかは分からんがこんなに人がたくさんいるところじゃ言いにくいよな。いくらこの地じ味みっこにはセピア色機き能のうが標ひよう準じゆん装そう備びされてるといっても、本人がシャイなアリクイ（なかなか巣す穴あなから出てこない）みたいな恥はずかしがり屋であることには変わりないわけだし。

「──分かった、ひとまず歩きながら話すか」

「あ、は、はい、です……」

　俺の提案に日ひ和よりが小さくうなずき、

　とりあえずは落ち着ける場所まで移動することになった。

　二人並んで、なるべく人の少なそうな通学路を選んで歩いていく。

「お、そういえば今日はマルエソで豚ぶたバラ肉にくがセールだったっけ？」

「あ、は、はい……。トイレットペーパーもお一人様一セット（八ロール）、二九八円の特別価か格かくでした」

「おお、んじゃ後で買いに行かないとな。日和も手て伝つだってくれるか？」

「わ、わたしでよければ……」

「ん、ありがとな。お礼れいに夕食の箸はし休やすめで梅うめ干ぼしを一個オマケするからさ」

「…………♪（嬉うれしそう）」

　途と中ちゆうで交わされるのはそんな超ちよう庶しよ民みん的てきな会話。

　注ちゆう釈しやくを加くわえるとマルエソってのは『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の近所にある安売りスーパーの名前である。

　普ふ段だんから格かく安やすなのに加くわえて定期的に超格安セールが行われるため、よくアパートの共有食料のまとめ買いなどで利用しているのだ。ちなみに日和は昔むかしここで一人で買い物をしようとして最後までレジのおばちゃんに気付かれなかったという余よ談だんがある。その時は泣きそうな顔で買い物を諦あきらめて帰ってきたため未み遂すい（？）に終わったが、ヘタすればナチュラルに無む自じ覚かく万まん引びきだからな。

　そんなことを思い浮かべながら足を進めていると、

「……（じ、じ～）……」

「お」

　と、そこで日和が遠えん慮りよがちにこっちを見上げていることに気付いた。

「……あ……」

「？」

「…………え、えと………」

　俺の視し線せんに気付くと胸むねの前で指回し運動（人差し指）をしながらもじもじ。

　ふむ、一いつ見けん分かりにくいが、日和がこういう仕し草ぐさをしてる時は大たい抵てい甘あまえたい時だ。

　この地じ味みっこにとっての指回し運動の動きはハムスターとかフェレットとかのシッポの動きと同じなのである。割わりと最近知ったことだが。

　なので、

「ほら」

「え……？」

「そういう気分なんだろ。手、つなぐか？」

「あ……」

　小さく漏もれる吐と息いき。

　遠えん慮りよがちに答えつつも、日ひ和よりはうつむきながらちょこん、と制服の裾すそを握にぎってきた。「……ありがとう、です……」

　そのまま二人、連れん結けつ状じよう態たい（もちろん手な）で歩いていく。

　さっきよりも少しだけスローペースな歩み。

　あまり人通りの多くない道を選んだせいか、道すがら時とき折おりカップルらしき男女の高校生なんかともすれ違ちがったりもした。

　むう、なんかピンク色の空気がこっちにまで飛んでくるっつーか青春真まっ盛さかりだな。何て羨うらやましい死ねばいいのに──ゴ、ゴホン、じゃなくてこんな日も落ちきらない内から楽しそうなことで。とはいえ向こうから見れば俺と日和もそんな風に見えてるのかもしれん。まあ日和相手にそんな状じよう況きようが発生することは、アライグマが全自動野や菜さい洗い機を使ってエサを洗せん浄じようするくらいあり得ないわけなんだが。

　などとそこはかとなく考えながら足を進めていると、

「……お、おにーちゃん」

「ん？」

　と、そこでふいに日和がその場に立ち止まった。

　握った手に少しだけ力を込めながらこっちを見上げてくる。

　む、何やらいつにない真しん剣けんな顔だな。

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

「…………」

「？」

　日和にしてはレアな雰ふん囲い気きに足を止めて訊きき返してみるも、当とうの本人はなんかもにょもにょとしていてハッキリとしない。

　だがすぐに思い直したようにふるふると頭を振って、

「……あ、あの、わたし、どうしてもおにーちゃんに伝つたえたいことがあって……」

「伝えたいこと？」

　一生懸けん命めいに絞しぼり出すようにしてそう声を発してきた。

「……はい、です……。きょ、今日、おにーちゃんの学校に行ったのも、そ、そのためなんです……」

　じっと俺の顔を見上げながらそんなことを言ってくる。

　苦にが手てな人混みにやって来てまで伝えたかったこと、ねえ。

　まさかとは思うが、それは管理人代だい行こうとしてもっと馬ば車しや馬うまのように働はたらけとかもっと食事の内容を豪ごう華かにしろとか……じゃないよな？

　他のダメ住人どもならあり得るが、日和に限ってそれはありえない。むしろ逆ぎやくに不ぶ器き用ようなねぎらいの言こと葉ばを言ってくれる方だ。とするとアレか。お気に入りの演えん歌か歌手の握あく手しゆ会かいがあるから今度いっしょに行きたいとか、お香こうの即そく売ばい会かいがあるからお小こ遣づかいを少しだけ前借りしたいとか、まあその辺あたりだろう。と、高たかをくくって俺は構えていたわけなんだが──

「……」

　だが次の言こと葉ばがやって来ないんだよ。

　俺の目を見たまま、日ひ和よりはじっと身動きをせずに対人関係（対たい貝かい関係？）に疲つかれたハマグリのように黙だまり込んでしまっている。

「……」

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。

　どことなく空気が重い。

「……」

　……え？　いや、このなんか触ふれれば崩くずれてしまいそうな空気は何なの？

　よく分からんが周まわりを漂ただようセンチメンタルでセンシティブな雰ふん囲い気きは今までに経けい験けんしたことがないものっつーか。まるで恋れん愛あい映えい画がやドラマとかでよくあるクライマックスシーンみたいで……

「…………ハッ」

　ま、まさかとは思うが日和……

　思わず目の前の地じ味みっこの地味な容よう姿しに目が行く。

　その前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみは……夕日が反はん射しやして少しだけ潤うるんでいるように見えた。

「！」

　や、ちょっと待まて、意味が分からない！

　何で日和さんの表情がそんな少女マンガみたいなことになってるんだかさっぱり分からないよ！

　半なかば混こん乱らん状じよう態たいになる俺の前で、

　日和は静しずかにそっと──目を閉じた。

「!?」

　そのまま俺の顔がん面めんに顔を近づけるようにつま先を伸ばして背せ伸のびをしてくる。

　その表情は何かを決意すると同時に何かを覚かく悟ごしたかのようなモノで……いやだから待てって！　ただ二人で道を歩いてただけのはずなのに、何だって俺、日和とこんなアバンチュールな状態になってんだ!?

　もうこれっぽっちもワケが分からない！

　ヒョウタンの口を開けたら中から半はん裸らのケンタウロスが三回転捻ひねり付きで飛び出したかのような状じよう況きようにほとんどパニックになる俺に、

　日ひ和よりはその顔をさらに近づけてきて……

「……して……ほしいです……」

「え？」

　聞こえるか聞こえないかくらいのか細い声で、そう言った。

「……わ……たし……を……に……して……ほしい、です……」

「して、ほしい……？」

　って、何をだ？

　俺の口から漏もれた言こと葉ばに、

「……は、はい、です……」

　こっくりとそううなずき返してきた。

　決意と覚かく悟ごとに彩いろどられた真しん剣けんな表情。

　そして同時にお盆ぼん真まっ盛さかりの彼ひ岸がん花ばなのように顔を真まっ赤かにして、

　次に──とんでもないことをのたまいやがったのだった。

「……わ、わたしを……お、おとなのじょせい、に……」

「？」

「……わ、わたしを……お、おにーちゃんの手で……〝おとなのじょせい〟に……して、ほ、ほしいんです……っ」







　そのセピア色な一ひと言ことが……これから半年間にわたる色々と周まわりを巻まき込んだハプニングフルでセンセーショナルな大騒さわぎ──小こ春はる原ばら日和育いく成せい計画vol．1──の、全すべての始まりだったんだよな。







　　　２




「うーむ……」

　俺は部へ屋やで一人うなっていた。

　壊こわれかけた扇せん風ぷう機きのようにうなりまくっていた。

　原げん因いんとなっているのはもちろんつい先ほどの日和の告こく白はくである。

『わ、わたしを……お、おにーちゃんの手で……〝おとなのじょせい〟に……して、ほ、ほしいんです……っ』

　いったい何を考えてあの地じ味みっこがあんなことを言い出したのかがグルグルと季き節せつ外はずれのハリケーンのように頭の中を駆かけ巡めぐってるんだよ。や、まあそれに伴ともなった俺の恥はずかしいっつーかよく分からんアレな勘かん違ちがいはセンベイ布ぶ団とんの横の本ほん棚だな（ＤＩＹ）の脇わきにひっそりと置いておくとして（置いておかしてくれ……）。

　まあせめてもの救すくいだったのは、もちろんその超ちよう問題発言はそのままの意味ではなく、その後に続く言こと葉ばがあったことだろう。

　後にその真しん意いを確かく認にんしたところ、

『あ、あの、じつはわたし……高校は、姫ひめ乃の宮みや女学院を、受験したいと思っているんです……』

『姫乃宮女学院？』

『は、はい、です……。そ、それで、姫乃宮女学院に合格するためには〝おとなのじょせい〟になることが必ひつ要ようで……。そ、その、おにーちゃんにもそれを応おう援えんしてほしくて……』

　とのことらしい。

　それはそれで何だったまた突とつ然ぜんそんなことを言い出したのかはサッパリ分からんというか何だって姫乃宮に入ることが〝おとなのじょせい〟とやらになることに繫つながるのかは謎なぞなわけだが、この際さいそのことについてはひとまず保ほ留りゆうしておくとしても、その発言にはまだ大問題があるわけであり──

「……」

　私し立りつ姫乃宮女学院。

　この辺あたりでは聖せい樹じゆ館かん女学院、双ふた葉ば女学院と並ならぶ三大超ちようお嬢じよう様さま学校で、女子なら幼よう稚ち園えん児じでも知っている名めい門もん中ちゆうの名門だ。

　よりにもよってそこに編へん入にゆうをしたいという日和。

　そこから導みちびき出された結論は──

「ムリだろ、これ……」

　その一ひと言ことだった。

　日ひ和よりとともに『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』に戻った後に部へ屋やに戻って姫乃宮についてざっと調べてみたところ……疑ぎ惑わく（？）は確信へと変わった。

　総そう生せい徒と数約二百名（高等部のみ）。

　偏へん差さ値ちおよそ78。

　基本は幼よう稚ち舎しやからの一いつ貫かん教育で、高校からの編入は四～五名。その中でも日和が志し望ぼうしているのは奨しよう学がく金きんを伴う特別枠わくで、例年若じやつ干かん名めいの合格枠におよそ三百人からの志望者が殺さつ到とうする。

　合格に必要とされるのは学業成績はもちろん、学院のコンセプトであるらしい『唯ゆい一いつ無む二にで現代によみがえった姫のごときお嬢様』としての資し質しつや潜せん在ざい能力、礼れい儀ぎ作さ法ほうや品ひん格かく、さらには学院生としてふさわしい心こころ根ねや日ひ頃ごろの行動なども相当に重じゆう視しされるという。

「…………」

　この際……成績については置いておこう。

　学校の成績は中の中の上程てい度どだが、日和は決してアホの子ではないし、まだ時間も四ヶ月ある。こっちはがんばれば何とかなるかもしれん。まあそれでもすでにメイクミラクル頼たよりのレベルかもだが。

「……」

　問題はその後だろ。

　姫ひめ乃の宮みやの一いち員いんたりうるためのお嬢じよう様さまとしての資し質しつ、そしてそれにふさわしい礼れい儀ぎ作さ法ほう、品ひん格かく、心こころ根ねや行動となると……

「ミドリガメが月になろうとするようなもんだ……」

　あるいはガ●ラか。

　いずれにせよ無む謀ぼう極きわまりないって点では間ま違ちがっちゃいない。

　何たって超ちようが付くほど有ゆう名めいで、俺だって知っている姫乃宮女学院。

　在ざい籍せきしているお嬢様は星ほしの数ほど。中には本ほん職しよくであるお嬢様業（？）と並へい行こうしてモデルや女じよ優ゆうなどの芸げい能のう活動や、楽団やキュレーターなどの芸術活動までもこなしているマルチお嬢様までいる始し末まつで（それもけっこうたくさん）、そこに属ぞくしているってだけで常つねに周しゆう囲いからの注ちゆう目もくの的まとになり目立ちまくる華はなやかな魅み惑わくの超お嬢様ゾーンときたもんだ。

　言ってみればお嬢様たちの聖域サンクチユアリみたいなもんか。

　先日ちょっとした用事で日ひ和よりと二人で『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』から少し離はなれた高こう級きゆうデパート（松●屋）に行った時にたまたまそこの生徒（お嬢様）を見かけたりもしたが、なんつーかまとっている空気が常じよう人じんとはまったく違った。ナチュラルにキラキラとした粒りゆう子しが舞まっている感じで……

「どう考えてもムリだろ、これ……」

　もう一度口に出す。

　何せ日和は……地じ味みだ。

　地味で地味で地味で……そして地味。およそお嬢様という華やかにして目立ちまくる存そん在ざいとは対たい極きよくを行くセピア色な存在。さらに住んでいるのがこのダメ人間どもの巣そう窟くつにして家や賃ちん月つき三万円（管理費込み。風ふ呂ろ、台所は共同）の『桜乃日和荘』ときている。お嬢様とは小こ指ゆびの先ほどの共通点もない。

「…………」

　うーむ、一体日和さんは何を考えてこんな場ば違ちがいどころかヘタすりゃ生きてる次じ元げんが一つ二つ違うんじゃないかってところを受験するだとか言い出したんだ？　ただでさえ現在友達ゼロ状じよう態たい記き録ろくを更こう新しんしてるってのに、そんな異い次じ元げん環かん境きようじゃ余よ計けい友達ができないだろ。ほとんど正しよう気きの沙さ汰たとは思えんのだが……

　とにかくこうして一人悩なやんでいても始まらん。

　いずれにせよ結論は、

「とりあえずもう一回話を聞いてみるしかないか……」

　その一ひと言ことに尽きるんだけどさ。







　夕時の『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』は、朝とはうってかわってやかましくなる。

　特に台所は黄金連休中の動物園並なみの騒さわがしさなんだよ。

　それというのも、この時間までグースカとナマケモノのように寝ねていたダメ人間どもが、夕食（やつらにとっては朝食）を求めてこぞって飢うえたハイエナのように目を覚ますからであって──

　ガッ──!!

「うおっ!?」

　と、そこでいきなり足首を何かに摑つかまれた。

　生なま暖あたたかく柔やわらかい感かん触しよく。

　とうとうこの今にも倒とう壊かいしそうなボロアパートにゾンビがっ!?　バイオハザードがっ!?　と思い下を見てみると……台所の床ゆかにボロぞうきんのように這はいつくばっていたのは見覚えのある女の人。「──って音ね色いろさん!?」

「うう～……」

　美み崎さき音色さん。

　現在音大を目指して五ご浪ろう中ちゆうの二十三歳さいで、れっきとしたこのアパートの住人である。ちなみに今朝のダメ人間コメントの①だったりもする。

「う、うう、何でご飯はんがないんですか～……ゆ～くんの鬼おにい……お腹なかが空すいて、もう死にそうです～……」

　背中まである緩ゆるめのウェーブヘアーを頼たよりなく揺らしながら涙なみだ目めでそう訴うつたえかけてくる。

　や、そんなまるで俺が悪いみたいな言い方されてもな。

「朝あさ飯めしの残りが冷れい蔵ぞう庫こに入ってたと思うんですが……」

「だってだって、温めてって書いてあったけど、電でん子しレンジの使い方が分からないんだもの～……わ、私、冷たいイナゴなんて食べられないもん……」

　そうだった。

　この人、世せ間けん知らずというか基本行動が他ひ人と頼だのみの極きよく致ちで、生活能力がゼロのダメな人だったんだっけか。

　しかしいいかげん電子レンジの使い方くらいは覚えてくれ。温めるブツを中に入れてボタンを一つ二つ押すだけなんだからさ……

「そ、そんなＩＴ革かく命めい、音色さんには絶対むりです～……指は音楽家の命で、楽器以外に使っちゃだめってゆうのがお祖ば母あちゃんの遺ゆい言ごんで～、うう～……」

　ＩＴ革命ってあんた。

　や、それ以前にお祖母ちゃん、この前老ろう人じん会かいの慰い安あん旅行でグアムに実じつ銃じゆうを撃うちに行ったって言ってただろ。

「……ふん、イナゴがなければトノサマバッタを食べればいいじゃない」

　と、横から触さわるモノを皆みな傷きずつける十五歳さいのナイフみたいな声が飛んできた。

　明らかに人を上から見下すのに慣なれまくった声。

　いつの間にかテーブル上かみ座ざのお誕たん生じよう日び席せきに女王様のようにふんぞり返って生なまゴミを見る目をこっちに向けてきやがるこいつは……霧きり嶺みね桃もも子こ。

　今朝のダメ人間コメント③（暴ぼう言げん）の十七歳ニートであり、見た目だけはほとんどモデルやアイドルみたいな超ちよう美少女なんだが、とにかく中なか身みが色々な意味で最さい悪あくであり──

「……あんたみたいな能のうなしビッチにはぴったりよ。もっとも私には地べたを這はいずり回るカップリング能力もない六本脚あしの昆こん虫ちゆうを食べようなんていう神しん経けいはネクタイピンほども存そん在ざいしないけれど。というか佑ゆう介すけ、私は朝は和わ食しよくしか食べないって言ったでしょう。それくらい考えて自発的に懐かい石せき料理とか寿す司しとか出しなさいよ、この総そう受うけしかできないグズ」

　はいはい、気が利きかなくてスミマセンねえ。

　そりゃあ確かに俺はそこまで気が回る方じゃない。小学校の通つう信しん簿ぼにも「熱中しすぎると周まわりが見えなくなることがあるので気を付けましょう」なんて書かれた。だけどな、

「そういうことはとりあえずまともに食しよく費ひを納おさめてから言え」

「……くれてやったでしょう、この前」

「たった百円だろうが。一日分の食費にもならんわ！」

「私が触さわった百円玉には百倍の価か値ちがあるのよ。それくらい分かりなさいよ、このシチュも読めない豚ぶた野や郎ろう」

　ホントに口が減へらねぇなあ！

　それでも一万円の価値だがな。つーか触ったじゃなくて障さわったの間ま違ちがいだろ。こいつとだけはホント、仮かりに世界が滅めつ亡ぼうして二人きりになったとしてもやっていけないと思うわ！

「済すまぬ……寝ね過すごした」

　そしてもう一人。

　江え戸ど時じ代だいの武ぶ士しみたいな喋しやべり方で堂々とそんなことをのたまうのは厳いつく島しま又また三さぶ郎ろうさん。

　なぜかいつも首からごついカメラをぶら下げているダメ人間コメントの②で、御おん年とし四十五歳の立りつ派ぱな中年である。

「居い心ごこ地ちの良い夜や具ぐの魅み力りよくに負けついうたた寝をしてしまった。許ゆるせ」

　喋しやべり方がやたらと重じゆう厚こうで堂々としているため勘かん違ちがいしがちだが、実は言ってる内容自体は他の二人と大たい差さない。さらにはやってる内容（朝起きない、動かない、手て伝つだわない）もほぼ同レベルときてるからアレなんだよな。見かけだけは一いつ家かの大だい黒こく柱ばしらみたいだけど無む職しよくだし、ハローワークに行けって言っても聞かないし、このおっさん。

「お腹なかが空すきました～……音ね色いろさんの空くう腹ふくの五ご重じゆう奏そうが鳴り響ひびいています～……何か食べさせてください～……」

「……ふん、いいから早く私のために金きん髪ぱつツインテールお嬢じよう様さまに仕つかえる借しやつ金きん執しつ事じのごとく働はたらきなさい」

「おや、おかしい。私の夕ゆう餉げがフレームアウトしてしまっているように見えるのだが。迅じん速そくなる準じゆん備びを所しよ望もうする」

　口々にそんなこと（言い方は異ことなるが要ようするに「腹はら減へった」）を言いやがる三人。

「…………」

　いやほんっ……とにダメ人間だな、これ！

　生活力皆かい無むな五ご浪ろう生せいと性しよう悪わるニートと中年無む職しよくに思わず日ひ頃ごろは抑おさえていた心の声が出ちまった。何でこんなのばかりが『桜乃こ日和こ荘』には集まりやがるんだ……

　そんな中で渋しぶすぎる枯かれ草くさ色いろのエプロンを揺らしていそいそと皿さらを並べてくれてる日ひ和よりの姿すがたは何ていうか天てん使しに見えるね。天使にしては相変わらず目立たないというか地じ味みだけど。

「……」

　とまあ、これがこの時間帯たいに集まってくるほぼフルメンバーである。

　いやこれらの時間帯以外に活動しているさらなる社会不ふ適てき合ごう者もここには何人かいるんだが、それは今はひとまずは関係ないので冷れい蔵ぞう庫この横の自作生ゴミ処しよ理り機きの脇わきに置いておく。……いや、置いておかせてくれ。これ以上頭ず痛つうのタネを増やしたくはないんだよ……

　そしてとりあえず今問題にせんとならんのはこのダメ人間ズどもではない。

　早そう急きゆうに何とかしとかんといけないのはひっそりと皿を並べ続けてくれているこっちの地味っこの問題発言についてであり──

「──日和」

「……？」

　名前を呼んで手て招まねきをする。

「なあ日和、さっきのことだけど……」

「……（びくっ！）」

　とりあえずキッチンの流し場の方に呼び寄せて直球を投げかけてみると、愛あい用ようの信楽焼しがらきやきの茶ちや碗わんを大事そうに抱えていた日和の手が小さく震ふるえた。

「姫ひめ乃の宮みやに行きたいって、本気なのか？　何だってあんなところに……」

　行きたいんだ？

　何度も言うが高たか望のぞみもいいところだ。どう見たってこの地味娘むすめには合わないし、そもそもほんの二週間前まではそんなことは一ひと言ことも口にしてなかった。

　いやそりゃあそんなことを言うからには何かしらの動機があるんだろうさ。それが何かは分からん。何となくお嬢様に憧あこがれる年とし頃ごろなだけかもしれんし、完かん全ぜん無む欠けつなお嬢様先せん輩ぱいに「あなた、タイが曲がっていてよ」と言われたいだけかもしれん。さっきはそこまで聞けなかったが、ひとまずはそれを知ることがこの現状解決の第一歩に違ちがいない。

　だが日ひ和よりは俺の言こと葉ばに顔をうつむかせて、

「……ご、ごめんなさいです……」

「え？」

「……り、理由は言えないんです……ひ、秘ひ密みつ、です……」

　小さく首を振りながらそう言った。

「いや、秘密ってな」

「……え、えと、ないしょ、です……」

　いやそれ言い換かえただけだから！

　さらに突つっ込んでみるも、だが日和は信楽焼しがらきやきの茶ちや碗わんを両手で摑つかみながらただふるふると首を振るだけ。

　こっちを見るその眼まな差ざしからは強い意思が見て取れる。

　むう……この地じ味みっこ、ヘンなところは頑がん固こなんだよな。前にも目玉焼きに醬しよう油ゆをかけるかソースをかけるかどうかでもめた時、頑がんとして譲ゆずらないなんてこともあったし（ちなみに日和は醬油以外にあり得えない派はだった）。

「……ご、ごめんなさい……り、理由は今は言えません……。で、でも、い、いいかげんな、気持ちで言っているんではないんです……っ。わ、わたし、ほ、本当に、心から姫ひめ乃の宮みやに入りたいと思って、いて……。そ、そのために、おにーちゃんには、お、おにーちゃんの手で、わたしを……お、おとなのっ、じょ、じょせいにしてほしくて……っ！」

「！」

　ぎゅっと手をグーに握にぎりながら当とう該がい発言の最問題箇か所しよをリピートする、それも台所中に響くような大声で。

「ちょ！　ば、声がでかい──」

「……むぐっ」

　慌あわてて口を押さえるも後の地じ鎮ちん祭さい。

　響ひびきわたった色々と危険な発言に、それまで食しよく欲よくモード一色だった台所の空気が、ざわ……ざわ……と戦せん慄りつに震ふるえる。

「お、大人の女性って……ゆ～くん、ま、まさか……」

「……私が食べていたのはペドでロリの変へん態たいが作った汚お物ぶつだったのね。何てこと。死ねばいいのに」

「むう、まさか晴はれ崎さき殿どのにそのような性せい癖へきが」

　気付けばダメ人間どもの蔑さげすむような視し線せんが俺に向かって集中していた。

「ち、違ちがう！　これはだな──」

「い、いいのよ～。ぴよちゃんはかわいいし、気持ち的には分からなくもないもの～。じょ、条例的にはまずいと思うけど、ほら、そこは告こく発はつされなきゃ分からないことだし～」

「……まあ、あんたが変へん態たいだってことは分かってたことだけどね。とりあえずこれから私の半はん径けい五千キロメートル以内に近づきさえしなければ別に構わないわ。はっ」

「男の九割わりは幼女性愛者ロリコンである。隠かくし立ては無用だ」

　揃そろってそんなことを言ってきやがる！　く、ダ、ダメ人間どものくせに。

「だ、だからそうじゃなくて……」

　何とか事情を説明せんと、このままじゃ犯はん罪ざい者しやか変態扱あつかいだ！

　身振り手振りを加くわえつつ必ひつ死しに釈しやく明めいする。

　日ひ和よりが問題の言こと葉ばを発するに至いたった経けい緯いと状じよう況きよう。

　現げん在ざいのシチュエーション。

　するとダメ人間どもはあっさりと首を縦たてに振って、

「え～、そうなの～？　ぴよちゃん、春からはあの姫ひめ乃の宮みやに入るんだ～。わ～、すご～い♪」

「……やるじゃない。まったく、薔ば薇ら薔薇しい空気の一つもまとえないどこかのだれかとは大違ちがいね」

「ふむ、それは非常に目め出で度たいことだ」

　今度は一転してお祝いわいムード。単たん純じゆんな連中だ……

「うんうん姫乃宮っていえば超ちよう有ゆう名めいなお嬢じよう様さま学校だもんね～。あそこは制服もかわいいし校こう舎しやもすっごくきれいだし～、いいないいな～。音ね色いろさんもあと八歳さい若かったらな～」

「……ええ。あそこの制服はいいわね。作りが良くて上じよう品ひんだし、きっとピヨにはぴったりだわ」

「うむ、実に撮とり甲が斐いのある制服である」

「あ……え、えと……は、はい……っ♪」

　ちょっとだけ嬉うれしそうにはにかんだ表情を浮かべる日和。

「や、まだ決定ってわけじゃなくてだな。日和も勘かん違ちがいするなって」

　というかそもそも受験しようとすること自体俺は否ひ定てい的てきなんだが。

　釘くぎを刺さしておこうとそう口にして、

「あ……」

　その言葉に途と端たんにしょんぼりとする地じ味みっこ。

　それを見たダメ人間どもは、

「ぴよちゃんをいじめちゃだめよ～、ゆ～く～ん～」

「……死になさい、このサドペド野や郎ろうが」

「婦ふ女じよ子しの願いは何にも代かえ難がたき尊とうといものだ」

　ちょ、悪いのは俺かよ！

　しかもこの普段は互たがいに基本的には干かん渉しようなんかし合わないダメ人間ども、こんな時に限ってだけ結けつ託たくしやがる！　タチが悪い……

　そして捨てられた仔こアライグマみたいな目でこっちをじ～っと見上げてくる日ひ和より。

　くっ、これじゃあ俺一人が悪わる者ものみたいじゃねえか。

「……」

　……分かったよ。

　そこまで言うならもう今は理由は訊きかん。だが、

「──日和としては何か考えがあるのか？」

「……え？」

「だから姫ひめ乃の宮みやに行きたいってのはいいとして、せめて何かアテはあるのか？　何か勝しよう算さんとかビジョンとかが……」

　もちろんあるんだよな？

　こんなにまで主しゆ張ちようするからには当然何かしらの策さくくらいはあるんだろうと確かく認にんのつもりで日和の顔を見ると、

「……。……え、えっと……が、がんばりますっ……！」

「……」

「……」

「……」

「……で、ですから、がんばりますっ！」

　え？　それだけ？

「……き、気合いを入れて、その、ふ、ふんばります……っ！」

　いやそれ同じ意味だから。

　ていうか絶対何も考えてなかったな、日和さん……

　見切り発車でいきなり新しん幹かん線せんを発車させちゃいました的なノリにかなり不安になる俺の前で、

「うんうん、そうなんだ～。とうとうこの『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』からお嬢じよう様さまが輩はい出しゆつされるのね～。ね、ね、文化祭とかあったら私も呼んでね～？　おめかしして行くから～♪」

「……そうね、立場が変化するのはいいことだわ。ヘタレの下げ克こく上じようくらい」

「入学式での写真撮さつ影えいは任まかせておいてもらおう」

「あ、は、はい……え、えへへ……♪」

　三人のダメ人間たちが地じ味みっこの輝かがやかしい未来について勝かつ手てに盛もり上がっていた。

　お前らはまずその前に自分たちの明日について考えろよ……







　　　３




　で、そんな日和のオ●マ演えん説ぜつもかくやという衝しよう撃どう的てきな告こく白はくから二週間ほどが経たったとある日曜日。

　俺とその地じ味みっこは……その私し立りつ姫ひめ乃の宮みや女学院高等部にいた。

　あの夕食の席せきでのカミングアウトの後、とりあえずはもう少し姫乃宮について調べてみようってことになり、色々と情じよう報ほうを探さがしてみたところオープンキャンパス及および入試説明会があることが分かったため、案あんずるよりも産うむが易やすしってことでまずは行ってみるかってことになったのだが──

「うわ、これホントに日本かよ……」

　敷しき地ち内ないに足を踏ふみ入れるなり最初に俺の口から出た言こと葉ばがそれだった。

　何せ周まわりを見み渡わたせば、そこにあるのは地平線がどこにあるかってほどの自然公園みたいに広大な校庭。ヨーロッパの宮きゆう殿でんのような校こう舎しや、どこぞの競きよう技ぎ場じようみたいな運動場。

　校舎と校舎との間にある中庭にはローマの休日もかくやという巨きよ大だいな噴ふん水すいが間かん欠けつ泉せんのごとく勢いきおいよく水を噴ふき上げている。その脇わきにあるのは二にの宮みや金きん治じ郎ろう像ぞうならぬ巨大な女め神がみ像ぞう。近くには鐘かね衝つき堂どうなんてもんまでありやがる。

「何なんだ、こりゃあ……」

「わ、わぁ……え、えくせれんと、です……」

　日和と二人揃そろって声を上げる。

　全すべてがあり得えないほど豪ごう華か絢けん爛らんで……これが本当に普通の高校生が通う学園なのかと疑っちまうくらいだ。

　周りを歩いている生徒たちも皆それに見合ったお上じよう品ひんなお嬢じよう様さま正せい規き軍ぐんたちで、

「今日は夜に赤あか坂さかの料りよう亭ていで知り合いの会長と会食があって……」

「私がデザインしたバッグが、今度ニューヨークのブランドから発売されますの」

「お父様が経けい営えいされているセリエＡのサッカークラブがあちらの大会で優勝されたみたいですわ。サッカーはよく分からないのですけど、確たしかミラ何とかいう名前で……」

　なんて会話が「今日の天気は晴れです」と同レベルで当たり前のごとく交かわされている。

　さらに言ってしまえばこの説明会にやって来ている他の受験生のだれもかれも金持ちオーラが感じられる──もとい育ちの良さそうなお嬢様予よ備び軍ぐんどもだった。

　作りの良さそうなコート。一いつ見けんするだけでいかにも高こう価かそうなバッグや時計。足あし下もとで控ひかえ目に輝かがやく靴くつ一つとってみても、それだけで『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』半年分の食しよく費ひくらいにはなりそうな勢いきおいだ。

　それと比くらべて隣となりを歩く日和の今日の装よそおいは、

「……？」

　少しもっさりとしたセーターとスカートを合わせたインナーの上にコートを着て、その上からマフラーを巻いている。足下はブーツで、頭には毛け糸いとの帽ぼう子し。

　それだけ並べてみると、そりゃあ周りにいるお嬢様やその予備軍には及およばないとしても、まあごく普通の女子中学生的な服ふく装そうのようにも思える。

　だけど。

「何でこんな枯かれた感じなんだ……」

　そんな感想しか出てこない。

　まあ原げん因いんは見てみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだが。

　着込まれたセーターはシイタケ色で、コートはマイタケ色。丈たけの長いおばちゃんスカートはエリンギ色だし、頭と首を彩いろどるはずの帽ぼう子しとマフラーはそれぞれマツタケ色とサルノコシカケ色だ。

　いやマタンゴが山から下りてきたんじゃないんだから！

　思わずそう突つっ込みたくなるラインナップだった。

　まあ当とうの本人はまったくもって気にした様よう子すもなく、初めて東京タワーにやって来た田舎いなかのおばあちゃんみたいに地じ味みに楽しそうに微笑ほほえんでるんだがさ。

　軽く頭ず痛つうを覚えてため息いきを吐ついていると、

「──ごきげんよう、皆様。本日は我わが姫ひめ乃の宮みや女学院の入試説明会にようこそお出でくださいました。我われ々われ生徒代表一同、歓かん迎げいいたします。私は今回皆様の案内係の代表を承うけたまわりました当校生徒会『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の副会長、高等部二年の南みなみ九く條じよう容よう子こと申もうします。どうぞごゆっくり姫乃宮の伝でん統とうをご見学していってくださいませ」

　そう優ゆう雅がに挨あい拶さつをするのはいかにもお嬢じよう様さまといった装よそおいの数人の姫乃宮学院生たち。

　ちっちゃいのから大きいのまで全部で五人くらいいるみたいだな。

　ていうか今普通に挨拶でごきげんようとか言ってたか？　んなもん、テレビの中か小説の中くらいでしか存そん在ざいしない言こと葉ばかと思ってた。まさかこうやって現実に現代用語として使われているのを耳にすることになるとはね。しかもそれを発しているのはこれまた初めて見る髪かみがクロワッサンみたいな縦たてロールのお嬢様ときている。

「セレブだ……」

　そんな俺の一ひと言ことに、

「……サブレ？」

　きょとんとした顔でそうつぶやいていたウチのマタンゴ風ふうお嬢様志し望ぼう。

　なんかもう……しょっぱなからドッと疲つかれた気分だった。いや確たしかに鎌かま倉くらの鳩はとサブレはウマいがさ……

　そんなこんなのやり取りをしながら姫乃宮女学院を歩いていく。

「──こちらが第一礼れい拝はい堂どうになります。毎朝の黙もく禱とうで使われていて、日曜日には希望者のみで日曜礼拝なども行われています」

「あちらに見えるのが姫乃宮が誇ほこる大図書館になります。古こ今こん東とう西ざいの様さま々ざまな分野の書しよ籍せきがおよそ三百万冊ほど保管されていて、その全すべてにオンラインデータベース化が……」

「その先に建たっているのが第三体育館となっています。体育館は全部で第一から第十まであり、それぞれ用よう途とによって使い分けられており……」

　要よう所しよ要所で挿そう入にゆうされる解説。

　セレブのサンプルみたいなクロワッサンお嬢じよう様さまたちによる分かりやすい説明を受けながらバラエティ溢あふれる学院内の各所を巡めぐっていくのは、ある意味この場でもっとも部外者な俺にも意外に楽しかった。今しがた説明にあった場所の他に時と計けい塔とうの上にある生徒会長室とかどでかい植物園とか、全面大だい理り石せきでできたムダに豪ごう華かな屋内プールなんてレアなもんも見られたし……ふむ、こんな豪ごう勢せいな設備のあるところに毎日通えるってのなら、日ひ和よりがここに進学したいなんて言い出したのも少しは分かるかもしれん。

　ただ……当たり前だが、周まわりは女ばっかりなんだよな。

　そもそも女子校なんだからそこにいる生徒は全すべて女子だし、それを受験するために見学に来ているのも当然女子。で、だいたいその付き添そいの保ほ護ご者しやも母親か祖母、あるいは姉ときている。いやまあぶっちゃけ男は俺一人なんだけどさ。おかげで周りからの視し線せんが微び妙みように痛いたいっつーか腫はれ物扱あつかいっつーか……

　あ、隣となりのロングヘアーの女の子と目が合った。

　……っ、お前、即そく座ざに露ろ出しゆつ狂きようでも見たみたいな顔で目を逸そらすことないだろ！

　おまけに保護者の母親まで「しっ、だ、だめ、そっちを見ちゃいけません！」みたいにたしなめてやがるし！

　そりゃあないだろうって気分になりさらに隣の大人しそうな女の子に目をやるもほぼ同じ反応。

　明らかに触ふれてはいけない危険物に接するリアクションだった。

　く、俺はそんなに怪あやしく見えるのか……？　そりゃあどこからどう見ても美び形けいとはほど遠い普通の日本人顔だが、そこまで引かれるくらいのデストラクティブな顔がん面めんなつもりもなかったんだが……せ、切せつない……

「……」

　と、とにかくこの場では日和だけが頼たよりだ。

　この地じ味みな同どう伴はん者しやがいないと俺は確実に一人で女子校のオープンキャンパスにやって来た変へん質しつ者しやだからな。しっかりと手を握にぎって離はなさないようにしよう……と心に誓ちかっていると、

　ヒソヒソ……

　と、何やら周りから囁ささやくような声が聞こえてきた。

「あ、あの人、大だい丈じよう夫ぶなのですか……？」

「先ほどから何だかぶつぶつと不ぶ気き味みに虚こ空くうに向かって会話を──い、いえ、少し大きめの独ひとり言ごとを口走って……」

「い、いいから！　とにかくああいうのには関わらないのが吉きちですわ。知らぬが仏ほとけとも言いますでしょう？」

「…………」

　何言ってんだ、こいつら？

　つーかだれが不ぶ気き味みに独ひとり言ごとをつぶやいてる危ない人だってんだ。いくら俺が怪あやしい（ように見える）からって、日ひ和よりがいる前でそんなＫＹ行動をやるほどアホじゃ──

「……あ」

　……って、ちょっと待まて。

　そこで気付いた。

　そういえば今いっしょにいるのはあの地じ味みっこ日本代表の日和なんだよな……？

　まさかとは思うが……常じよう時じ自動発動なセピア色機き能のう及およびＡ・Ｊフィールドがこの場でもばっちり発はつ揮きされていた、とか……？

　イヤすぎる予感が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　とすると今までの周まわりからの人間のカスを見るような態たい度どにも納なつ得とくがいく。最初から日和の存そん在ざいが気付かれていなかったとしたら……

「…………」

　俺は一人で女子校のオープンキャンパスに来て一人でニヤニヤと笑えみを浮かべながら一人でブツブツと何かを言っている主おもに脳のうミソの辺あたりが気の毒どくな不ふ審しん者しやと見られてたってことになりやがるわけで……そりゃあ周りの他の見学者たちも揃そろって目を逸そらすわ。

　……やばい。

　怪しいＫＹどころかかなりイタイ変へん態たいじゃねえか……

「…………」

　じっちゃんの名をかけたわけでもない割わりと真しん相そうを知りたくなかったしょっぱい謎なぞが全すべて解とけて汗あせジト状じよう態たいになる。

　そんな俺の横で、

「あ、こ、小こ鳥とりさんです……わあ……」

　マタンゴルックの日和さんは目をセピア色に輝かがやかせながら地味にはしゃいでいた。

　くそう、その無む邪じや気きさが羨うらやましいぜ……







　そんなこんなで学院内の案内は進んでいった。

「こちらの区く画かくは生せい態たい学がく研究のために設もうけられたバードハウスになります。姫ひめ乃の宮みやでは情じよう操そう教育の一いつ環かんとしてこうして生き物たちを飼し育いくしていくことで、豊かな心と博はく愛あいの精神を育てていて……」

　クロワッサンお嬢じよう様さまの声が高らかに響ひびく。

　日ひ和よりの傍そばからできるだけ離はなれないようにしつつ（ムダな努力かもしれんが）次にやって来た先は、敷しき地ち内ないでも比ひ較かく的てき外はずれにあるバードハウス──まあ言ってみれば鳥小屋（ただしそれの桁けた外はずれにでっかいやつ）だった。

　少し前に見た植物園とはまた違ちがった感じのビニールハウス。

　ちょっとした体育館ほどの広さのその中に、色とりどりのクジャクやら極ごく楽らく鳥ちようやらが自由に飛び回っている。うーむ、どこを見ても極ごく彩さい色しきっつーか、南国色な感じだ。見てると目がチカチカしてくる……

「こちらの鳥たちは放し飼がいになっておりまして、自由に交流することができます。どうぞ皆様、お好すきなように触ふれ合ってくださいませ」

　クロワッサンお嬢じよう様さまの言こと葉ばに、周まわりのお嬢様予よ備び軍ぐんたちがこぞってカラフルな鳥たちのもとへと駆かけ寄っていく。

　そんな中、日和が興きよう味みを示したのは、

「…………」

　他の見学者がだれも見向きすらしなかった、ハウス内の隅すみに申もうし訳わけなさそうにちょこんと置かれた柵さくの中でコケコケと鳴き声を上げる……軍鶏シヤモだった。

「よりによってそれか……」

　思わず心の中でそう突つっ込む。

　また選ぶ鳥までもが地じ味みっつーか、存そん在ざいの奥おくの奥にまでとことん地味さが染しみついてるみたいだな。

「え、だ、だって、この子、とってもかわいい、です……」

　これがか？

　この目つきが悪くて態たい度どもふてぶてしくていかにも武ぶ闘とう派はってニワトリの亜あ種しゆが、ねえ……

「え、えと、こ、こんにちは、です……。わ、わたしは小こ春はる原ばら日和っていうんですが、お、お友達になっていただけないでしょうか……？」

「……（無む反はん応のう）」

「よ、よかったら、いっしょに遊びませんか……？　た、楽しいですよ？　く、くるっく～」

　柵さくの向こうの藁わらのベッドの上で偉えらそうに寝ねそべるニワトリ亜種に向けて鳥の鳴なき真ま似ねをして呼びかける日和（ちなみにそれはハトだが）。

　しかしキノコみたいな格かつ好こうをした地味っこ女子中学生が、同じくここにいる鳥の中では地味の極きよく致ちな軍鶏と柵を挟はさんで対面してるってのも、ある意味シュールな光こう景けいだな、おい。

　柵の外から一生懸けん命めいにハトの鳴き真似を続ける日和の姿すがたを横から眺ながめていると、




「──ん～、それじゃだめだよ」




「……えっ……」

　と、ふいに後ろから声をかけられた（日ひ和よりが）。

　どこか耳馴な染じみしやすくて明るい声。

　声をかけてきたのは……案内役のお嬢じよう様さまの一人だった。

「タッキーはツンデレだからね。普通に呼びかけちゃうとだめで、わざと興きよう味みのないフリするの。そうすれば、タッキーは向こうから寄ってきてくれるから～♪」

「……あ……え……」

　にっこりと人懐なつこい笑えみを浮かべながらそう日和に教えてきてくれる。

　クロワッサンお嬢様のすぐ後ろに付いていた小こ柄がらな女の子で、見たところ日和と同じくらいの歳としみたいに見えるな。

「でも珍めずらしいね、うちのタッキーに興味をもってくれるなんて。あ、私は唯ゆい香か、鹿ろく王おう院いん唯香っていうの。中等部三年の生徒会書記兼けん飼し育いく委員で、ここのタッキーたちのお世話をしてるんだ～。あなたは？」

「……え……わ、わた……わたし……？」

　突とつ然ぜんのコミュニケーションにライオンにバックアタックを食らったシマウマみたいな顔と声で目をぱちぱちとさせる日和。

　慣なれない、というかほとんど不ふ測そくの事態に思考と行動が完全にフリーズしてる感じである。

　むう、まあ普段から人に声をかけられたり気にかけられたりすること自体すでにレアイベント化している地じ味みっこだからな。その気持ちは分からんでもないが……ん、考えてみればこれは同年代の友達を作る絶ぜつ好こうのチャンスじゃないのか？　相手もちゃんと日和のことを認にん識しきしてくれてるし。さすがは博はく愛あいと友ゆう愛あいとを備えた姫ひめ乃の宮みやのお嬢様は違ちがうってとこか。ほら、そこで軽く笑いでもして「え、えと、こ、こんにちは、です……。わ、わたしは小こ春はる原ばら日和っていうんですが、お、お友達になっていただけないでしょうか……？」って返せば……

　心の中でそう応おう援えんするものの肝かん心じんの日和さん＠人ひと見み知しりはまったくもってその通りに動いてはくれずに、

「……わ、わた、わた……」

「？」

「……わた、わ、わた……が……」

「??」

「……わ……わた、わた……わ、わたらせがわ……」

　川の名前を言ってどうする！

　しかもまたバラードにもなってる微び妙みように渋しぶいところを。

　あー、もどかしい！

　ちょっとがんばって声をかければいいだけだってのに。

　ほら、相手のお嬢じよう様さまも少し首をかたむけて見てるだろ。早くなんか返事せんと！　軍鶏シヤモ相手にはできたんだからここで躊ちゆう躇ちよしてる場合じゃない！

　しかし、

「……う、うう……」

　すでに微び妙みように心が折おれてるみたいである。

　俺の背中にもにょもにょと回り込んで隠かくれちまった。

　やっぱり初めての友達候こう補ほで相手がお嬢様はハードルが高いか。俺だって初対面でいきなり亀かめに乗った頭の尖とがったお坊ぼつちゃまと仲なか良よくなれと言われたらためらうかもしれんし。ここはもう、助け船を出してやるしかない！

「ええとな、こいつは小こ春はる原ばら日ひ和よりっていうんだ」

「え？」

「そっちと同じで、中学三年生だ。今は何というか、初めてのところに来てちょっと緊きん張ちようしてるみたいでな……」

　地じ味みな石せき像ぞうみたいに硬こう直ちよくしたままの日和に代わり簡かん単たんな自じ己こ紹しよう介かいをしてみる。

　すると目の前のお嬢様はちょこんと首をかたむけて、

「えっと……おにいさんは確たしか、ずっとお空に向かって独ひとり言を言ってた変へん態たいさん……」

「違ちがう！」
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　助け船は赤せき壁へきで火か計けいを喰くらった曹そう操そう軍ぐんの火ダルマ船だった。

　つーかそうでしたね、俺はそういう認にん識しきだったんですよね！

　イヤすぎる誤ご解かいにこめかみを押さえていると、

「あ、でも、もしかしてこちらの子とお知り合いなんですか？　何だか仲なかがよさそうですし……」

「……もしかしても何もその通りだ」

　頼たのむからそれだけは分かってくれ。

「そ～なんですか。それは失礼しました。えっと、じゃあこっちのあなたが日ひ和よりちゃんで、おにいさんが……」

「佑ゆう介すけ、晴はれ崎さき佑介だ。日和とは、まあ、兄妹みたいなもんだ。ほら、日和」

「あ、は、はい……わ、わた、わたし、こ、小こ春はる原ばら日和って、いいます……。よ、よろしくお願いします、鹿ろく王おう院いんさん……っ」

　慌あわてたようにマツタケ色の帽ぼう子しをとってがばっと頭を下げる日和に、

「あはは、うん、よろしくね～、日和ちゃん。でもおない歳どしなんだからそんな敬けい語ごなんて使わなくていいよ～。唯ゆい香かって呼んでくれればいいから～」

　明るく笑いながらそう返してくる。

　むう、喋しやべり方もそうだが、ずいぶんアットホームっつーかさばけたお嬢じよう様さまだな。

「で、そのタッキーってのは何なんだ」

「え、この子の名前ですよ？」

　俺の質しつ問もんに、鹿王院唯香──唯香は目の前で荒々しく羽をばたつかせる軍鶏シヤモを指さして言う。

「このニワトリの？　変わった名前だけど、何か由ゆ来らいでもあるのか？」

　昔むかし飼かってたペットの名前とか好すきなイケメンアイドルの愛あい称しようとか。

　訊きいてみると、

「ううん。ケ●タッキーのタッキー」

「食用かよ！」

　身みもフタもないな。

「え、た、食べられちゃうんですか……タッキー……？」

　その言こと葉ばに日和が泣きそうな顔で弱々しく声を上げた。

「そ、そんな……か、かわいそうです。こんなにかわいいのに……」

　それを見た唯香は顔の前で手を振って、

「あ、違ちがう違う。ただ何となく連想で出て来たからタッキーなだけで、別にフライドチキン＠ブラックペッパー味にしようって気はないよ～」

「……そ、そうなんですか……？」

「うん、だいじょ～ぶ。タッキーは友達だもん♪」

「……そ、そうですか……よ、よかった、です……」

　心しん底そこ安心したようにほっと地じ味みに胸むねをなで下ろす日ひ和より。

　そんな日和をタッキー（暫ざん定ていブラックペッパー味）がワラ山の上からコケコケといかつい目で見下ろしていた。







　それからも唯ゆい香かといっしょに学院内を回りつつ説明会を聞いていった。

　クロワッサンお嬢じよう様さまたちとともに案内役としての仕し事ごとを果はたしながらもこちらを気にかけてくれての進行。

　日和も最初の内は若じやつ干かん戸と惑まどい気ぎ味みのようだったが、唯香のお嬢様らしくないフレンドリーで人懐なつこいキャラもあるんだろうな、時間が経たっていくにつれ次し第だいに打ち解とけていったみたいだった。

「ね、日和ちゃんってお休みの日とかって何してるの？」

「あ、は、はい。ビデオに録ろく画がしていた時じ代だい劇げきを見たり、ぬか床どこのチェックをしたりで……」

「時代劇か～。渋しぶいね～。何かお勧すすめなのとかってある？」

「え、えと、でしたら鬼おに平へい半はん●帳ちようとかが……」

　今は多た少しようぎこちないながらもいちおうちゃんと会話をしている。

　うう、なんか感かん無む量りようだ。あの日和が同年代のだれかと仲なか良よくしているところをこの目で見られる日が来るなんてな。雛ひな鳥どりが大空デビューするのを見守る親おや鳥どりみたいな心しん境きようだよ。この調ちよう子しでいけば自分から自力で友達をゲットできる日ももしかしたら近いのかもしれん……

　目の前の地味っこの成長に密ひそかに感動していると、

「あら、鹿ろく王おう院いんさんではないですか？　何をしてらっしゃるのですか？」

「？」

　と、通りすがりのお嬢様たち（×三）が声をかけてきた。

　見た目の雰ふん囲い気きからして唯香の同どう級きゆう生せい、か？

「ごきげんよう、みなさん。えっと学校説明会に参加してるんです」

「ああ、そうでしたわね。これから私たちは皆で三大テノールの一人、ドミンゴ氏のクラシックコンサートに行きますの。なのでお誘さそいしようと思ったのですけれど……」

「ごめんなさい。まだお仕し事ごとがあって……」

「それは残念ですわ。鹿王院さんがいらしてくれたのならドミンゴ氏も喜よろこびますのに……」

「ぜひ鹿王院さんの感想を聞きたかったです……」

「遅おくれてでも同どう席せきすることはできませんの？　プライベートスペースですから問題ありませんわよ？」

　うーむ、セレブな会話だ。

　クラシックコンサートへの誘いなんて日常会話で初めて聞いたっつーか。

　で、相あい変かわらず日ひ和よりはまったくもって気付かれてないのな。

　見事なまでのスルーされっぷりというか。まあ本人も従じゆう来らいのセピア色性せい能のうに加くわえ、お嬢じよう様さまたちにエンカウントするなり俺の後ろに隠かくれてもにょもにょとしてるから当然の成なり行ゆきではあるんだが。

　そのまま唯ゆい香かは少しお嬢様たちと話していて、

「それでは鹿ろく王おう院いんさん、私たちはこれで。ごきげんよう」

「ごきげんよう」

「失礼しますわ」

「うん、また明日ね。ごきげんよう」

　そう言い合ってお嬢様たちは去さって行った。

　最後まで日和は気付かれない＆俺の後ろでずっと殺人事じ件けんを目もく撃げきした家か政せい婦ふのようにちらちらと顔を半分隠したまま様よう子すを見ているばかりだった。

「あ、ごめんね。今の子たちは同じクラスのお友達で……。……あれ、日和ちゃん？」

「…………もじもじ（俺の後ろに隠れたまま）」

　……とりあえず前言は撤てつ回かいだな。

　この地じ味みっこの友達獲かく得とく者数新しん規き増加はまだまだ遠そうだ。

　あらゆる場面で効こう果か抜ばつ群ぐんなセピア色機き能のう及およびＡ・Ｊフィールドもさることながら、これは日和自じ身しんの意い識しきに根本的な改かい善ぜんが必ひつ要ようだろ。唯香に限ってうまくいったのは、相手がお嬢様としては規き格かく外がいにアットホームな雰ふん囲い気きだったってことも大きかったんだろうね。

　この子はどこか他のお嬢様とは違ちがうというか、不ふ思し議ぎな親しみやすさがあるし。

「？　どうかしましたか、おにいさん」

「あ、いや」

　下から見上げてきた唯香に首を振る。

　俺のその反はん応のうに唯香はちょこんと首をかたむけて、

「ふ～ん、なんかよく分かんないですけど……。あ、次に回るところはね、うちの一番の名物──『姫の桜ブロツサム』ですよ～」

　と、唯香が日和と俺の顔を見ながらそう言ってきた。

「……『姫の桜』……？」

「うん、とっても大きな桜さくらの木でね～、春になるとすっごくきれいな花を咲さかせるんだ～。学院の中ではご神しん木ぼくだって言われてて、〝満まん月げつの夜、満開の桜の下で好すきな人と二人きりでおまじないをするとそれは絶対に叶かなう〟ってウワサもあるんだよ～」

「へえ……」

　そんなリリカルなもんがあるのか。さすがは生きつ粋すいのお嬢様学校。

　そのまましばらく歩いていると、やがて視し界かいの先に巨きよ大だいなシルエットが飛び込んできた。

「ほら、見えてきましたよ。あれです」

「おお……」

「わ、わあ……」

　唯ゆい香かが指さした先。

　そこにあったのは……思わず見上げちまうほどのどでかい桜さくらの木だった。







　近くで見ると『姫の桜ブロツサム』は予想以上に見事なもんだった。

　空へと放ほう射しや状じように広がった立りつ派ぱな枝えだ、大人が三人がかりでも抱かかえきれなそうな太い幹みき、地面に爪つめを立てるようにして力強く生はえるボリュームたっぷりの根っこ。今はまだ時期が時期なため花や葉などは付いていないが……ナルホド、これが全部満開になったらそりゃあさぞかし壮そう観かんだろう。ご神しん木ぼくだのおまじないだのってのもうなずける話かもしれんな。

「……す、すごい、です……！　こ、こんなおっきいの、はじめて、見ました……」

　隣となりの日ひ和よりも感動したように息いきを漏もらしている。

　日和だけじゃなく、周まわりにいるクロワッサンお嬢じよう様さまに率ひきいられた他の見学者たちも皆みな一いち様ように同じような驚きよう嘆たんのため息を吐はいていた。このお嬢様予よ備び軍ぐんたちはある程てい度どこういった逸いつ品ぴん（？）は見み慣なれているはずなのに、それだけこの桜がすごいってことだよな。

「ふふ～、何と言ってもうちの名物ですから。よかったらおにいさんもまた日和ちゃんといっしょに春に見に来るといいですよ～。日和ちゃんとはぜひまた会いたいですし、辺あたり一面がピンク色に覆おおわれたあの光こう景けいは、ほんと～に壮そう観かんで一いつ見けんの価か値ちがありますから」

「ん、ああ、そうだな」

　とはいえそのためには日和がここに合格していることが第一条じよう件けんになるんだが。

　そうでなきゃ部外者な俺は一歩たりともこのお嬢様の園そのには入れんわけだし。となると果はたしてどうなることやら……

　そんなことを考えていると、

「……ん？」

　と、横の日和が何かを決意したかのように小さく「……う、うん……っ」と一人地じ味みにうなずいていた。

　滅めつ多たに見せない何か思い詰つめたような顔。

「？」

　そしてゆっくりと『姫の桜』に向かって歩いていくと、

　ザッザッザッ……

　根ね元もとのところにしゃがみ込んで、何やら棒ぼうのようなモノで穴あなを掘ほり出した。

　む、何をやり始めたんだ？　よく分からんが何かの儀ぎ式しき（マタンゴマジックとか）じゃあるまいな……？

「あー、何やってるんだ、日ひ和より？」

　気になって声をかけてみると穴あな掘ほりモードだった地じ味みっこは顔をこっちに向けて、

「あ……え、えと……」

「？」

「そ、その……」

　俺の言こと葉ばに少しだけ何かに迷まようような表情を見せる。

　だがすぐにうなずきながら真まっ直すぐに俺の目を見て、

「……そ、その……これを、埋うめようかと思って……」

「……！　それって！」

　いつも着けてる数珠じゆずじゃないのか？

　差し出してきたシメジ色の手て袋ぶくろの中にあったのは……日和がいつも肌はだ身み離はなさず着けていたお祖ば母あちゃんの嫁よめ入いり道具の数珠だった。

　こくり、と日和がうなずく。

「待まてって、何だってそんなこと……」

　する必ひつ要ようがあるんだ!?　やっぱりなんかの地味儀ぎ式しきか!?

　すると日和はふるふると首を振って、

「……わ、わたしの、決意、です……」

「決意……？」

「は、はい、です……。ぜ、絶対に、姫ひめ乃の宮みやに入るっていう、決意……」

　それは見たことがないほど真しん剣けんな表情だった。

　真しん摯しで直ひた向むきな、迫せまってくるような面おも持もち（地味だけど）。

　その今までにない雰ふん囲い気きに少しだけ驚おどろきを覚える俺の前で、日和はぐっと胸むねの前で両手を握にぎり締しめた。

「……わ、わたし、取りに、きます……」

「お？」

「……かならず、合格して……こ、ここの……姫乃宮の生徒になって、もう一度、ちゃんと取りに来ます。じ、自分の手で、お祖母ちゃんの数珠を取りに、戻ってきます……っ」

「日和……」

「だ、だから……じゅ、受験すること、お、おにーちゃんに、認みとめてもらいたい、です……。……ひ、姫乃宮を目指すこと……〝おとなのじょせい〟になること……できるなら、おにーちゃんにも、お、応おう援えんしてほしいです……っ」

　真まっ直すぐに俺の目を見ながら真剣な口く調ちようで訴うつたえかけてくる。

　その表情と言葉からは並々ならぬ決意が感じられた。

　だってあの日ひ和よりが──こんなに自じ己こ主しゆ張ちようしてるんだぜ。

　内うち気きで消しよう極きよく的てきで普段は人前では大声も出せない地じ味みっこが、こうやって今日会ったばかりの唯ゆい香かや周まわりには他のお嬢じよう様さまたちが見ている前で、自分の意思をこれ以上ないってくらいに明確に表明している。

　それも大切にしているお祖ば母あちゃんの数珠じゆずを質しち草ぐさ（？）に預あずけてまで。

　そこまでされたら──俺だって、認めないわけにはいかないだろ。

　だから。

「……分かったよ」

「え……？」

「日和がそこまで言うからには何か理由があるんだろ。ならそれを信じる。応おう援えんするから、やれるだけやってみればいい」

「あ……」

　その考え方や性質はどこまでも地味だけど、日和はいいかげんな思いつきだけでこんなことを言い出すやつじゃない。そりゃあ納なつ得とくがいかない部分も多々あるが、今はこの地味でセピアで引っ込み思じ案あんで、だけど一生懸けん命めいな妹いもうと分ぶんを信じるしかないだろ。

「ただしちゃんと滑すべり止めは受けるんだぞ。さすがに姫ひめ乃の宮みや一本だけなんて危ない橋は渡わたらせられないからな」

「お、おにーちゃん……。は、はいっ！　あ、ありがとうございます……わ、わたし……わたし……ぐすっ……」

　キノコ色のマフラーとセーターに顔を埋うずめてそう声を上げる日和。

　その決意に満ちた顔もやっぱり地味でセピア色だったことについては、この際さい突つっ込まないでおこう。

「あ～、え～と、なんか二人で盛もり上がってるところをに水を差すみたいでちょっと申もうし訳わけないんですけど～」

　と、そこで唯香が少しだけからかうような顔で手を上げてきた。

「……あ、い、いえ、そ、そんなことは……」

　日和が慌あわてたように顔を赤らめて手をぶんぶんと振る。

「あのさ、日和ちゃん、うち受けるんだよね？　だったらこれ──あげる」

「……え……？」

　そう言って差し出してきたのは……何やら冊さつ子しのようなもの。

「えっと、うちの試験対たい策さくマル秘ひガイドブックです。表おもて向むきはいちおう秘ひ密みつってことになってるんですけど、塾じゆく関係者とか受験業者とかの間では当たり前に知られているものだから……」

「……いいのか？」

　マル秘っていうからには部ぶ外がい秘ひなんじゃないのか？

「いいです。学院の生徒が任にん意いに渡わたすのは認められていますし、一部のお金を持ってる人たちだけが有ゆう利りになるのって、そういうのってなんかヤですし。それに私……日ひ和よりちゃんに合格して、同どう級きゆう生せいになってほしいですから♪」

　にっこりと笑いながらそう言ってきてくれる。

「……あ……」

　その言こと葉ばに日和は少しの間言葉を失っているようだった。

　だがすぐにはっと気付いたようにわたわたと顔を上げて、

「……あ、ありがとうございます、鹿ろく王おう院いんさん、わ、わたし……その……」

「は～い、ストップ」

「……え……？」

「〝鹿王院さん〟じゃだめだよ～。友達なんだから、ちゃんと唯ゆい香かって呼んでくれなきゃ♪」

　日和の目を見ていたずらっぽく笑う。

「う、うん……あ、ありがとう、です……。……ゆ、唯香、ちゃん……」

「うん、よろしい♪」

　満足げに唯香がうんうんとうなずいて、

　こうして俺たちの姫ひめ乃の宮みや初はつ体たい験けんは終わったのだった。







　　　４




　さてそんなこんなで姫乃宮から戻ってきたわけだが。

　俺はある決意をしていた。

　それは、

　──一度応おう援えんすると決めたからには、徹てつ底てい的てきに日和を応援する！

　あの地じ味みで消しよう極きよく的てきな日和が初めて自分からやりたいと言い出したこと。

　初めてできた〝友達〟と約やく束そくしたことだ。

　だったらやれる限りのことはやってやりたいと思う。それが人にん情じようってもんだろ。

　そうとくればひとまずは情じよう報ほう収しゆう集しゆうからだ！

　何と言っても相手は未み知ち数すうのお嬢じよう様さま学校ときてる。敵てきを知り己おのれを知れば百ひやく戦せんしても危うからず。幸さいわいというか手て元もとには鹿王院唯香からもらってきたマル秘ひパンフレットとやらがある。これを熟じゆく読どくすれば日和の助けになれることは間ま違ちがいない。

　──と、意い気き込ごんだところまではよかったんだよ。

　その十五分後。

「…………」

　手に持ったマル秘ひパンフレットに視し線せんを落とし、俺は完全に沈ちん黙もくしていた。

　二十ページほどの小しよう冊さつ子し。

　そこに書かれていた具ぐ体たい的てきな試験内容。

　それは──

「……どうすんだ、これ……」

　その一ひと言ことだった。

　以下そこに書かれていた内容である。
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　試験日：二月十四日





　試験科目：筆ひつ記き試験と実じつ技ぎ試験の二つに分かれる。さらに実技試験は以下の三つがテーマとして課かされる。









　試験①

　音楽による自じ己こ表現。

　制限時間内に、どんなものでもよいので楽器を使って自みずからの感情、意思を表現する。

　なおピアノ、ヴァイオリン等の弦げん楽がつ器きに限っては、こちらが用意したものを使用する（スタンウェイ、ストラリバディウス）。その他は持ち込み可か。

　制限時間は十五分。伴ばん奏そう者しやの同どう伴はんは自由。

　会場は当校の第一奏そう楽がく堂しつ。







　試験②

　礼れい儀ぎ作さ法ほう、教きよう養よう、マナーの基本考こう査さ。

　学院主しゆ催さいのディナーパーティー。

　時間は十五時～十七時の二時間。

　会場は当校第二迎げい賓ひんホール。







　試験③

　人間性及および当学院の理念である〝現代の姫ひめ〟としての素そ質しつの総合考こう査さ。

　当校理事長との謁えつ見けん。制限時間内に自じ己こアピール。

　事前に全身とバストアップの写真付きの当校指定書類を提出。

　制限時間は十分間。

　会場は当校『天てん空くうの間ま』。







　※なお全すべての試験には保ほ護ご者しや一名のみの付つき添そいが許ゆるされる。
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　──とのことである。

　まずだいたいとして楽がつ器きが演えん奏そうできることが大だい前ぜん提ていになってやがる。

　いやそりゃあ本来姫ひめ乃の宮みやを志し望ぼうするお嬢じよう様さまの卵たまごたちならそれくらいは嗜たしなみとしてできてしかるべきなんだろうが、あいにくうちの地じ味みっこにそんなハイソな嗜みがあるとも思えない。せいぜいできて鍵けん盤ばんハーモニカとかたて笛ぶえとかがいいところだろう、きっと。

　さらにはディナーパーティー。

　およそ一いつ般ぱん人じんには縁えんのないセレブの極きわみみたいな単たん語ご。

　当然のごとく日ひ和よりにそんなもんの参加経けい験けんはないに違ちがいない。つーかディナーと名の付くもんなんて、ファミレスのディナーセットくらいしか思い付かんし。

　そして……謁見とやら。

　言こと葉ばこそ仰ぎよう々ぎようしいがおそらくは面めん接せつと同内容と思われる最終試験。加くわえて〝現代の姫〟としての素質考査なんておまけ付きだ。おそらくは人見知りで内うち気きで消しよう極きよく的てきな日和の最もつとも苦にが手てとするジャンルだろう。

「…………」

　これは……どうしたもんか……

　どれから手を着けるべきなのかどういう風ふうに手を着けるべきなのか、そもそも手を着けようとしても俺なんかにどうにかなるもんなのか……すでにそこからして怪あやしいだろ、これは。

　敬けい老ろう会かい（平へい均きん年ねん齢れい七十五歳さい）の山登りサークルがチョモランマに挑ちよう戦せんするかのようなあまりの頂ちよう上じようの高さっぷりに愕がく然ぜんとしていると、

　その時だった。

「……ふん、これだから特に萌もえもしないただのヘタレ野や郎ろうはイヤね。すぐにヘタレなこと言って」

「ぴよちゃんがせっかくやる気になっているんですから～。その夢ゆめは何とか叶かなえてあげませんと～」

「夢を追いかける婦ふ女じよ子しの姿すがたは美うつくしいものだ。永えい遠えんにフレームに残しておきたいほどに」

「え……？」

　ふいにどこからか聞こえてきたそんな声。

　そして次の瞬しゆん間かん、発はつ泡ぽうスチロールくらいに薄うすく立て付けの悪いドアがドガシャンッ！　と勢いきおいよく開かれて（そしてその拍ひよう子しに蝶ちよう番ばんが三つほど吹ふっ飛んで）、

「……話は聞かせてもらったわ。だったらピヨのために、私たちが協力してあげようじゃない。ありがたく思いなさい、このタマナシ野や郎ろう」

「ぴよちゃんのためですもの～。音ね色いろさん、がんばっちゃいますよ～」

「私の魂たましいの全すべてを懸かけて尽じん力りよくしよう」

　ぶらんぶらんと頼たよりなくぶら下がるドアの向こう。

　チカチカと頼りなく光る裸はだか電でん球きゆうをバックにして浮かび上がるシルエット。

「お……」

　そこから現れたのは──不ふ敵てきな笑えみを浮かべたダメ人間三人組だった。







　そしてこれが。

　いずれ姫ひめ乃の宮みやにおいて『お嬢様の中のお嬢様トウルー・イノセンス』、『黄昏色の姫君プリンセス・セピア』、『姫乃宮の最終兵器ラスト・トウインクル』などと呼ばれることになる小こ春はる原ばら日ひ和よりの、お嬢じよう様さまへの道の最初の第一歩だったんだよ。
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　ドアの向こうから現れたダメ人間どもはなんかやたらと自信たっぷりだった。

　桃もも子こを真ん中にして向かって右側に音ね色いろさん、左側に厳いつく島しまのおっさん。

　普段のやれ「お腹なかすいたご飯はん作って～」だの「済すまぬ、私のももひきが見当たらぬのだがどこに行ったか知らぬか？」だの「……ちっ、まだ風ふ呂ろ掃そう除じが終わってないの？　グズな豚ぶた野や郎ろうね。死ねばいいのに」だののダメ人間な様よう子すはどこにやら、妙みようなやる気に目をキラキラと輝かがやかせてツヤツヤとした顔で俺の方をじーっと見てきている。桃子に至いたっては召めし使つかいや下げ僕ぼくを見る女王様みたいな目で偉えらそうに睥へい睨げいしていて……や、こいつに限ってはこの上なくいつも通りかもしれんが。

「な、お前ら、何を……」

　俺の言こと葉ばに、

「だから言ったでしょう。目の前で養よう豚とん場じようの豚みたいに這はいつくばっているみじめなヘタレ野郎がだらしないから、私たちがピヨのことをお嬢じよう様さまにしてあげるって言ってるのよ」

「ぴよちゃんがやりたいって望んでるんですから、私たちもできるかぎりのお手て伝つだいはしてあげたいですよ～」

「日和殿どののためならば何も惜おしむことなどない」

　揃そろってそんなことを言いやがる。

「日和をお嬢様にする……？　って、桃子たちが……？　え？　何を言って──や、待まて！　とりあえずその前にこのドアを何とかしろ！」

　と、そこでようやく廃はい材ざいみたいになったドアに考えが向くに至いたった。

　いやあまりに唐とう突とつなダメ人間どもの出現＆発言で、そっちは思考の範はん疇ちゆう外がいにすっ飛んでたんだよ。

「……ふん、アレも小さければ器うつわも小さい男ね。今はそんなことどうでもいいでしょう。気になるようならガムテープでも貼はっておけばいいじゃない」

　間ま違ちがいなくドアを蹴けり飛ばした主しゆ犯はんだろうと思われる性しよう悪わるニート（ていうか足形が思いっきりこいつのだし！）が面めん倒どうくさそうにそんな台詞せりふを吐はきやがる。

「お前が言うな！」

「……うるさいわね。だったら弁べん償しようしてやるわよ。これで文もん句くないでしょう」

　犬いぬにエサでもやるみたいにチャランと投げ出されたのは五円硬こう貨か。

「だからたった五円で何をしろと！」

「……言ったでしょう。私が触さわった五円玉の価か値ちは一千倍に──」

「ならねぇよ！」

　つーかそれでも五千円だがな！

　ったく、どこまで行っても人の話を聞かないアホなビッチだな！　話してるとどんどん血けつ圧あつが上がってくる……！

　まあこんな実みどころか皮かわも種たねもないやり取りをしててもしょうがない。修しゆう理り代だいはこいつらの食しよく費ひから少しずつ抜いておくことで補ほ塡てんするとして、

「──で、日ひ和よりをお前らでお嬢じよう様さまにするってのはどういうことなんだ？」

　問題はそこだ。

　なんかそんな世よ迷まい言ごとというかほとんど妄もう言げんレベルの発言が聞こえたような気がしてならないんだが……

「……言こと葉ばの通りよ。ピヨが姫ひめ乃の宮みや女学院に入るのを私たちが手て伝つだってあげるって言ってるの。とうとう日本語も理解できなくなった？　この言語も理解できない北京ペキン原げん人じん野や郎ろう」

「……」

　いや日本語くらいは分かるっつーか、十分に分かった上で訊きいてるんだろうが。一体この自分たちのことすら満足にできないどうしようもないダメ人間どもが何を考えて人の手助け（それもお嬢様になるための）をしようだなんてのたまってるんだって話である。

　だが。

「え～、だって試験内容って、音楽を使った実じつ技ぎが入ってるんでしょ～？　それだったら音ね色いろさんが専せん門もん分ぶん野やじゃな～い」

「ディナーパーティーとかって言ってたわね。まあ、洋ようの東とう西ざいはあるけど作さ法ほうなんかは基本は同じよ。私に任まかせておけばいいわ」

「書類選せん考こうや願がん書しよに使う写真ならば私に委ゆだねてもらおう。最高の一枚を献けん呈ていすることを約やく束そくする」

　返ってきたのはそんな答え。

「…………」

　とりあえず何を言ってんだこいつらはって感じだった。

　いやそりゃあ音色さんに限ってはいちおう音おん大だい志し望ぼう生せいだからまあ根こん拠きよがゼロってわけじゃあないが、それにしたって五浪ろう中ちゆうのベテラン浪人生だろ？　他の二人に至いたってはただ口と性格が悪いだけのニートとカメラ好すきの無む職しよく。そんなダメ人間どもが何を錯さく乱らんして人の手助けなんかを買って出てるんだって突つっ込む俺の理り屈くつはおかしくないはずだ。

　──おかしくない、はずだったんだよ。

　だがその先の展てん開かいで、俺は驚きよう愕がくの事実を知ることとなる。
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　目の前に広がっていたのは信じられない光こう景けいだった。

　ほとんどエリマキトカゲが百メートルを十秒びよう台だいで走ってさらにそのままドロップキックをきめるくらいにショッキングなシーン。

「ふんふんふ～ん♪」

「…………」

　鼻はな歌うたを歌いながら楽しげに身体からだを揺らす音ね色いろさん。

　その手は鍵盤の上で舞い踊るかのような華麗な動きを見せていて、そしてワンルーム仕し様ようの部へ屋やの中にかなりムリヤリに置かれたグランドピアノから流れてくる旋せん律りつは、音楽についてほぼ知ち識しきゼロの俺にも分かるくらいの見事なものだった。

「…………」

「……わあ……」

　隣となりに立つ日ひ和より（騒さわぎを聞きつけてやって来た）も目をぱちぱちとさせながら感かん嘆たんの声を上げている。

　それはまるで雪ゆき山やまで死にかけて走そう馬ま燈とうで幻げん覚かくでも見てるみたいな気分っつーか……

　だってあの音色さんだよ？

　あの生活能力ゼロで電でん子しレンジ一つまともに扱あつかえないダメ人間①が……まるでプロのピアニストみたいに鮮あざやかにピアノを弾ひきこなしてるんだよ？

　そりゃあ現実じゃない何か白はく昼ちゆう夢むだとかの幻げん覚かくを見てるのかって思いたくなるもんだろ。

　やがて一曲きよくを弾き終わり、

「どうどう～？　すごいでしょ～。音色さんが本気を出せばこんなものってゆうか～。見直した～？」

　いつもと変わらぬダメ人間の笑え顔がおでそう言ってきた。

　うーむ、これは何かのドッキリとかやらせとかじゃないんだよな？

　思わずそう疑うたがいたくなるありえない珍ちんシチュエーションだ。

　しかも驚くのはそれだけじゃなかった。

　にへら、と得意げに笑うダメ人間①の部屋。

　その中には……至いたるところに楽器が置かれていた。

　まず部屋の中ちゆう央おうにはその面積の九割わりを占しめる今弾いていた黒光りするどでかいピアノ。その周まわりの壁かべには一いち面めんにヴァイオリンやらギターやらが所ところ狭せましと飾かざられている。僅わずかにスペースが空あいた部屋の隅すみにはドラムセットが置かれていて、その周りにはまるでホウキやクイックルワイパーを扱あつかうみたいにフルートやサックス、アルトリコーダーなどが適てき当とうに立てかけられたりしていて──

　それはほとんど楽がつ器き屋やとかスタジオとかのレベル。

　しかもそのほぼ全すべてを……この生活能力皆かい無むの五浪ろう生せいは弾ひきこなせるという。

「えへへ～。昔むかしから楽器を弾くのは大だい好すきなの～。ほら、スタンウェイのピアノとか黒光りしててかわいいし～、レスポールのギターもこの丸みがある形が愛あいらしいし～。それにこれでも音ね色いろさん、色んなコンクールで賞しようとか取ったこともあるのよ～。見直した～？」

　とのことらしかった。

　まあその無む節せつ操そう極きわまりない楽器の置かれ方には相変わらずダメ人間臭しゆうが漂ただよっているのはともかくとして、それは純じゆん粋すいにかなりすごいことなんじゃないのか？　信じられん……

「……ね、音色さん……す、すごい、です……かっこいい、です……」

　横では日ひ和よりも両手を胸むねの前で合わせて感かん激げきしている。

「うふふ～、そうかしら～？　うん、でもそうかも～。もっと言って言って～。音色さんすごい、音色さんせくし～って～♪」

　でれでれとした笑えみを浮かべながらくねくねと嬉うれしそうに身体からだをくねらせる音色さん。不ぶ気き味みだ……

　思わず心の中でそうつぶやく俺の前で、

「あ、それで、どうどうぴよちゃ～ん、何か気になる楽器とかってあったりする～？」

「え……？」

「この中でぴよちゃんの感かん性せいにきゅぴ～んって訴うつたえかけてきたのとかってあるかしら～？　もしあったならきっと音色さんが力になれると思うの～♪」

　指をぴっと立てながら言ってきた。

「あ、は、はい……」

　その言葉に日和は目をぱちぱちとさせながら地じ味みにあせあせと周まわりを見み渡わたす。

　だがすぐにある一点で目を留とめると、「えと……こ、これが……」

「お」

「あら～、面おも白しろいの選んだわね～」

　おずおずと手を上げながら日和が選んだのは……テルミンだった。

　テルミンってのはアレだ、なんか四角い箱はこみたいな本体部分に二本のアンテナが立ったある意味希き少しようでマイナーな楽器。ネコでも演えん奏そうできるってウワサの。またキャラに違ちがわず地味なの選んだなー……

「うん、でもいい選せん択たくかも～。テルミンは演奏者の個性が出やすいから、センスがあれば割わりと短期間でモノになるものなの～」

「そ、そうなんですか……？」

「そうよ～、でもうまく弾ひかないと出る音はホラーとか怪かい奇き現げん象しようみたいな不ぶ気き味みな音ばっかりなんだけどね～。それもまた味があって音ね色いろさんは好すきだけど～♪」

　……それはホントに長ちよう所しよなのか？

　まあそれはひとまずともかくとして。

　実じつ際さい問題としてこの音色さんの能のう力りよくはサプライズだった。

　個人でこれだけ楽がつ器きに精せい通つうしてる人なら、日ひ和よりに教えるくらい簡かん単たんだろう。カンフーマスターが弟で子しの小こ坊ぼう主ずに正せい拳けん突つきを教えるみたいなもんだ。

　だけど一個だけ引っかかるところがあるんだよな。

　それは、

「でも、だったら何で……」

　今まで五回も受験に失敗してるんだこの人。

　単たんなる楽器マニアじゃなくてその腕うで前まえもコンクールで賞しようを取るくらいだし、音おん大だいの一つや二つくらい余よ裕ゆうで合格できるんじゃないのか。何かよんどころのない事情があるとかなのか？

　するとそこで音色さんはがくりと首を落として、

「だってだって～、まともに試験が受けられたことがないんだもの～」

「は？」

「前の日についつい深しん夜や映えい画がを観みちゃって朝起きられなかったり、必ひつ勝しようを願ねがって食べた夕ゆう飯はんのトンカツにあたってお布ふ団とんから動けなかったり、間ま違ちがえて日本地図を持っていったら迷まい子ごになって試験会場に辿たどり着けなかったりで、唯ゆい一いつ受けられたのが予よ備び校こうの入学試験だけなの～……しくしく……」

　……いやそれでいいのか？

　それはもうダメ人間の極きよく致ちも極致、ある意味三さん歳さい児じレベル──いや最近のお子様は案あん外がいしっかりしてるからほとんど乳にゆう児じレベルだろ……

　まあこれ以上ないってくらいこの人らしいっちゃあらしい理由なんだが……







　しかも驚きよう愕がくの事実はそれだけじゃなかった。

「……次は私の番かしら。ふん、ここらでヘタレな豚ぶた野や郎ろうにご主人様のすごさを叩たたき込んで上下関係ってものを教えてあげないとね。来なさい」

　そんな上からなことこの上ないビッチな台詞せりふとともに呼ばれて行ったダメ人間③桃もも子この部へ屋や。

　そこで見せられたのは──

「これって……」

「わ、わあ、きれい、です……」

　その身みを鮮あざやかな色の着物で包み──厳おごそかに正せい座ざをする桃子の姿すがただった。

　手て元もとに置かれているのは、一対のハケと茶ちや碗わん。

　流れるような華か麗れいな動きでそれらに何やら緑色の粉こなを加くわえて、シャカシャカと慣なれた手付きでかき混まぜていく。

　これは……茶さ道どう、か？

　詳くわしくは知らんのだが、確たしか前にテレビで見たのがこんなんだったような気がする。

　侘わびと寂さびの極きわみにある日本の伝でん統とう芸げい能のうの一つ。

　しかしその一連の優ゆう雅がな動どう作さとこの性しよう悪わるニートの組み合わせってのがこれまた致ち命めい的てきに合わんな。まさに凶きよう暴ぼうなイリオモテヤマネコ（肉食）が小こ判ばんを使ってツメ研とぎをしてるってとこだ。いやサマにはなってるんだがさ。

　やがてひと通りの手て順じゆんを終えたのか、

「……ほら、飲みなさいよ」

　床ゆかをすべらせるような滑なめらかな手つきで茶碗を突つき出してきた。

　そこにあったのは泡あわ立だつ底なし沼ぬまのような緑色の液えき体たい。

「これは……」

「……見れば分かるでしょう、抹まつ茶ちやよ」

「抹茶……？」

　お前から出されたもんだとトリカブトの煮に汁じるとかに見えるんだが。

「そうよ。それもちゃんと正式な作さ法ほうで点たててやったんだから、感かん謝しやして地面に頭をこすりつけなさい」

「正式な作法？」

「そうよ。うちの実じつ家かは昔むかしから続く茶道の家いえ元もとなの。だからこれくらいは朝あさ飯めし前まえのお茶ちや漬づけ前ってやつね」

「え……」

「──ああ、茶道だけじゃなくて、華か道どう、日に本ほん舞ぶ踊よう、陶とう芸げい、料りよう亭ていなんかもやってたわね。何でもアリの無む節せつ操そうな総そう合ごう芸げい術じゆつ家かを気取ってる感じで。ちなみに今挙あげたやつだったら私、全部師し範はん代だいクラスの資し格かくを取らされてるから」

　……マジですか？

　そのくせ普ふ段だんのこいつからは礼れい儀ぎだとか品ひん位いだとかそういったもんは片へん鱗りんすらも感じられんのだが。というかそれが本当だとしたら、そもそも何だってそんな由ゆい緒しよ正しい（？）家の娘むすめが、こんなボロアパートで貧びん乏ぼう生活をしてやがるんだよ？

　と、桃もも子こが吐はき捨すてるように、

「ふん、あのバカオヤジ……人がちょっとハケと茶碗でカップリングしたくらいで破は門もんにして……っ！　別に減へるもんでもないんだしいいじゃない。どうせ突き刺さしてかき混ぜて泡立たせるものなんだから」

「カップリング……？」

　いやその言こと葉ばの意味は分からんのだが、こいつのキャラからしてなんかロクな予感がしてこないよ？

　するとその予想をこれっぽっちも裏うら切ぎらずに、

「自分の好すきな同どう性せいの組み合わせをカップルにすることよ。簡かん単たんに言えばハケと茶ちや碗わんをそれぞれ擬ぎ人じん化か（♂）して絡ませるの。もちろんハケが攻せめで茶碗が受けでって感じね。私の脳のう内ないイメージとしてはハケは留りゆう学がくで日本を訪おとずれたアメリカ人の青年で、茶碗は少し病びよう弱じやくな感じの儚はかなげな着き物もの姿すがたの中年ってところかしら。ああ、もちろんメガネはデフォよ」

　しれっとそんなことを言いやがった。

　いやそりゃあお父さん怒おこるよ！

　ヘタすりゃあ憤ふん死しものの大だい激げき怒どだよ！

　つーか聞かなきゃよかった。日本の伝でん統とう文化で何をやってんだ、こいつは。

「でも知り合いにはまったく反対の見解のコもいるのよね。茶碗がリバしてハケをヤンチャ攻めするのがキテるって。私はいまいちそれには賛さん同どうしかねるんだけれど。……あんたはどう思う？」

　そんなの知るか！

　そもそもお前が話してるのが何語なのかすらすでに俺には分からねぇよ！

　ていうかこいつ……そういう趣しゆ味みだったんだな。

　道どう理りで部へ屋やのあちこちに飾かざってあるポスターやらブロマイドやらにやたらと肌色が多いわけだ。

　部屋に入るなり問もん答どう無む用ようで茶ちやを点たて始めたからとりあえず見なかったことにしておいたんだが、その全すべてが……男（♂）同士が全ぜん裸らやら半はん裸らやらで睦むつみ合っている代しろ物ものなんだよ。

　しかもなんかガン●ムに出て来たパイロットたちが全裸で熱く見つめ合ったりだとか、ア■フォンスと書かれた鎧よろいみたいなのがエド●ード書かれた金きん髪ぱつ三つ編あみの少年と抱き合ってたり、ル▲ーシュと書かれた左目が紅あかい学生服の青年がス■クと書かれた同じ学生服の青年と絡からみ合ってるなんて当たり前。中には頭が交こう換かん可か能のうなアンパンでできた子供たちのヒーローが宿しゆく敵てきのバイ菌きんの化け身しんと乳ちち繰くりあってるもんまでありやがる。

　確たしかにすげぇな、これ……

　あくまで変へん態たい的てきな意味でだが。

　ある意味での壮そう絶ぜつな地じ獄ごく絵え図ずではある。

　ちなみにそれらのホ●どもの濃のう密みつな睦み合いについて、日ひ和よりさんはさっきからずっと目のやり場に相そう当とう困こまっているみたいで、指回し運動（リバース）をしながら地じ味みに居い心ごこ地ちが悪そうにもにょもにょしていた。そりゃあそうかっていうか、そもそもの問題としてこんなＰＴＡに指し導どうを食らいそうな人じん外がい魔ま境きように日和を連れ込むなよ……

　もはや突つっ込みどころが多すぎて何も言えずに黙だまっていると、

「……ちっ、使えないわね。まあそれはいいわ。とにかくそういうことよ。ディナーパーティーだか何だか知らないけど、作さ法ほうやマナーのことなら全すべて私に任まかせておきなさい。どこに出しても恥はずかしくないようにみっちり仕込んであげるわ」

　ハケ（アメリカ人留りゆう学がく生せい）をびっ！　とこっちに突きつけながらそんなこと言う桃もも子こ。

「てことで、どう、ピヨもちょっとやってみる？　ハケで激はげしくかき回してねぶるようにして茶ちや碗わんを責せめあげるの、楽しいわよ？」

「え、あ、え、えと……（真まっ赤か）」

　いや日ひ和よりにヘンなことをお勧すすめするな！

　てかいくらポーズを決めても、背はい後ごにあるのが半はん裸らの♂どもがどっちが上でどっちが下かも分からんくらいに肌はだ色いろに絡からみ合ってるポスターな以上、どうにも締しまらないっての。







　そして最後にダメ人間②の厳いつく島しまのおっさん。

　このおっさんもおっさんで……想そう定てい外がいのクオリティの持ち主ぬしだった。

　四十五歳さいの男やもめの部へ屋やにあったもの。

　それは──

「……これ全部、カメラか……？」

　部屋中を覆おおい尽つくさんばかりのカメラと写真の数々だった。

　普通の手のひらサイズのものからまるで機き関かん銃じゆうのようなどでかいもの、なんか知らんがやたらと古そうな骨こつ董とう品ひんみたいなカメラ（KINO44とか書いてある）まである。全すべてガラスケースのようなもの（防ぼう湿しつ庫こというらしい）に大事そうに仕し舞まわれているが、ざっと見み積つもっても百台以上はあるか？　いやこんなに大量に集めて何をしようってんだよ。一日一台使うとしたって三ヶ月以上余よ裕ゆうで取っ替え引っ替えだぞ。

「写真というものはその人間の人生を映うつし出すものだ」

　と、おっさんが語り始めた。

「そしてその人生を映し出すための手段は、得えてして多くのものを要ようする。一つの手段に縛しばられていては真しん実じつを捉とらえることなど到とう底ていできやしない。ゆえに私はそのための手段を広げることをためらわないのだ」

「……」

　何やら珍めずらしく突っ込みどころのないイイコトを言ってるな。

　そういえば部屋のあちこちに貼はられている写真も、素人しろうと目めに見てもどこか惹ひき付けられる不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きを持ったもんばかりだ。それだけじゃなくて部屋の隅すみには何やら暗あん室しつみたいなスペースも……ん、あそこの額がく縁ぶちに入ってるのって、まさかとは思うが小こ●純じゆん一いち郎ろう元もと総そう理り大だい臣じんの写真か!?　や、もしかしてこのおっさん、ただのカメラ好ずきじゃなくて元もと凄すご腕うでのカメラマンか何かなのか……？

　俺の疑問に、

「いかにも。一昨年おととしまでのおよそ二十年間、写真撮さつ影えいを生業なりわいとして生きてきた。私にとって写真は命いのちであり全すべてで、これでも何度か個こ展てんを開いたり写真集なども出しゆつ版ぱんした身みだ」

　このおっさんもそうなのか。

　他のダメ人間二人と同じように過か去この栄えい光こうは輝かがやかしいものらしい。

　だけどそこで出て来るのはやっぱり同じような疑問なんだよあ。

　それは、

「何だってカメラマンとして働はたらかないんですか？　そこまで写真にかけてるなら……」

　そうすれば自じ営えい業ぎようではあっても無む職しよくではないってのに。

　するとおっさんはグッと渋しぶい顔をして、

「無む論ろん、私だってそうしたいと考えてはおる。だが今の世よの中は何もかもデジタルであって……ゴニョゴニョ……」

「……？」

「写真は魂たましいだ。そしてその魂は熱き精神の集合体であり、今のデジタルカメラなどという薄うすっぺらい媒ばい体たいではけして捕ほ捉そくすることはできない。フィルムに直接映えい像ぞうを焼き付けてこそ魂は真実として具ぐ現げん化かする。それこそが写真の在あるべき姿すがたなのであり……モニョモニョ……」

「……」

「か、勘かん違ちがいしてもらっては困こまる。私とて使おうと思えばデジタルカメラとやらを使いこなすことなど容よう易いな業わざだ。た、ただ全すべては魂と真しん実じつの追つい究きゆうのため、デジタルなどという外げ道どうで温あたたかみの感じられないただの機械の塊かたまりなどは使わんだけなのだ。なのに雇やとい主ぬしどもはそれが分からずに……」

「…………」

　まあ色々と言っているけど、要ようするに昨さつ今こんのデジタル化についていけずに無職化したってことらしかった。確たしかに応用力はなさそうだしなあ、この人。

「だ、だがしかし、真しんに魂を刻きざみ込むべきフィルムを用いる仕事ならば任まかせてもらおうではないか！　我わが写真家人生の全すべてをかけて、日ひ和より殿どのの写真を熱き魂で彩いろどってみせよう。さあ、チーズだ、日和殿」

「え？　あ、は、はい、です。ち、ちーず……」

　慌あわてたようにポーズを取った日和。

　それを見た途と端たんにおっさん、ガラリと表情を変えて、

「お、よしよーし、いいよいいよー！　いい顔だー！　その笑え顔がおがおじちゃんは欲ほしかったんだー！」

　パシャパシャ！

　そんな軽やかな声をかけながら日ひ和よりに向かってシャッターを切りまくり始める。

　しかもかつて一度も見たことがないようなすげぇ楽しそうな笑え顔がおで。

「……」

　いやなんかキャラが変わってないか？

「あ、そこでもう少し前まえ屈かがみになってくれるかなー？　目線だけはこっちにくれる感じでー」

「あ、え、えと……」

「ほらほらー、前屈み具ぐ合あいが甘あまいぞー。もっと思い切って大だい胆たんな前屈みっぷりを見せてくれないとおじちゃん、悲しくなっちゃうなー！」

「え、あ……い、いや……（変へん質しつ者しやを見るみたいな目）」

　パシャパシャパシャパシャ！

　や、だから武ぶ士し（少なくとも口く調ちようだけは）だったおっさんはどこに行ったの!?　切せつ腹ぷくでもしたの!?

「え～と～、さすがにこれはちょっとないですよね～……」

「うわ、キモ……」

　隣となりでは音ね色いろさんと桃もも子こもストリーキングでも見るみたいな目でそんなことを言い合っている。

　むう、なんかいまいちこのおっさんのキャラが不安定なところに若じやつ干かん不安を覚えるとはいえ……腕うではそれなりにいいようだし見たところ白黒のアナログ写真が多いようだし、日和の有する対プリクラや写真のセピア色機き能のうを考えると有ゆう用ようなの、か……？

　などと考えていると、

「うんうん、いい感じいい感じー。じゃあ今度はそのままの体たい勢せいをキープしつつもう少しだけ足を上げてみよっか──のわっ!?」

「あ、い、厳いつく島しま、さん……っ」

　ガシャン！

　見てみれば撮さつ影えいに夢む中ちゆうで周まわりが見えなくなってたのか、厳島のおっさんがカメラを構えたまま窓まどに頭から突つっ込んでそのままキリモミ状に庭へと落下していく姿すがたがあった。

「……」

　まあ下はちょうど植え込みのところだから大だい丈じよう夫ぶだろ。

　あのおっさん、かなり頑がん丈じようでもあるし。

　しかしあんな状じよう態たいになってまでカメラだけは庇かばってたみたいだが、そういうところだけはさすがだね。

　ちなみに後日この時に撮とられた写真を現げん像ぞうしてみたところ……そのデキはかなり素晴らしかったことも追つい記きしておく。







「……どう、これで少しはあんたのレンコンみたいな脳のう味み噌そでも理解できたかしら？」

　偉えらそうに腕うでを組みながら桃もも子こが勝ち誇ほこったかのようにそう言った。

「見ての通り、私たちはピヨの力になってあげられるわ。それも圧あつ倒とう的てきにね」

「それは私自じ身しんは、その、受験に五回も失敗しているだめだめな人間ですけど～、でもぴよちゃんの力になりたいんです～」

「日ひ和より殿どののために、私の持てる力の全すべてを使ってでも、デジタルなどでは得られない魂たましいが籠こもった最高の一枚を仕上げてみせよう」

　口を揃そろえてそう言う三人。

　確かにこのダメ人間どもの隠かくされていた（？）能のう力りよくは驚おどろきだった。

　まさか箸はしにも棒ぼうにもかからずに薪まきくらいにしかならない木の枝えだだと思っていた浪ろう人にん生せいとニートと無む職しよくが、そんな意外すぎるスキルと過か去この輝かがやかしい経けい歴れきを持っていたとは。雑ざつ種しゆかと思って拾ってきた犬いぬが実は血けつ統とう書しよ付つきの名めい犬けん……ではなく、そもそも小こ柄がらな仔こ熊ぐまだったことが判明したってくらいのインパクトはある。

「……み、みなさん、すごい、です……」

　そしてそんな元もと勝ち組（？）現げんダメ人間どもを、日和も地じ味みに目をきらきらとセピア色に輝かせて見つめていた。

「……」

　……そうだな。

　確かにこれは相そう当とうの助けになる。

　天は二に物ぶつを与あたえずというか、この三人に限っては最低限の人間としての一物の方を与えてくれなかったみたいだが、そこを突つっ込んでもこの際さいしょうがないだろう。突っ込んでどうなるもんでもないし。

　──とにかく、これでようやく少しは光こう明みようが見えてきたかもしれん。

　意外すぎるダメ人間の隠れ能力（×三）。

　マル秘ひパンフレットを確かく認にんして内容と照てらし合わせてみるに、『音楽による自じ己こ表現』とやらと『ディナーパーティー』、それに願がん書しよやら書類やらで使う写真への対たい策さくは何とかなりそうだ。安心するのはまだまだ早そう計けいだが、少なくともこれまでのどんづまりな状じよう態たいからは半歩分くらいは前進したと言っていいだろう。

　となると残りは一つ。

　この地味っこにとって性質上最もつとも鬼き門もんだろうと思われる最終試験、『謁えつ見けん』をどうするかだが──

「え、それはゆ～くんが指し導どうすればいいんじゃないの～？」

　と、音ね色いろさんがそんなことを言ってきた。

「謁えつ見けんだとか面めん接せつだとか、そういう難むずかしいことは専せん門もん外がいだから私たちにはできることってないし～。それにぴよちゃんは何だかんだ言ってもゆ～くんに一番懐なついてるんだから、そうするのがいいと思うわ～」

「……そうね。こんなうだつの上がらない豚ぶた野や郎ろうの何がいいのか私にはミジンコの欠片かけらたりとて分からないけれど」

「私も晴はれ崎さき殿どのに任まかせるべきだと思う」

　桃もも子こと厳いつく島しまのおっさんまでもがそう付つけ加くわえてくる。

　や、確かに対人関係についてはこの三人は、それぞれ違ちがった意味で問題があるからなあ。

　隣となりでは日ひ和よりも、

「……わ、わたしも……え、えと、お、おにーちゃんに、〝おとなのじょせい〟が何たるかを、ちょくせつ、お、教えて、もらいたいです……」

　また微び妙みように物ぶつ議ぎを醸かもし出しそうな発言でこっちを見上げてくるし。

　とはいえ確かに俺が日和のために何かできるとすればそこしかないだろう。だとしたらできるもんなら助けになってはやりたい。とことん応おう援えんするって決めたわけだしな。

　だから、

「……分かった。やらせてもらうな」

　俺は日和の目を真まっ直すぐに見返しながらそう答えた。

　それは俺の本ほん望もうでもあることだ。

「……あ……」

「任せとけ。そこまで頼たよりにはならんかもしれんけど、やれる限りのことはやって、きっと日和を姫ひめ乃の宮みやに合格させてやる」

「……お、おにーちゃん……」

　日和が感かん極きわまったように目を地じ味みにうるうるとさせる。

「さすがゆ～く～ん、そうこなくっちゃ～♪　何てったってぴよちゃんは私たちの希望の星ほしだものね～。この『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』からお嬢じよう様さまを輩はい出しゆつできたら鼻はなが高いわ～」

「こっちのことは私たちに任せればいいわ。どうせあんたはそういった方面以外では役立たずだし。四ヶ月かけてピヨを驚おどろくくらいのマナーの達たつ人じんにしてあげるから、あんたはあんたで死ぬ気でその謁見とやらの対たい策さくをなさい。……できなかったら、分かってるわよね？」

「我われらの星を、必かならず姫乃宮のお嬢様としてフレームインさせることを約やく束そくしよう」

　三人揃そろってそう言ってくる。

　それらは言い回しこそやたらと大おお仰ぎようだが、その気持ちは俺も同じだった。

　日和がその望み通りに姫乃宮に入ることができたなら、嬉うれしいに決まってる。

「わ～、何だか楽しくなってきたわ～。なんかサークルとか互ご助じよ会かいみたい～。じゃあじゃあ、せっかくだから何か名前とか付けましょうよ～。そうね～、ぴよちゃんを無ぶ事じに姫乃宮に合格させるための団だん……略りやくして『〝ぴよ〟の団』なんてどうかしら～♪　うふふ、ガッツでいきましょう～」

　すげぇ楽しそうにそう宣せん言げんする音ね色いろさん。

「……ふん、まあ悪くないんじゃない？」

「私も賛さん成せいである」

　それに桃もも子こと厳いつく島しまのおっさんが賛さん同どうして、

「よ、よろしくお願いします……」

　日ひ和よりがぺこぺこと地じ味みに頭を下げる。

　俺としてもその提てい案あんに異い論ろんがあるわけもなく。

　というわけでその日から、姫ひめ乃の宮みや合格へと向けた『〝ぴよ〟の団』の活動が始まることとなったのだった。







　　　２




　さて、そんな具ぐ合あいに始まった小こ春はる原ばら日和育いく成せい計けい画かくなわけだが。

　意外というとアレだが、思ったよりもいい具合に稼か働どうしている感じだった。

　基本は交こう代たい制せいで、日替わりあるいはその時の都つ合ごうで時間が空あいている人員が（まああの三人に関しては寝ねている以外のほとんどの時間が職しよく業ぎよう＝自じ宅たく警けい備び員いんみたいなもんだが）、それぞれの担たん当とう科か目もく（？）をレッスンする。

　いわば時間制の家庭教きよう師しみたいなシステム。

　さらには追つい加か要よう素そで、レッスンを一回受けるごとに手て帳ちようにスタンプを押すというオマケ要素を採用してみた。

　名付けて〝ぴよの団の手帳〟。

　これはレッスンの進しん捗ちよくを分かりやすくするとともに、日和のやる気を促うながすためのものである。各レッスンにつき十個スタンプがたまるごとに夕ゆう飯はんの好すきなオカズをリクエストできるという特とく典てんが付いている。まあ、言ってみれば夏休みのラジオ体たい操そうの出欠カード（皆かい勤きんだとごほうびがもらえる）みたいなもんか。

　その活動の様よう子すは様さま々ざまな場面でチラホラと見ることができた。

　例えば音色さんの部へ屋やの前を通りかかった時。


　ウウウウウウウウウウウウゥゥウウゥゥゥウウウウウ……



　などという異い音おんとも人のうめき声ともつかない音とともに、

「はーい、いいわよ～。うん、ぴよちゃんもだいぶテルミンに慣なれてきたみたいね～」

「は、はいです。少しずつ音の出で方かたが分かってきた感じで……」

「うんうん。テルミンってゆうのはね～、演えん奏そう者しやが持ってる静せい電でん容よう量りようの違ちがいを演奏に利用するから、その人その人の体格とか体たい調ちようとかにすっごく音が影えい響きようされるのよ～。言ってみればその人の個性とか心しん理りとかがそのまんま音に出る感じかしら？　だから本番で使うマイ楽がつ器きに慣なれることが試験対たい策さくとしてはとっても大切なの。じゃあもう一回今のところを通してやってみましょうか～？」

「あ……音ね色いろさん、あの……その前にここのフレーズなんですけれど……」

「ん、どれどれ～？　あ、大だい丈じよう夫ぶよ～、これはアンテナの間にえぐりこむように手をかざす感じでやればうまくいくから～」

「分かりましたです。で、では……」


　ウウウウゥゥウウゥゥウウオオウウウウウォォオオウウウウウウウ……



　と、そんな会話が聞こえてきたり（どうやら日ひ和よりは本当に選せん択たく楽器にテルミンを使うことにしたらしい。地じ味みだ……）、

　例えば食事の席せきでは、

「ほらピヨ、イギリス式ではフォークを使う時は背せに料理を載のせるって言ったでしょ。普段から気を付けてないとだめよ」

「あ……そ、そうでした……」

「厳きびしいかもしれないけどね、作さ法ほうというものは日ひ頃ごろから気にしていないとなかなか身みに付かないものなの。特に今回は試験ということでどうしてもそういう細かい挙きよ措そを中心に審しん査さされるでしょう。いついかなる時でも自分は試ためされてるって自じ覚かくしなさい」

「……は、はい。ご、ごめんなさい……その、フランス式と勘かん違ちがいしてしまって……」

「あら、よく勉強してるわね。いいのよ、だったらピヨは悪くないわ。悪いのは全部ＢＬの良さが分からない唐とう変へん木ぼくな豚ぶた野や郎ろうがこの世よに存そん在ざいしているせいだから」

　なんていうやり取りが頻ひん繁ぱんに交かわされてたり（てか何で俺が存在を全ぜん否ひ定ていされなきゃならんのだ……）、

　例えば朝の玄げん関かんでは、

「日和殿どの。もし今日の午後に時間があれば近くの公園で何枚か試し撮どりをしたいと思うのだが、大丈夫だろうか？」

「え？　えと、はい。学校が終わってからなら、だいじょうぶです」

「そうか。ではこれを着て来てもらえるかな」

「！　こ、これって、め、めいどさんの、服、ですか……？　え、え……こ、これを着る、んですか……？　で、ですけれど……」

「様々な衣い装しようを試してみなければどれが最もつとも日和殿の魂たましいを引き出すに足たる媒ばい体たいか分からぬし、いついかなる時にもどんな状じよう況きようでもあらゆる衣装に合う表情をすることは、こういった願がん書しよにおける撮さつ影えいでは必ひつ要ようなのだ。それにこれは晴はれ崎さき殿どのが好すきだとも言っていた」

「……え、お、おにーちゃんが……？」

「男の八割わりはご奉ほう仕しが好すきなものだ。間ま違ちがいない」

「……わ、分かり、ました……！　そ、そういうこと、でしたら……っ！（何か覚かく悟ごを決めたような真まっ赤かな顔で）」

　などという問題発言が交かわされてたりとか（いや勝かつ手てに人をメイド好ずきにするな！　……や、そりゃあ嫌きらいじゃないよ？　けど別にメイドに特別な執しゆう着ちやくがあるわけじゃ……ゴニョゴニョ……）、

　全体的にはいい感じだった。

　普ふ段だんは真冬のツキノワグマ（冬とう眠みん中ちゆう）みたいにやる気のないダメ人間三人も、こと日ひ和よりのこととなるとこれまでにない真しん剣けんさを見せるんだよな。

　もちろん、俺もそれらをただ見ているだけじゃなかった。

　担たん当とうしている最終試験の謁えつ見けんとやら。

　ヒマがあれば色々と対たい策さく法ほうを考えて、それを日和に提案したりしている。

　とはいえ地じ味みで内うち気きで引っ込み思じ案あんな日和のまったくもって対たい極きよくにある直接的な自じ己こ表現の極きよく致ちである謁見（面めん接せつ）への対たい処しよ法ほうは、なかなか一ひと筋すじ縄なわではいかんのだが。

　さらにそれに加くわえて、いつの間にか全体のスケジュール調整みたいなもんも俺がやることになっていた。

　いや何と言っても携たずさわってるのがダメ人間三人組だからさ。いかにやる気と能力があってもその他の部分がまったくもって社会不ふ適てき合ごう極まりない。放置しておくと同じ日の同じ時間にレッスンをやろうとしてバッティング＆ケンカになったり、他の二人との兼かね合いをまったく気にしないもんだからいつの間にか休みなしに九時間ぶっ通しで続くスケジュールになってたりと、まともに機き能のうしないんだよ。

　なので必然的にそのヘンの調整まで俺がせざるを得えなくなっちまったわけだ。

　ともあれまあ、そこらの問題を置いておけばレッスン自体はそれなりに順調に行っているようだった。

　ダメ人間たちはノリノリだし、日和本人も一生懸けん命めいにそれに付いていこうとしている。

　いい意味でのスパイラル的なサイクル。

　このまま行けば、もしかしたら姫ひめ乃の宮みやも敬けい老ろう会かいが目指すチョモランマ山さん頂ちようではなくロッキー山さん脈みやくになるんじゃないかって淡あわい希望を持てるくらいには前進している感じだ。名前はアレだが〝ぴよの団〟サマサマだな──

　──と、思ったんだよ。

　この時点では。







　それは〝ぴよの団だん〟による小こ春はる原ばら日ひ和より育いく成せい計けい画かくが開始されてからおよそ一ヶ月が経たった十一月のある日。その昼休みに当たる時間のことだった。

　俺は──『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』から歩いて十五分ほどの距きよ離りにある市立中学校にいた。

　現げん在ざい俺の通う高校からは自転車で十分ほどの距離。鉄てつ筋きんの校こう舎しやとさして広くない校庭が併へい設せつされた、見た感じは都と内ないだったらどこにでもあるようなごくごく普通の公立中学校である。

　そこは現在日和が通う学校にして──ついでに言うと俺がほんの八ヶ月前まで通っていた学校でもあるわけなんだが。

「…………」

　なぜか俺は……その職しよく員いん室しつの真ん中に立たされていた。

　目の前にいるのはごつい顔をした中年の教師。

　周しゆう囲いには何人かの教師たちが訝いぶかしげな目でこっちを見ていて、

　辺あたりを覆おおうのはシーンとした厳おごそかな雰ふん囲い気き。

　何だってこんな魔ま女じよ裁さい判ばんみたいなことになっているのかというと……

「ハハハ！　それにしても災さい難なんだったな、晴はれ崎さき」

　と、室内にふいに豪ごう快かいな笑い声が響ひびいた。

　鼓こ膜まくの奥おくにまでビンビンに響くテノールボイス。

　出で所どころは──目の前のごついおっさん。

「笑い事じゃないっす……」

　思わず憮ぶ然ぜんとした表情になる俺の前で楽しげなことこの上ない顔をしているのは、ごつくて剛ごう毛もうでどこかビッグフット（ＵＭＡ）に似にてるおっさん──去きよ年ねん俺の担たん任にんだった西さい郷ごう先生だった。

　西郷のおっさんは笑いながらバンバンと俺の背中を叩たたくと、

「いやしかし八ヶ月ぶりの再さい会かいがこんなことになるとは思わんかった。まあお前は顔が悪いからなあ。そんなお前がたてぶえを握にぎり締しめて中学の敷しき地ち内ないをフラフラしてたらそりゃあ不ふ審しん者しやと間ま違ちがわれるだろうよ。仕し方かたがない」

「……」

　いやあんた、昔むかしの教え子を捕つかまえて顔面偏へん差さ値ちを全否ひ定ていですか。

「ああ、間違えた、人にん相そうが悪いだったか。前ぜん科かを三つくらい持ってる悪あく人にんみたいな目つきしてるからなあ」

　どっちでも変わんねえよ！

　もうヤだ、このおっさん……

　心の中で激はげしく突つっ込みながら深くため息いきを吐はく。

　とはいえ俺がこの場に連れて来られた経けい緯いはほとんど今このおっさんが言った内容そのまんまである。

　ほんの十五分ほど前、俺は日ひ和よりの忘れ物（たてぶえ）を届とどけるために中学までやって来た。何でも今日の六時間目の授業でテストがあるらしいと昨さく晩ばん言ってたんで、放っておくのもかわいそうだと思ったんだよ。まあ普ふ段だんは忘れ物なんてほとんどしないのにこういう時に限ってピンポイントでやらかすのは実に薄はつ幸こうな日和さんらしいというか。それで昼休みを利用してここまでやって来て日和の教室を探さがしていたところ……校こう舎しや内ないに侵しん入にゆうした最近流は行やりの不ふ審しん者しや（生徒のたてぶえを盗ぬすんで舐なめ回す変へん態たい）と間ま違ちがわれた。間違われて、通つう報ほうを受けてやって来たガチムチな新しん任にん体育教師に捕ほ獲かく、そのまま職しよく員いん室しつまで強制連行されたのだった。そこでたまたまこの未み確かく認にん生物似にのおっさんとのしょっぱいことこの上ない再さい会かいを果はたし、こうして笑われてるってわけなんだよ。

　まあ事情を説明して身み元もと保ほ証しようまでしてくれたのには感かん謝しやしてるんだけどさあ……

　軽い頭ず痛つうを覚える俺に、

「で、今日は何しに来たんだ？　まさか本当にたてぶえを舐め回しに来たんじゃないだろうな？」

「……違います」

「じゃあアレか？　女生徒のブルマでも眺ながめに来たのか？」

「…………」

　ホントに俺を何だと思ってんだ、このおっさん。「……実は日和のやつの忘れ物を届けに」

「日和？」

「小こ春はる原ばら日和です、三年生の」

「んー、あー……」

　あんたのクラスの生徒のはずなんだが。

「あー、そうだそうだ。そういぇばいたな、小原春」

「小春原です……」

　もういちいち突つっ込むのにも疲つかれてきた。

　基本的にはいい先生なんだが、あまりにも大おお雑ざつ把ぱすぎるんだよ、このおっさん。

「ん、まあだいたい合ってるんだから細こまかいことは気にするな。で、何でお前が小春原の忘れ物を届けに来るんだ？」

「……同じアパートに住んでるんですよ」

　これも前に日和が転校してきた時に説明したはずなんだがな……

「同じアパート……ああ、『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』か。そうかそうか、お前のおやじさんとおふくろさん、まだ出しゆつ張ちよう中ちゆうだったんだっけな」

「あー、はい」

「大変だなあ。今はジンバブエだっけか？　インフレが半はん端ぱじゃないことになってて……」

「ええ、まあ……」

　おっさんの言う通り、うちの親どもは仕し事ごとの関係上海外の色んなところを転々としている。

　その間息子むすこである俺のことは放置しっぱなし。時とき折おり気まぐれのごとく送ってくる仕送りはだいたい現物支し給きゆうだったりまんま現地通つう貨かだったりするため使えないことこの上ない。普通だったらグレるぞ。『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』での貧びん乏ぼう生活やら、管理人代だい行こうなんてもんをやっているのもそのヘンにも大きな理由があったりするんだよな。

　まあ、これに関しては日ひ和よりの両親も同じようなもんなんだが。

「ふむ、お前も小こ春はる原ばらも大変だな。その歳としで親おや御ごさんなしで一人暮ぐらしってのは色々と苦労も多いだろう。──だが実じつ際さい、小春原はよくやっとるぞ」

「え？」

「普通あれくらいの年とし頃ごろだと口では何だかんだ言っても親に頼たより切りなもんだ。だけど小春原にはそういった、何というかな、甘あまえが感じられん。受け答えもしっかりしているし、何より一度こうと決めたら最後までやり抜こうとする意思の強さを持っている。ああ見えて芯しんが強いのかもな。他の同どう級きゆう生せいたちよりも数すう段だん大人だよ」

「大人……」

　意外な評ひよう価かだね。

　や、このおっさんがセピア色日和のことをちゃんと見ていたってこともさることながら（まあ名前は間ま違ちがってたが）、あの地じ味みっこがそういう風ふうに思われてるとはさ。普段見てる限りでは何かに失敗してしょんぼりしてるところとか物もの陰かげでもにょもにょしてる姿すがたとかばかりでさっぱりそうは思えんのだが、俺たちがいないところでは実は解き放たれたマルチーズ（野や生せい種しゆ）のごとく猛たけ々だけしく吠ほえ盛さかっているとか……？

「ま、そういうことだ。何にせよお前もああいった姿し勢せいを見習って──」

「西さい郷ごうせんせーい」

　と、そこで廊ろう下かの方から声がかけられた。

「お、呼ばれちまったな。そういえば次の時間は授業だったか。じゃあまたな。何かあったらいつでも来い。茶ちやくらいは出すぞ」

「あ、このたてぶえは──」

「どうせ来たんならお前が自分で渡わたしてやればいいだろ？　今は昼休みだし、その方がきっと小春原も喜ぶぞ」

　そう言って西郷のおっさんは行ってしまった。

　ていうかいいのか？　ＯＢとはいえいちおう部外者の俺を校こう舎しや内ないに自由に徘はい徊かいさせて。

　ほら、なんか菊きくノの花はな先生（そのたくましい肉体で俺を確かく保ほしたガチムチ新しん任にん体育教師）が怪け訝げんそうな目で見てるし……

　や、別に不ふ審しんな行動を取る気はないけどね？







　そういう流れで日ひ和よりに直接たてぶえを届とどけることになった。

「こっちだったよな、三年の教室」

　袋ふくろを被かぶった白光りする太くて長いブツを右手にしっかりと握にぎり締しめながら辺あたりを見回す。

　確か日和は一組だったはずだ。

　少しだけ薄うすれていた八ヶ月前の記き憶おくを呼び起こしつつ、去年度まで着ていた制服で溢あふれる廊ろう下かを歩いていく。

　幸さいわい教室の配置は去年度とさして変わっていなかったので、すぐにゴールへと辿たどり着くことができた。

　昼休みの三年一組の教室は、中学生たちの楽しげな声で賑にぎわっている。

「……」

　──さて、どうするか。

　入り口の前で少しだけ考える。

　ここでの選せん択たく肢し的てきに、①教室の外から手でも振って直接日和に「おーい、日和、おにいちゃんだよー」と呼びかける、②何食わぬ顔で堂どう々どうと直接教室内に乗り込んでいって「日和……忘れ物だ」と渋しぶい声でたてぶえを渡わたして去さる、③目立たないようにだれかに適てき当とうに頼たのんで日和を呼んでもらう、ってのがあるが……

「……」

　とりあえず無ぶ難なんに③を選ぶことにしよう（←チキン）。

　俺はそこら辺で「ねえねえ昨日きのうの火サス見た？」「あ、うんうん、まさかあそこで主しゆ人じん公こうの一かず輝きくんが無ぶ様ざまに殺されるとは思わなかったよねー？」「え、そう？　あたしはなんか予想できてたかなー」と談だん笑しようしていた女子生徒たちに声をかけて、

「あー、ちょっとスマン」

「？　はい？」

「その、ちょっと頼みたいことがあるんだが……」

　女子生徒たちは俺の見み慣なれない制服姿すがたに少しだけ不ふ思し議ぎそうな顔をしたが、すぐに「えっと、何でしょう？」とうなずき返してくれた。

「あのさ、このクラスに小こ春はる原ばら日和っているよな？　悪いがちょっと呼んできてくれないか？」

「小春原、さん……？」

　女子生徒たちが顔を見合わせて目をぱちぱちとさせる。

　あれ、なんか微び妙みような反応だよ？

　クラス、間ま違ちがえたかな。いや合ってるよな、三年一組。間違いない。

「あの、あれだ。ちっこくてあんま目立たなくて、その、かなり地じ味みな……。いる、はずなんだが……」

　多少自信がなくなったものの再さい度ど尋たずね直してみる。

　すると女子生徒たちは遠とお野のの山深い民宿で座ざ敷しき童わらしを発見したかのように手を合わせて、

「あ……もしかして一番後ろの席せきの……」

「あの、なんかセピア色な感じの……」

「言われてみれば確か小こ春はる原ばらさんだったよね、名前」

　揃そろってそんなことを口にする。

　……すげぇな。

　クラスメイトたちにまで見事に認にん知ちされてないよ、日ひ和よりさん……

「今日って来て……た、よね？　出しゆつ席せきは……」

「とってたと思うけど……西さい郷ごう先生、名前呼んでた？」

「ていうか、えっと、下の名前は何ていうんだっけ？　ひ、ひよ……ひよこ？」

　惜おしい、一ひと文も字じ違ちがいだ……って、そんなのはどうでもよくて。

　ホントにどこまでも認にん識しきされてないのな、日和さん。

　そのあまりのセピア色な扱あつかわれっぷりにちょっとだけ涙なみだが溢あふれそうになってきた俺に女子生徒たちは、

「ええと……小春原さん？　だったら、その、たぶん中庭なんじゃないかと思います。たぶんですけど……」

「なんかそこでご飯はんを食べてるのを見たって人がいて……。いえ、あたしも人から聞いただけではっきりはしなくて……」

「般はん若にや心しん経きようを唱となえてるって話も聞いたことあるけど……」

「…………」

　いや全部伝つたえ聞きって。都と市し伝でん説せつとか七なな不ふ思し議ぎとかじゃないんだから。

　まあとにかく、あの地じ味みっこが中庭にいることは間ま違ちがいなさそうだ。

　俺は心の中でそう結論付けて、

「あー、ありがとな。とりあえず行ってみることにする。助かった」

　曖あい昧まいな表情を浮かべる女子生徒たちに礼れいを言って、三年一組の教室を後にしたのだった。







　さて三年の校こう舎しやを出て中庭へ向かったところ、女子生徒たちの言こと葉ば通どおりすぐに日和は見つかった。

　ちょうど校舎の陰かげに当たる部分にある直ちよつ径けい一メートルくらいの小さな人じん工こう池いけのほとり。

　そこに設置された古びた木もく製せいのベンチ。

　その一番隅すみっこに……日和は少しうつむきかげんに地味に一人座すわっていた。

「……」

　うわー、またああいう枯かれた姿すがたがよく似に合あうなー。

　リストラされたお父さんが公園でハトにエサをあげて時間を潰つぶしているのに通じる枯れ果はてた空気をまとって、日ひ和よりさんは何やらもにょもにょと地じ味みにつぶやいていた。

　何やってんだ？

　内容までは聞こえてこないが、まさかマジでお経きようとか唱となえてるんじゃないだろうな。いやまあ写しや経きようとか読どつ経きようとかもこのシルバーな日和さんのお気に入りの趣しゆ味みの一つではあるんだが。

　実は妖よう精せいさんとお話しをしてたとかだったらヤだなーとか思いつつ近づいてみると、少しだけ内容が聞こえてきた。

「……え、ええと、わ、わたしの名前は、こ、小こ春はる原ばら日和といいます。鳴なる瀬せ川がわ中学出しゆつ身しんで、趣味は庭木の剪せん定ていをすることで……」

「……？」

「……お料理をフォークで扱あつかうときは、イギリス式では背せに、フランス式では表おもてに料理を載のせるようにして……」

「……」

「……テルミンさんを演えん奏そうする際さいの注意点は、肩の力を抜いていっしょに遊ぶように柔やわらかく手を添そえることで……」

「これは……」

　本当に妖精さんとお話し……というわけではなく、どうやら習ったレッスンの内容を復習してるみたいだった。

　他にも衣い装しようがどうのだのカメラがどうのだのといったそれに関連した単たん語ごが聞こえてくる。

「……」

　うーむ、真ま面じ目めというか一生懸けん命めいだね。西さい郷ごうのおっさんも言ってたが、この地味っこが意外にしっかりしてるってのは本当なのかもしれんな。

　ともあれいつまでも見ているわけにもいかん。

　俺はベンチへと近づいて、

「おーい、日和」

「……？……」

　手を振りながら声をかける。

　その呼びかけに日和は一いつ瞬しゆん自分の名前が呼ばれたことが信じられないって顔できょろきょろと辺あたりを見回していたものの、

　だがすぐに驚おどろいたように目をぱちぱちとして、

「え、お、おにーちゃん……？」

「そうだぞ、おにいちゃんだ」

「……え？　え？　や、やっぱり、本物の、おにーちゃん、です……。ど、どうしたんですか？　お散さん歩ぽ、とかじゃないですよ、ね……？」

　腐ふ葉よう土ど色いろのチャンチャンコを揺らしながら、近所の二に級きゆう河か川せんでゲンジボタルでも見つけたみたいな、でも嬉うれしそうな顔でとてとてと近づいてきた。

　ていうかまだそのチャンチャンコを愛あい用ようしてたんですね。

　まあそれはそれとして、

「──ほら」

「え……？」

　駆かけ寄ってきた日ひ和よりに、不ふ審しん者しやとして捕つかまる原げん因いんともなったたてぶえ（合体式）を手て渡わたす。

「それ、忘れていっただろ。今日はテストだって聞いてたからな。届とどけに来たんだ」

「……あ、そ、そうでした……っ。……す、すっかり忘れていて……あ、ありがとうございます、おにーちゃん……っ」

　俺の言こと葉ばに思い出したかのようにわたわたと慌あわててそう答える。

　ふむ、どうもこの後にあるテストのことが頭から消えちまうくらいレッスンの復習に集中してたみたいだな。それ自体は、まあいいことなんだが。

「いつもここでレッスンの復習をしてるのか？　その、一人で」

「……あ、は、はい。えと、一人ではなくて、休み時間はだいたい桐きり乃のちゃんといっしょにお話しをしていた、んですけど……」

「桐乃ちゃん……」

　ああ、って、あの前に餌え付づけした──ゴホン、日和が友達になったっていう金きん魚ぎよか。

　日和の言うところの自じ称しよう友達で、声をかけると尾おびれを振りながら喜よろこんで水面に上がって来てくれるっていう……

　と、そこで日和が少し沈しずんだ顔をしていることに気付いた。

　いつもよりさらに影かげが薄うすい感じの、どよーんとした表情。

「日和？」

「…………」

　返事がない。

　ただの屍しかばねのようだ……ってわけではなく。

　む、もしかしてその桐乃ちゃんとやらに何かあったのか？　そういえば表現の仕し方かたが過か去こ形けいだったが、まさか桐乃ちゃん、鳥にでも食われてお星ほし様さまになっちまったとか……

　すると日和はこの上なく悲しそうな顔になって、

「桐乃ちゃんにいいヒトができちゃいました……」

「……」

　……はい？

「……いいヒト、です……。とっても仲なかのいい、こ、恋こい人びとさんで……」

　寂さびしそうなぽつりとしたつぶやき。

　見れば池の中では二匹ひき並んで仲なか睦むつまじげにちゃぽちゃぽと泳ぐ金きん魚ぎよと出で目め金きんの姿すがたがあった。

　おそらくあの金魚の方が桐きり乃のちゃんなんだろうね。

「……一昨日おとといくらいからずっとこんな感じで……。そうしたら、呼びかけても全然反応してくれなくなっちゃって……」

「…………」

「……桐乃ちゃん、わたしのこと、きらいになっちゃったんでしょうか……？」

　まあ現実でもカレシができた途と端たんに付き合いが悪くなる女子なんてのは往おう々おうにして存そん在ざいするわけなんだが。しかしそこまで極きよく端たんとは、ビッチだなー、桐乃ちゃん。

　とりあえず目の前の今にも泣き出しそうな日ひ和よりをなぐさめるべく俺はポンポンと頭に手を置いて、

「あー、そういうわけじゃないと思うぞ。ただ今の桐乃ちゃんは一時的にオトコにハマって周まわりが見えなくなってるだけで……」

「…………」

「いつか必かならず友情の大切さに気付いて日和のところに戻ってくるさ。桐乃ちゃんのことを友達だと思ってるなら、信じてやらんとな」

「……はい、です……」

　しょんぼりと地じ味みに頭こうべを垂たれる。

　や、俺は何必ひつ死しになって金魚のビッチアクションのフォローをしてるんだろうね。

　なんかやるせない気分だ……

　まあそれはあまり突つっ込むと切せつない気持ちになる一方なのでさておき。

「…………」

　にしても相あい変かわらず休み時間は中庭で金魚と会話か……

　そこが引っかかった。

　その行動（金魚とお話）の是ぜ非ひはともあれ、やってること自体は一ヶ月前からまったく変わってないんだよなー。さっきの教室での様よう子すからも、いまだ友達の新しん規き獲かく得とく者しや数すうゼロ記き録ろくは更こう新しんされっぱなしみたいだし。

「……」

　これってやっぱり問題じゃないか？

　日和も熱心にレッスンをがんばってるのは分かるしそれはそれでいい傾けい向こうなんだが、あれじゃあまだまだ姫ひめ乃の宮みやへの道は遠いと言わざるを得ないだろ。そしてその最大の原げん因いんとなっているのは──

「やっぱり、あのセピア色機き能のう、だよなあ……」

　それだった。

　この地じ味みっこが有ゆうする希け有うな能力。

　試験科目がブルジョワ御ご用よう達たしだとか住む次じ元げんが違ちがうだとかいう以前に、この半年経たってもまともにクラスメイトに認にん識しきしてもらっていないセピア色っぷり（及およびそれに伴ともなうＡ・Ｊフィールド）は、姫ひめ乃の宮みや受験において最大のネックだろ。

　何せオープンキャンバスの時に見た姫乃宮の生徒たちは皆みなだれもが何メートル離はなれていても分かる存そん在ざい感かんを誇ほこっていた。

　鹿ろく王おう院いん唯ゆい香かしかり、あのクロワッサンお嬢じよう様さましかり。

　身みにまとわれたオーラとでも言おうか。

　結局そういった素そ養ようを持った人じん材ざいが求められてるってことなんだろうね。ゆえにこれを何とかせんことには先がまったくもって見えてこない。というか最さい悪あくの場合、そもそも試験官にすらまともに認識してもらえん可か能のう性せいもあるわけだし。

「…………」

　とすると、やっぱりこのセピア色機能を何とかするのは第一優ゆう先せん事じ項こうだ。

　だけどそれは……自分を人間だと思って久ひさしい飼かい慣ならされたお座ざ敷しき犬いぬに犬としてのアイデンティティを取り戻させるくらいに骨ほねが折おれる作業になるってのは、もはや容よう易いに想そう像ぞうがつくってもんなんだよなあ。

　だって地味とセピアの現あら人ひと神がみな日ひ和よりさんだし。

　ちょっとやそっとのテコ入れでどうこうなるとはとても思えん。

「……？……」

　そして当とうの日和さんはそんな俺の内ない心しんに気付いているんだかいないんだか、ぽわんとした表情でまゆげ（？）が伸びすぎておばあちゃんみたいになったミニチュアダックスのごとくちょこんと地味に首をかたむけている。

　ううむ、今俺、日和さんのことで悩なやんでるんだよ？　別に今日の夕食をカレーにしようかハヤシライスにしようかで悩んでるわけじゃないんだよ？

　だけどさ。

「……やるしか、ないよな」

　一度応おう援えんすると決めた以上は何としてでもそれは貫つらぬき通す。

　責せき任にんってもんもあるし、中ちゆう途と半はん端ぱでやめるのは目覚めが悪い。

　それにそういった理り屈くつを抜きとしても……俺は日和を何とかしてやりたいと思うんだよ。何ていうか、この正直者がバカを見る世せ知ち辛がらい不ふ景けい気きな世の中、こういう直ひた向むきに努力している不ぶ器き用ような地味っこが、どんなカタチでだって報むくわれたっていいじゃないか。

　──ああ、こうなったらやってやるさ！

　何としてでもこの地味っ子を変えて、どこに出してもセピア色じゃない立りつ派ぱなお嬢様に育て上げてみせる！

　それが〝おにーちゃん〟としての……務つとめだからな！







　　　３




　──などと威い勢せいのいいことを言ってみたものの。

　具ぐ体たい的てき方ほう策さくは今のところ現代日本の政治家陣じんの政せい策さく能のう力りよくくらい何もないってのが現状だった。

　日ひ和よりの有ゆうするセピア色機き能のう。

　初めて会った時からすでに標準装そう備びされていた地じ味みっこ固こ有ゆう能力。

　それを何とか解かい除じよするための、方法か……

「うーむ」

　日和にたてぶえを届とどけに中学まで行ったその日の夜。

　俺はセンベイ布ぶ団とんの上をゴロゴロと転がりながら部へ屋やの中で一人頭を捻ひねらせていた。

　何とかしてやりたいとは思う。

　助けてやりたいとは思う。

　というか昼間も言ったが、何とかしない限り現状の小こ春はる原ばら日和育いく成せい計けい画かくは近い内に暗あん礁しように乗り上げて座ざ礁しようするだろうことは、もはやタイタニックくらいに確実なんだよ。

　だけどどうやってあの全すべてを圧あつ倒とうして覆おおいつくさんばかりの絶対的超ちよう絶ぜつ的てきなセピア色機能を取り除のぞけばいいのか……

「……分からん」

　あー、ダメだな。

　脳のうが完全にマイナススパイラルにハマってる感じだ。こういう時はバーっとひとっ風ぶ呂ろでも浴あびて海かい馬ばと自じ律りつ神しん経けいとをリフレッシュさせるのが一番だろう。

　というわけで気分転てん換かんのため、風呂へと向かうことにした。

　着替えとタオルとを持って、ギシギシとナチュラルウグイス張りのような音を立てるボロ階段を歩いて一階へと降りる。

　裸はだか電でん球きゆうに照てらされた骨こつ董とう品ひんの実物大西せい洋よう鎧よろい（ア●フォンスと書いてある。桃もも子このアホが買ってきて勝かつ手てに置きやがった）が不ぶ気き味みに鈍にぶく輝かがやく薄うす暗ぐらい廊ろう下かの一番奥おくの突つき当たりへとノソノソと向かって、

　そして濁にごりガラスの引き戸を開けて脱だつ衣い場じよに入ろうとしたところで、

　ガラリ。

「……」

「……あ……」

　辺あたりの時間が全すべて完全停てい止しした。

　停止せざる、得えなかった。

　だってさ、そこに立っていたのは──バスタオル一枚のみを身にまとった日ひ和よりさんだったんだから。

　ちょうど風呂から出て来たところなのか髪かみをアップにしていて、湯ゆ上あがりのほこほことした湯ゆ気げを、その、生まれたままの姿の上にまとっている。

　いわゆる、某ぼう青色のネコ型がたロボットアニメに出て来るシャワー好ずきサイレントパヒューム娘むすめ状じよう態たい。

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆんだけ状じよう況きようが摑つかみきれずにフリーズする。

　えっと……何コレ？

　だれかの謀ぼう略りやくとか、なんかの罠わなとかじゃないよね……？
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　あまりにサプライズすぎるトンデモ事態に思考がまったく付ついていけずに若じやつ干かん逃とう避ひ状態に陥おちいるものの、

「……っ……!?」

「あ──わ、悪ぃ!!」

　日和の声にならない悲鳴に授業中に居い眠ねむりをしていて頰ほお杖づえがずれた瞬しゆん間かんのごとくハッ！　と我われに返った。

「ス、スマン!!」

　慌あわてて後ろを向いてガラガラガラッ！　と引き戸を閉める。

　そ、そういえばこの時間はよく日ひ和よりが風ふ呂ろに入ってる時間だったか……

　あ、危ねぇ……もう少しで社会的に最底辺のヒエラルキーの烙らく印いんを押されるハメになるところだった。万まんが一桃もも子ことかにこんなシーンを見られたらそれこそゴミムシ以下の変へん態たい微び生せい物ぶつとして蔑さげすんだ目で扱あつかわれるハメになって──

　ガチャン！

「!?」

　と、そこで背はい後ごから音が響ひびいた。

　何かの落下音。

　振り返るとそこには……何だってこんな時間にそんなもんを持ってるのか、どでかいハープを取り落とした音ね色いろさんの姿すがたがあった。

「ね、音色さ、ん……っ！」

「…………!!」

　返答はない。

　ただ見てはいけないパンドラの箱はこの中を見てしまった咎とが人びとのようにわなわなと全ぜん身しんを震ふるわせるだけである。

「あ、いや！　こ、これはですね、その、色々と誤ご解かいがあって！」

　ヤ、ヤバイ、確実に何か勘かん違ちがいされてる!?

　慌あわてて釈しやく明めいしようとするものの、

「だ、だいじょうぶよ！」

「え？」

「う、うん、ね、音色さんは分かってるからー。で、出で来き心ごころなのよね？　ちょーっと変態心がむらむら～ときちゃっただけなのよね？　あ、あはは、ゆ～くんが本当に年下好ずきのロリコンくんだったなんて、音色さん的には少しブロークンハートだけど……で、でもそれはそれで現実として受け止めてしっかりと前を──」

「ち、違ちがう！」

　何も分かってねえ！

　ていうかそんな心を病やんでしまった廃はい人じんを見るみたいなやたらと優やさしい目をしないでくれ……

「違うって……はっ、も、もしかして出来心じゃなかった、とか……？　さ、最近のケータイ小しよう説せつとかで流は行やりの、妹いもうとを好きになっちゃってそのままどろどろの関係一直線みたいな……？　そ、そういえば桃ちゃんのお部へ屋やにそんな手作り本があったわ……。俺の妹がこんなに可愛かわいいはずがないとか言いつつ何だかんだで妹いもうとのことを気にかけてる男の子の主しゆ人じん公こう。でも結局妹のことは大事にしておきたいとか言って幼おさな馴な染じみの女の子のロックな弟おとうとと絡からんでる……。……じゅ、純じゆん愛あい……？」

「も、もっと違ちがう！」

　何を錯さく乱らんしてやがるこの人！

　ていうか何だその意味の分からんたとえは……っ！

　頭ず痛つうを通り越こして頭を抱かかえたくなる俺に、

「……あ、あの、音ね色いろさん……っ！」

「ひ、日ひ和より？」

　と、そこで外での頭の悪そうな騒さわぎを聞きつけたのか、浴よく室しつの方からあせあせとした日和の声が飛び込んできた。おお、フォローしてくれるつもりなのか？　ナイスタイミング──

「あ、ち、違うんです、音色さん……お、おにーちゃんは、悪くなくて……。さ、さっきのは、き、きっとレッスンの一いつ環かんなんです……！」

「え？」

「お、おにーちゃんは、わたしを〝おとなのじょせい〟に育て上げようと、が、がんばってくれています……。だ、だから、き、きっと今のも身体からだが〝おとなのじょせい〟になっているかをチェックするためにぬきうちテストを……」

「ちょ、ま！」

　ど、どこの変へん態たい抜き打ち試験だ！

　それは何のフォローにもなってないよ、日和さん！

　ていうかトドメを刺さしたいの!?　実はおにいちゃんのこと嫌きらいで、社会的に完かん膚ぷ無なきまでに抹まつ殺さつしたいとか!?

「や、やっぱりそうだったのね……強ごう引いんにお風ふ呂ろ場ばに押し入って、〝ほら日和、この一ヶ月でどれだけ成長したんだ？　げっへっへっ……隅すみから隅まで全部おにーちゃんが調べ尽つくしてやるぜ。いいだろ？〟って……名付けて『おにーちゃん先生のロリコン変態授業。浴よく場じようで欲よく情じよう』……が～ん……」

　日光のダイレクトアタックを受けた吸きゆう血けつ鬼きのようにその場に崩くずれ落ちる音色さん。

　いやあんたもあんたで妄もう想そうの翼つばさをたくましく広げすぎだ！

「ど、どうしましょう……こ、ここは見なかったことにするのが優やさしさなのかしら～……。それとも全すべてを受け入れてにっこりと温かく微笑ほほえんであげるのが大人の対応として正解かも～……。……あ、あ～ん、もう音色さん分かんない～……こんなの許きよ容よう能のう力りよくを超こえてるってゆうか～……。で、でも、それくらいで負ける音色さんじゃないもん……ど、どんなに鬼き畜ちくで変態でも、そこに愛あいがあれば……」

「だ、だいじょうぶです……っ。お、おにーちゃんの考えは、わ、分かってますから……。は、恥はずかしいですけれどそこはがまんして……。あ、で、でも、おにーちゃんになら、わ、わたし、見られても……っ……（真まっ赤か）」

「だ、だからだな！」

　錯さく乱らんする音ね色いろさん。

　迷めい走そうする日ひ和よりさん。

　どうしていいか分からずその場でマゴつくしかない俺。

　もうほとんど地じ獄ごくのダメトライアングルだ……

　その後、誤ご解かいを完全に解とくまでに一時間と三十八分五十六秒ほどの時間を要ようした。
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「ふう……」

　センベイ布ぶ団とんの上でマクラに顔をズブズブと埋うずめながら深いため息いきを吐つく。

　心の底から疲つかれた気分だった。

　音色さんが言うところの『浴よく場じようで欲よく情じよう（その他た略りやく）』事じ件けんを終えて。

　一週間バケツの中に放置されたポロ雑ぞう巾きんのごときグダグダな気分になって風ふ呂ろに入ったものの、当たり前だがさっぱりリフレッシュした気になれなかった。

　むしろ余よ計けいにダメな方向に煮に詰つまった感じというか……

「……」

　ったく、どん詰まりになった頭を切り換かえるために風呂に行こうと思ったはずなのに、入る前よりも疲ひ労ろう困こん憊ぱい状じよう態たいになってたら世話がないよな。本ほん末まつ転てん倒とうして全ぜん治ち一ヶ月だとか雨降って土ど砂しや崩くずれだとかって言こと葉ばがぴったりあてはまるよ、ホント。

　再さい度ど底なし沼ぬまよりも深いため息を吐きながら布ふ団とんに頭を沈しずめる。

　平べったくほとんど柔じゆう軟なん性せいのないさして心ここ地ちよくない肌はだ触ざわりが額ひたいに感じられた。

「……」

　にしてもあれが日和か……

　一いつ瞬しゆんだが視し界かいに飛び込ませてしまったあられもない姿すがた。

　視し認にんできてたのは本当に三秒にも満たない僅わずかな時間だったが……十じゆう二に分ぶんすぎるインパクトを与えてくれるものだった。

　うーむ、髪かみを上げてるとそれだけでまた全然印いん象しようが違ちがうんだな。いつもは前髪に隠かくされてる目も思ってたよりもずっと大きくてぱっちりとしていて、全体的な印象も普段の地じ味みさが少しだけ薄うすれてむしろかわいらしさと守ってやりたくなる被ひ保ほ護ご欲よくが際きわだって……

「……ん？」

　その言こと葉ばに引っかかりを覚えた。

　ガバッと布ふ団とんから上体を起こす。

　──地じ味みさが、少しだけ薄うすれて？

　自分で何なに気げなく口走ったフレーズを心の中で反はん復ぷくする。そして次の瞬しゆん間かん、頭の中で何かがＡＨＡ！　と炸さく裂れつした。

　そうか！

　それだ！

　答えはこんなに身み近ぢかなところにあっただろ！

　思わず布団の上で閉へい脚きやく前ぜん転てんをしながらガッツポーズをしちまう。

　事じ態たいを打開するための第一歩。

　それを思い付き、俺はセンベイ布ぶ団とんから勢いきおいよく立ち上がったのだった。
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　その日は朝から快かい晴せいで、十一月にしては過すごしやすい小こ春はる日び和よりな日だった。

　日ひ和よりの中学訪ほう問もんから五日ほど経たった日曜日。

　その日俺たちは──人で溢あふれる表おもて参さん道どうにいた。

「おお、これが有ゆう名めいな表参道ヒルズか……」

「……わ、わあ……人がたくさん、です……」

　休日の真っ昼間だけあって、どこを見ても人人人人。まるで人がゴミのようだ（←一度言ってみたかった）。それも俺や日和なんかとはまったくもって対たい極きよくで反はん存そん在ざいなセンスのいい空気で充みち満ちている。むう……さすがに都と内ないでも有ゆう数すうのオシャレスポットだけはあるな。

　チラリと隣となりに目をやる。

　ちなみに人ゴミに圧あつ倒とうされる本日の日和さんの服ふく装そうは、イ●ルス星せい人じん色いろの防ぼう寒かん用ようの耳当て、ベム●ター色のコート、ハンザ●ラン色のスカート。さらにバ●バ色の手て袋ぶくろを装そう着ちやくして、足あし下もとはレッ●キング色のブーツで固めている。

　いや海かい王おう星せいからタイ●ントがやって来たんじゃないんだから！

　前回に引き続き思わずそう突つっ込んじまう地じ味み地味ファッションである。

　それぞれのパーツパーツを単たん体たいで見ていけばそれほど地味じゃないはずなのに、何だってそれらが合わさるとここまで地味地味クイーンなんだろうね。明らかに選せん択たくのシルバーさ加か減げんと本人が醸かもし出す圧あつ倒とう的てきなＡ・Ｊフィールドのせいであることはまあ明めい白はくなんだが。

「……」

　そんなことを考えながら何となく周まわりの風ふう景けいに目をやる。

　左右に立ち並ぶのはもう見るからに高こう級きゆうそうな店の数々。

　本来だったら俺たちのような学生、それもどちらかと言えば貧びん乏ぼうな部類に入る（婉えん曲きよく表現）『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の住人には天国への階段ほどに敷しき居いが高い異い空くう間かんである。

　それにも関わらず何だって俺たちがここにいるのかというと。

「……ええと、おにーちゃん。おにーちゃんのおすすめの美び容よう室しつさんは、こちらでいいんですか？」

「ん、もう少しのはずだ。ええと、たぶんそこの曲がり角を右に入ってだな……」

　そう答えながら手に持った雑ざつ誌し『CYAINCYAIN』に目を落とす。

　そこには『冬のファッション、ヘアスタイル特集号。これで貴女あなたもホワイトシンデレラ♪』と書かれた見開きページがあった。

「たぶんそれを曲がるとすぐのはずだ。店の前にあるサボテンが目め印じるしみたいで……」

「は、はいです（どきどき）」

　──そう、これこそが今日俺たちがこのオシャレどもの巣そう窟くつにまで来た目的である。

　先日発はつ覚かくした日ひ和よりの予想以上に圧あつ倒とう的てきなセピア色機き能のう。

　それを打開するために俺が思い付いたのが──これなんだよ。

　きっかけは……まあ例の風ふ呂ろでのあれである（ゴフンゴフン）。

　あの時に髪かみをアップにした日和の姿すがたを見て、某ぼう国民的に有ゆう名めいな黄色い電気ネズミに電でん撃げきを食らわされたかのごとくビビーンと来たわけだ（いちおう補ほ足そくするとビビーンとなったのは直感だからね？）。

　前まえ髪がみを上げた日和からは、確たしかに地じ味みさとセピア色が少しだけ減げん少しようしていた。

　や、まあ地味であることには変わりないんだが、地味レベル二五三が二二〇に減少するくらいには変化があった。

　それが示すことはすなわち──髪型と服ふく装そうを変えてみれば問題のセピア色機能も少しは薄うすれるんじゃないかってことだ。

　我われながら単たん純じゆんかもしれんが、内面を変えるためにはまず外がい見けんからっていうキャッチフレーズもある。そして何より外面に物理的影えい響きようを直接及およぼしているセピア色機能については、この地味な外観から醸かもし出されてる部分も大きいんじゃないのかって思うんだよ。何というか、カメレオンとかの擬ぎ態たい能力みたいな。

　だから髪型と服装を変えてみれば少しはセピア色が薄れて周まわりからも認にん識しきされるようになるかもしれんし、加くわえてお嬢じよう様さまになるために、やはりそれに伴ともなったレベルの外見やら服装やらを完備しといて損そんはないと思う。何だかんだで外見の評ひよう価かってやつは重じゆう要ようだしな。

「……」

　とまあ、そういったもろもろの要よう素そを鑑かんがみて、本日の表おもて参さん道どう訪ほう問もんとなったわけだ。

　とりあえず有名そうな美容室やらセレクトショップやらに行って色々と試ためしてみる予定である。

　ちなみに今日のために本屋で、周しゆう囲いにいた女子高生たちからの「うわ、むさい男が何がんばっちゃってんの？　きも～い、きゃはは♪」的な視し線せんに耐たえながらも（チクショウ……）ティーンズ用のファッション雑ざつ誌しを買ってきたり、近所のネットカフェで最低限の情じよう報ほうを集めてみたり、クラスの女友達にお勧すすめの店を訊きいたりして事前チェックもした。精神的にはだいぶＨＰを削けずられたが、備えだけは完かん璧ぺきだ。

　そんな涙なみだ溢あふれる経けい緯いと引き替えに買い揃そろえたオシャレ雑誌（『CYAINCYAIN』、『大悪あく魔まAGYAHA』）を握にぎり締しめながら美容室への道を確認していると、

「……あ、でもタイガー美容室の方はよかったでしょうか……？」

　と、日和がぽそりと地味にそんな単たん語ごを口にした。

「タイガー……？」

「……はいです。えと、髪かみを切るのは、いつもトラおばあちゃんにお世せ話わになっていたので……」

「……」

　日ひ和よりさん、あそこの常じよう連れんだったのか……

　日和が言っているタイガー美容室ってのは『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の近所にある美容院で、店てん主しゆは御おん年とし八十九歳さいの菅すが沼ぬまトラさんである。

　美容室というかほとんど理り髪はつ店てんで、価か格かくは昔むかしから変わらないカットのみの千円。腕うでは決して悪くないんだが、何せ店主のセンスが大たい正しようレベルで完全に止まっているのと、客の意見などまったく聞かずに百パーセントトラさんの好このみでカットすることから、元がん祖そ虎とら刈がりなんて呼ばれて一部で恐おそれられてるんだよ。あんなところに通ってるのは髪かみ型がたを気にしない小学校低学年か、常連の平へい均きん年ねん齢れい八十歳の老人くらいだと思ったんだが。

　……道どう理りで髪型までナチュラルに地じ味み＆シルバーだったはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、全然問題ない」

「……え……？」

「むしろ問題要よう素その一つが浮うき彫ぼりになった瞬しゆん間かんというか……」

「……？」

　トラばあちゃんにはお得とく意い様さまを一人減へらすことになって多た少しよう恐きよう縮しゆくだが、まあそこは後で今は懐なつかしの韓はん流りゆうスターのブロマイド（ヨ●様）でも差し入れしとけば問題ないだろう。あのばあちゃん、いい歳とししてイケメン好ずきだし。

　そう納なつ得とくして日和を促うながしつつ進んでいく。

「……」

　しかし……一ひと口くちで美容室と言ってみても色々とあるもんだね。

　パッと見回すだけで四、五軒けんのそれらしき店が目に入ってくる。なんかアクアクララ南関東みたいな名前のところや毛け皮がわのマフラーやコートでも扱あつかってそうな名前の店まである。どれもこれもオシャレ臭しゆうが強すぎてなんか普通に歩いてるだけで窒ちつ息そくしそうだ……

　あらかじめ雑ざつ誌しで調べてておいて正解だったよ。

　こういった雰ふん囲い気きに耐たい性せいのない俺と日和じゃあ、一ひと昔むかし前まえに多た摩ま川がわやら鶴つる見み川がわやらに迷まよい込んで住民登とう録ろくを受けたアゴヒゲアザラシみたいになっていたに違いない。

　とまあそんな感じに表おもて参さん道どうの街まち並なみを歩いていき、

「お、ここだな」

「わあ、すてきなサボテンです……」

　目的の美容室『cactus』に到とう着ちやくした。
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『cactus』は表おもて参さん道どうの中でも奥おくまった場所に位置していて、見た目はそこまで派は手ででもないんだが、知る人ぞ知る店といった雰ふん囲い気きの小じゃれた店だった。

　見た目からしてもうハイセンスなオーラがバリバリ。

　中に入ってみると外がい観かんと変わらないセンスのいい内ない装そうで、思わず感かん嘆たんのため息いきが出ちまった。

　や、ホントに俺たちこんなところに入っていいのか……？

　初めて東とう京きよう駅えきにやって来たお上のぼりさんみたいに挙きよ動どう不ふ審しんになる俺たちに、オシャレレベル42くらいの店員さんがにこやかに声をかけてきた。

「いらっしゃいませ！　ご予約のお客きやく様さまですか？」

「あー、はい。小こ春はる原ばらですけど……」

「小春原日ひ和より様さまですね！　はい、お待まちしておりました。お荷物お預あずかりします。どうぞこちらへ！」

「……は、はいです」

　愛あい想そのいい声を受けて日和がベム●ター色のコートとバッグを差し出す。

　そして案内されるがままに、そのままぽすんと鏡かがみの前のイスへと座すわった。

　なんかふるふるしてるな。初めての毛け刈がりを控ひかえた子こ羊ひつじみたいだ。

「こんにちは。本日担たん当とうさせていただくスタッフの谷口といいます。よろしくお願いしますね。今日はどのようになさいますか？」

　明るい感じの女の店員さん──もといスタッフさんがにこやかにそう尋たずねてくる。

「あ、は、はい。え、えと……」

　それにもじもじと指回し運動で答える日和さん。

　だがやがて遠えん慮りよがちながらベム●ター二世色のセーターのポケットから切り抜きのようなものを取り出してきた。

　お、何かやってみたい髪かみ型がたを自分で選んできてたのか？

　意外に日和も乗り気なのかね。何はともあれ積せつ極きよく的てきなのはいいことだ。いったいどんな髪型を選せん択たくしたのか……と日和の手て元もとを覗のぞき込んでみると、そこにはゴージャスな装そう飾しよく文字とハデハデな写真とともに『ハリウッドスター御ご用よう達たし！　クイーンウェーブ。これで貴女あなたも世界のスーパーモデル！』と書かれてた切り抜きがあった。

「み、身みの程ほどを知れっ！」

　思わず即そく座ざに（一秒）突つっ込んじまった。

　いくら何でも高たか望のぞみしすぎだ！

「あ、あう……」

　しょんぼりと下を向く日ひ和より。

　だがすぐに気を取り直したように「……う、うんっ……」と地じ味みに顔を上げたかと思うと次に取り出した切り抜きは、

『ラグジュアリー＆セクシー。昇しよう天てんペガサスＭＩＸ盛もり。トルネード花おい魁らんアップ』

「ほ、方向性が致ち命めい的てきに間ま違ちがってる！」

「うう……」

　そこにあったのはなんか頭が通常の二・五倍くらいの大きさになっていて、さらにその上に船の模も型けいのような髪かみ飾かざりだとか天翔かけるペガサスのカチューシャだとかが載のせられた珍ちん妙みような髪型（？）だった。

　いや普通に考えてこれはないだろー。なんかゲームのラスボスとかそういう風ふう体ていだし、下へ手たすりゃあ頭ず突つきだけで人が殺やれそうだし。似に合あうとか似合わないとかそういう以前の問題だ。

「え、ええと、ではどのようになさいますか？」

　店員さんが少し困こまったように尋たずねてくる。

　ううむ、とはいえ雑ざつ誌しに載ってる他の髪型も……正直、合うかは微び妙みようなんだよ、な。

　どちらかと言えばキレイ目というかお姉さん向けなラインナップ。

　一いつ般ぱん的てきに見れば汎はん用よう性せいがあって比ひ較かく的てきだれにでも似合う髪型なんだろうが、こと日和のキャラに関しては致命的に似合わん。馬ま子ごに間違って傾かぶ奇き者ものの衣い装しようを着せちゃいました、みたいな。日和には、もっとこう、ぽわぽわしたというかふわふわとしたかわいらしい感じが合うっつーか……

　雑誌を前に二人して頭を悩なやませていると、

「あの、お客きやく様さま、よろしければカタログをお持ちしましょうか……？」

「え？」

「当店のヘアカタログです。色々とバリエーションがありますので、お客様のお気に召めすものが見付かるんじゃないかと……」

　意思統とう一いつがまったくもって取れていない俺たちを見かねたのか、スタッフさんがそう提案してきてくれた。

「あー、はい。お願いします」

　ここはそれが一番だろうね。

　餅もちは餅屋。オシャレレベル３（スライムレベル）の俺たちが悩むより、遙はるかに確実だ。

　うなずき返して、カタログとやらを持ってきてもらう。

「こちらになります」

　手て渡わたされた小しよう冊さつ子しには、実に色んな髪型が載っていた。

「へえ……」

　ショートからロング、ウイッグやパーマを用いたアレンジ、姫ひめ仕し様ようの超ちよう巻まき髪がみウルトラスパイラル（縦たてロール十五段）なんてもんまである。ううむ、髪かみ型がた一つとっても様さま々ざまなバリエーションがあるんだね。驚おどろいた。

　日ひ和よりも地じ味みに興きよう味み深そうにそれらの見本写真の数々を見ている。

「…………」

　さて、普通に考えればここは日和が気に入ったものにするのが一番なんだが、何せさっき選んだのがアレ（スーパーモデル＆鈍どん器き）だからなあ……。それはある意味かなりデンジャラスかもしれん。ていうか絶対にウルトラスパイラルを選びそうだ……

　そんなことを考えながら意外にアバンギャルドな趣しゆ味みの地味っこの方をチラリと見ると、

「あ……え、えと、どれがいいか、おにーちゃんに、選んでもらっても、いいですか……？」

「お？」

「どの髪型がいいか……お、おにーちゃんが選んでくれると……嬉うれしい、です」

　そんな答えが返ってきた。

「む、そうか？」

「……は、はい。個人的には、その、ウルトラスパイラルに惹ひかれるものを感じるんですが……な、何か違ちがう、っていうのも分かります……。でもおにーちゃんの選んでくれるものなら、きっと好すきになれると思うから……」

　じっとこっちを見ながら小さくそう言ってくる。

　どうやら自分の少しばかり（……ということにしておく）偏かたより気ぎ味みなセンスに地味に自じ覚かくはあるみたいだった。

「ん、そうだな、だったら……」

　実は一つだけ気になってたのがあったんだよな。

　カタログの片かた隅すみにあってそこまで大きくは扱あつかわれていない割わりと普通っぽい髪型。

　そこまでめちゃくちゃ人ひと目めを引くだとかトレンドの最さい先せん端たんだとかそういうんじゃないんだが、日和にはこういう方が似に合あう気がするんだよ。

　なので、

「これでも大だい丈じよう夫ぶか？　俺はけっこういいと思うんだが……」

「あ、は、はいです」

　確認すると日和はこくんとうなずき返してくれた。「お、おにーちゃんが、気に入って、くれたなら……」

　スタッフさんも「あ、いいですね。ハデではないですけどかわいらしい感じで、お客きやく様さまに似合うと思いますよー」と言ってきてくれる。

「あー、じゃあこれでお願いします」

「分かりました。ではまず流しますのでシャンプー台の方へ──」

「は、はい……（どきどき）」

　そして始まった日ひ和よりの美容室初はつ体たい験けん。

　日和も最初は理り髪はつ店てんとの違ちがいに戸と惑まどい気ぎ味みで、仰あお向むけに倒たおすタイプのシャンプー台に後こう頭とう部ぶを思いっきりぶつけて「あ、あうっ……」と涙なみだ目めになったり、シャンプー中に「どこかかゆいところはございませんか？」と訊きかれて「え？　え？　え、えと、あ、せ、背中が少し……」なんてトンチンカンな受け答えをしたりもしていたが、少しずつその雰ふん囲い気きにも慣なれていったようだった。

　わたわたとしながらも緊きん張ちようした面おも持もちでカットスペースに座すわる地じ味みっこを遠とお目めで眺ながめつつ、

　その間俺は待まちスペースで適てき当とうに雑ざつ誌しを読んだり出された梅うめコブ茶ちやを飲んだりしつつ時間を潰つぶしていて、

　で、時間にしておよそ一時間半ほどが経けい過かした頃ころ。

「──はい、できました。これでよろしいでしょうか？」

「お」

　そんなスタッフさんの声が響ひびいた。

　どうやら作業が終しゆう了りようしたようだった。

　おお、どうなった？

　興きよう味み半分期き待たい半分でイスから立ち上がる。

「……え、えと……」

　スタッフさんの声に小さく答えて、恥はずかしそうにもじもじと奥おくのカットスペースから出てきた日和。

　その姿すがたは──

「あ、ど、どうでしょう……？」

「お……」




　そこには──まさにブランニュー日和さんがいた。




「…………」

　それは文字通りブランニューとしか言いようがないんだよ。

　いや基本は普通のロングヘアーなんだが、なんか髪かみの質しつ感かんがこれまでの五倍増しでさらさらでつやつやになっている。キューティクルがきらきらと天てん使しの輪みたいに光り輝かがやいて見えるっていうか……。さらにどこかもっさりとしていた髪が全体的に軽やかな感じになって、今までよりも三倍増しで明るくなったような印いん象しようを受うける。

　もちろん、目を覆おおい隠かくしていた前まえ髪がみもいい具ぐ合あいに短くなっていて。

　それは、見た目だけ見ると軽く別人のようで──

「…………」

　これ、ホントにあの日ひ和よりか……？

　や、そりゃあ髪かみ型がたを変えれば多た少しようは雰ふん囲い気きも変わるとは思ったよ？　思ったからこそこんな表おもて参さん道どうくんだりまでいっしょに来たわけだが……まさかここまで劇げき的てきビフォーアフター的なメタモルフォーゼだとはこれっぽっちも予想してなかった。

　そのあまりの変わりっぷりに思わずその場でゼラチンを入れすぎた手作りゼリーのように固かたまっていると、

「……おにーちゃん……？」

「……え？」

「……あ、あの……あんまり、似に合あってません、か……？」

　日和が少しだけ不安そうにじっとこっちを見上げていた。

「え、あ、い、いや、いいと思う」

「ほ、ほんと、ですか……っ……？」

「あ、ああ、かわいいと、思う、ぞ」

　それは本当に心からそう思った言こと葉ばだったんだが、

「え、か、かわ……っ……!?」

「あ、ああ……」

「……あ、あう、う、嬉うれしい、です……」

　途と端たんにぱあっと表情を輝かがやかせる日和。

　その笑え顔がおは決してハデではないものの、まるで野のに咲さく小さな花のように不ふ思し議ぎと俺の目を惹ひき付けるもので……

「…………」

　むう、なんか日和であって日和でないものを見てるみたいで、少しばかり戸と惑まどうな。

　テレビで見てたアイドルを生なまで目の前で見た時の気分というか……（それも違ちがうか）

　い、いや髪型の力ってのはすごいもんだね……







　　　２




　美容室を出て、次に俺たちが向かったのはセレクトショップだった。

　何せ髪はいい感じになったものの、日和さんの服ふく装そうは相あい変かわらずタイ●ントのままである。あまりにアンバランスすぎてホントに合体怪かい獣じゆうみたいだからな。

　というわけで再ふたたび表参道の通りを歩いて、雑ざつ誌しに載のっていた店へと入る。

　こっちもこっちでモデルさんだとか芸げい能のう人じんだとかが似合いそうな相変わらずのオシャレ空間だったが、さっきまでのハイセンスな街まち並なみだとか美容室だとかを経へて少しは慣なれてきたみたいだ。人間その気になればどんな環かん境きようにも適てき応おうできるってのは本当だね。

「……わあ、かわいいお洋よう服ふくがいっぱい、です……。わたし、こういうお店に来るのって、初めてで……」

　店内に飾かざられた色鮮あざやかな服の数々を見るなり、日ひ和よりが嬉うれしそうにきらきらと目を輝かがやかせる。

「？　今まで服とかはどうしてたんだ？」

「あ、えと、それは『お洒しや落れの店・ドリアン』で……」

「『ドリアン』……」

　……って、もしかしてあれか？　『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の近くにある個こ人じん商店で、七十二歳さいのトメばあちゃんが趣しゆ味みで経営してる……

　……いやマジですか？

　あの店でだれかが買い物をしてるのって見たことないよ？

　何せ一二〇パーセント趣味でやってる店てん舗ぽだから宣せん伝でんとか売り上げ努力とかは皆かい無むだし、そもそもトメばあちゃん本人も売れることは想そう定ていしてないっていう道どう楽らく営業っぷりだ。まあ本人は年金と最近始めた株かぶのデイトレードとで余よ裕ゆうの老ろう後ご生活を送ってるみたいだし。ゆえに並べられている商品は全体的にしょっぱいものばっかりで……ああ、だからこの地じ味みっこ、今まであんなにマタンゴでタイ●ントだったのか……

　キノコの精せいやら暴ぼう君くん怪かい獣じゆうやらの裏うら事じ情じようが分かって納なつ得とくした気分になる俺に、

「……だから、とっても新しん鮮せんな気分、です……。ドリアンのお洋服も大好きなんですけれど、こういう色とりどりなのも楽しくて……。えへへ……」

　目の前に置かれていた服の一つを手に取りながらはにかんだように笑う。

　その笑え顔がおはやはり地味さの余よ韻いんを残しながらもところどころに華はなやかな彩いろどりが垣かい間ま見え、どこか人ひと目めを惹ひき付けるものだった。飾かざらない控ひかえ目なかわいさが逆ぎやくに好こう感かんを持てるというか……

「……」

　──って、いかんいかん、何を日和に見とれてるんだ！

　いくら姿すがた形かたちが多た少しよう変わったからってあれは地味っこ日和だ、日和。地味の化け身しんでほとんど妹みたいな存そん在ざい。目を奪うばわれるだとか思し考こうを持ってかれるだなんて、キャトルミューティレーションに来た宇う宙ちゆう人じんが逆ぎやくに牛うしからの反はん撃げきを食らってロズウェル状じよう態たいになるくらいあり得ない。

　ブンブンと前後左右にヘッドバンキングをしてそのことを脳のう髄ずいに再さい確かく認にんさせる。よし、よく分からん妄もう想そうは海かい王おう星せいの彼方かなたに吹ふき飛んだ！

「……お、おにーちゃん……？」

「ん、何でもない」

「……え？　う、うん……」

　どこぞのヴィジュアル系けいバンドのように頭を振りまくる俺を日ひ和よりが悪あく霊りように取り憑つかれた自じ称しよう霊れい媒ばい師しを見るみたいな目で見ていたが、それはひとまずさておき。

　──ゴホン、閑かん話わ休きゆう題だい。

　だけど──たまにはこういうのも悪くないもんだね。

　棚たなに並ぶ洋服やアクセサリーに地じ味みに目を輝かがやかせながら、年とし相そう応おうな楽しそうな笑え顔がおを浮かべる日和を見てるとそう思うんだよ。

　今まで日和と出かけることといったらお一人様一つの限定セールの買い出しだとかバーゲンセールの買い出しだとかタイムセールの買い出しだとか生活感溢あふれるものばっかりで、こんな風ふうに買い物自体が目的なことはなかった。個人的にも意外と楽しいし、こんな日和の顔が見られるんならこうして落ち着いて買い物をするのも悪くないというか。

「どうだ、何か気に入ったのとかあったか？」

　うきうき顔で服を手に取る日和に何気なく訊きいてみると、

「あ、はいです。えと、これが……」

「…………」

　日和が選んだのは、なんかやたらときらびやかでドハデな衣い装しよう（？）だった。

　頭の部分にクジャクみたいなでかい飾かざりがあつらえられていて、天てん空くうに向かって雄お々おしく翼つばさを広げている。全ぜん身しんにはラメっつーかスパンコールみたいな銀色の装そう飾しよく物ぶつが大量にぶら下がり、その全すべてが親の仇かたきのようにギランギランと光り輝いていて……

「………………」

　ほとんど大おお晦みそ日かの紅こう白はくとかのトリで有ゆう名めいな演えん歌か歌手が着てそうな、見るからにデザイナーさんが趣しゆ味みと自じ己こ満足だけでやっちゃいました的な一いつ品ぴんなんだが、当とうの本人はこれ以上ないくらいイイモノを見つけたって顔でほくほくと目を輝かせている。

　……どうも日和さんのセンスは地味か派は手でかの両りよう極きよく端たんに振り切れてるみたいだな。というか基本的にセンスがおばあちゃん（ハデか地味かしかない）……なの、か……？

　仕し方かたがない、ここは再ふたたびテコ入れを──

「ひ、日和、よければまたおにいちゃんが選んでもいいか？」

「え……？」

「あー、な、何て言うか、それもいいとは思うんだが、もっと日和に似に合あうのがあると思うんだ。たとえば、こっちの方がかわいいんじゃないかと……」

　控ひかえ目にそう言ってみる。

　すると日和はじっと俺の顔を見上げてきて、

「えと……おにーちゃんは、そう思います、か……？」

「ん、ああ」

「……。そ、そうですか……。だ、だったら……は、はい。お願ねがいしますです」

　胸むねの前で手をグーにしながらこくんとうなずいてきてくれた。

「よし、任まかせとけ」

　日ひ和よりのお気に入りだったクジャクスパンコールはとりあえず力いっぱい棚たなの脇わきに置いておき、他のめぼしいものを選び始める。

　もちろん俺一人のオシャレセンス（ゴブリンレベル）じゃあ危ないことこの上ないため、持ってきた雑ざつ誌し（『CYAINCYAIN』）を参さん考こうにしつつ、また周まわりの店員さんたちにも色々と訊きいて選んでいく。

　で、最終的にまとまったのは、

「こんな感じで……どうだ？」

「わ、わあ……」

　日和が小さく声を上げる。

　控ひかえ目めな桜さくら色いろをしたかわいらしい感じのワンピースに白いスカート、柔やわらかい水色のマフラーと明るめの白のコート、それとクリーム色をしたブーツだった。

　全体的に淡あわく明るい色でまとめられたコーディネート。地じ味みすぎることもなく、だからといって目立ちすぎることもなく、なかなかいいセンでまとまってるんじゃないかと思うんだよ。こうしてリューアルした髪かみ型がたと合わせてみるとどこかいいところのお嬢じよう様さまっぽく見えたりもする。日和なのに。

　日和も気に入ってくれたのか鏡かがみの前でぱたぱたと遊び盛ざかりの仔こペンギンみたいに小さく跳はねたりして、

「……あ、ありがとう、です、おにーちゃん。とってもかわいいのを選んでもらえて……すごく、すてき、です……」

　首をちょこんとかたむけながらふにゃんと相そう好ごうをくずす。

　隣となりにいた店員さんも「よく似に合あってますよー。お姫ひめさまみたいです」と言ってきてくれて。

　実じつ際さい問題、このラインナップはこの上なく似合っていた。

　いやもちろん似合うと思って選んだラインナップとはいえ、ここまでベストマッチだとホントに言こと葉ばもないな。ほとんど髪かみの時と同じような感想のような気もしないでもないが、何ていうか柔やわらかくて淡あわい色しき調ちようがこの元もと地味っこの日和さんにはホントにぴったりなんだよ。

「……」

　しかし……驚おどろいたね。

　女の子ってのは化ばけるもんだってのは風のウワサとかには聞いてたけど、それを目の前で実じつ践せん（？）されるとまた違ちがった驚きがあるというか。とはいえここまで劇げき的てきにメタモルフォーゼしたのは、元もと々もと日和の素そ材ざいが良かったってのも……あるとは思うんだが。







　それからもしばらく表おもて参さん道どうやら原はら宿じゆくやらを適てき当とうに散さん策さくしてみたりした。

　有ゆう名めいなラフォーレ（俺でも名前くらいは聞いたことがある）とやらでウインドウショッピングをしたり、露ろ店てんを冷やかしてみたり、その辺へんの通りを歩きながらクレープを食べたりしてみる。

　どうせここまで来たんだから色々経けい験けんしとかんと損そんだよな。人生においてもう二度と訪おとずれることがないオシャレスポットかもしれんし。それに次の目的地に向かうまでにはまだ少し時間があったりもするしな。

「わぁ、制せい服ふく姿すがたのおんなこたちがいっぱいいます……。部ぶ活かつ帰りとか、でしょうか？」

「どうだろう。それか修しゆう学がく旅行生とかかもな」

「あ、なるほど、です。竹たけ下した通どおり、有名ですから……」

　午後になってますます人が増えてきた街まち並なみを、メタモルフォーゼした日ひ和よりとそんなことを話しながら歩いていく。

　うーむ、これもこれで何とも不ふ思し議ぎな感かん覚かくなんだよな。

　隣となりにいるのは地じ味みっこ日和。

　だけど今は見た目だけで判断すれば、かわいらしい服ふく装そうに身みを包んだお嬢じよう様さま風ふう味みな女の子だ。

　日和であって日和でないような、でも時とき折おり見せる無む邪じや気きで地味なところはこれ以上ないってくらいに地味っこな日和なままで……むう、なんか微び妙みようにヘンな気分なんだよ。

「わ、おにーちゃん、あれ、見てください。風ふう船せんを配くばってます……」

「ん？　どこだ？」

「あそこの道の角かどで……あ、あうっ」

　ごいん！

　道の脇わきに飾かざられていたマネキン（白いウサギのやけにリアルな被かぶり物付き。アリスか何かのモチーフか？）に思いっきり顔がん面めんをぶつけていた。

　こういう薄はつ幸こうなところはまんま日和だな……

　そう思うと自然に笑えみがこぼれてくる。

　まあ、そんな難むずかしく考えることはないか。

　や、頭を押さえながら目に軽く涙なみだを浮かべる年下の女子を見て十六歳さい男子が微笑ほほえんでいる姿は客きやく観かん的てきに見ればかなり不ぶ気き味みかもしれんためそこは多た少しよう考えんといかんところかもしれんが、そうじゃなくてこの地味っことの接せつし方についてである。

　何だかんだいっても、日和は、日和だしな。

　いかに見た目がお嬢様になったからって、そこが変わるわけじゃあるまい。心しん頭とう滅めつ却きやくして、奈な良らの大だい仏ぶつのような動じない心で普ふ段だん通りに接すればいいだけだ、うむ。

　そう結論付けてウンウンと心の中でうなずいていると、

「…………」

　と、その日ひ和よりさんが何か物言いたげな顔でこっちを見上げていた。

「ん、どうした？　何か気になる店でもあったのか？」

「……え？　あ、う、ううん、そうじゃ……ないです。え、えっと、あ、あの……」

「？」

「……そ、その、えと……」

　さっきまでよりもちょっとだけ俺の身体からだに近づきながら、いつかウチの学校に一人でやって来た時のように、もにょもにょと指回し運動をする。

　──ああ、なるほどね。

　そういう気分ってことなのか。

　俺は心の中でうなずいて、

「ほら」

「え……？」

「手、繫つなぐんだろ？」

「あ……」

　ポケットに入れていた左手を差し出すと、日和は親おや犬いぬを前にした甘あまえ盛ざかりの仔こ犬いぬみたいなものすごい嬉うれしそうな顔をして、だけど少しだけ遠えん慮りよがちにきゅっと握にぎり返してきた。

「……お、おにーちゃんの手、おっきい、です……」

「ん、そりゃあいちおう男だしな」

「……うん。それはそうなんですけど……で、でも、それよりも〝おにーちゃん〟だからだと、思います……」

「？」

　何だそりゃあ？

　だけど日和は俺のその質しつ問もんに答えずに、照てれたように笑いながら「え、えへへ……」と嬉しそうな表情を向けてくる。

　むう……なんか気き恥はずかしいというか、よく分からん気分だね。




　まあそんな感じに色々と回っていき。

　次に俺たちが向かったのは──







　　　３




　目の前にあるのは整せい然ぜんと並べられた高こう級きゆうそうなフォークやナイフ、グラスだった。

　おそらくはそれらの一個を取ってみても『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の二、三ヶ月分の食しよく費ひになりそうな食器の数々。

　さらにそれらが載のっているテーブルの上には見るからに上等なクロスがかけられていて、琥こ珀はく色いろをしたスープやら魚の煮に付つけっぽいもの（？）やらの料理を彩いろどっている。

「な、なあ日ひ和より、この料理、何て言うんだ……？」

「え？　え、ええと……おさかな、さん……？」

「まあ、魚ではあるみたいだが……そうじゃなくて、料理名とかは……？」

「あ、あの、ごめんなさい……お料理の種類とかお名前とかは、まだ勉強中、なんです……」

　やり取りされるのはそんな会話。

　俺たちがいるのは……一いち見げんさんお断りのミシュランで三つ星ぼしの高こう級きゆうレストランだった。

　表おもて参さん道どうの一角にあるフランス料理店。

　周まわりの他の客たちは品ひんのいい身みなりをした初しよ老ろうの夫婦やら、高こう価かそうなスーツを着こなしたいかにもＩＴ企き業ぎようの若社長といった雰ふん囲い気きの男やら、華はなやかなドレスを身みにまとったゴージャスなお嬢じよう様さまやら、見るからに上流階級な面々である。

「…………」

　うう、浮いてるな、俺たち。

　というか主おもに俺が、か。

　対面の日和さんはお嬢様メタモルフォーゼの効こう能のうでまだマシというかそれなりに風ふう景けいに溶とけ込んでるんだが、俺の浮き具ぐ合あいがひどい。ほとんどアヒルの群むれの中に別に白はく鳥ちようでも何でもないただのガチョウの子が紛まぎれ込んじまったレベルである。

「あー、日和、この野や菜さいは……？」

「こ、これ、は……え、ええと、きのこさん……？」

「い、いや、それは分かるが……」

「……」

「……」

　肩かた身みの狭せまいことこの上ない思いをしながら小さな声でそんなことを言い合う。

　そういうわけで明らかに場ば違ちがいもいいところなんだが（特に俺が）……実のところ、ここもいちおう最初から来る予定に入っていた折おり込み済ずみスポットなんだよ。

　本日の日和さんメタモルフォーゼミッションの最終目的地。

　何だって俺たちがこんなセレブでブルジョワな雰囲気の店に入れているのかというと──







「……ほら、これをやるわ」

　桃もも子こがブタにエサでもやるような顔で俺のことを見下しながらそんなことを言ってきたのは昨さく晩ばんのことだった。

「？　何だ、この紙」

「……おしょくじけんよ」

「汚お職しよく事じ件けん？」

　って、なんかパー券とかそういうのをさばかせようってのか、このビッチ!?

「……死ね。そうじゃなくてお食事券よ。表おもて参さん道どうにある『HOSHINO』の、特別招しよう待たい券けん。これで明日はピヨといっしょに夕ゆう飯はんでも食べてきなさい。いいマナーの勉強になるから」

　真ま冬ふゆの石の下のダンゴムシでも見るような目でそう言ってくる。

　よく見てみればこれ、表参道にある高こう級きゆうレストランの招待券だな。会員専せん用よう特別無料招待券って書いてあるし。や、こいつが渡わたしてくるもんだと、経けい験けん上じようどうしても警けい戒かい心しんが先に立ってな……

「だけどこんなもんどうしたんだ？　まさかだれかを脅おどして……」

「……くたばれ。んなわけないでしょう」

　いやお前の場合本気であり得えるから訊きいてるんだが。

　すると桃もも子こはものすげぇイヤそうな顔をして、

「……実じつ家かのツテを使って手に入れたのよ」

「実家？」

「……そうよ。ここの料理長は昔むかしからうちの実家と懇こん意いでね。だから霧きり嶺みねの名前を出して頼たのめばほぼ無む条じよう件けんでこういったものは入にゆう手しゆできるってわけ。……ちっ、ほんとはやだったんだけどね。あのバカ親父の名前を出すのもシャクだし……。でもピヨのためならしょうがないでしょう」

「……」

　こいつ、性せい格かくは最悪だが日和に対してだけはものすげぇ面めん倒どう見みがいいんだよな。

　レッスンが始まってからは毎日欠かさず朝あさ飯めしからマナー指し導どうをしてるし、その前からも日和のことだけは日ひ頃ごろから色々と気にかけていた。その気き遣づかいの百二十八分の一でいいから他のことにも振り分けてくれと思うんだが。

　というか桃子に限らず、基本的に『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の住人は皆日和には基本的に甘あまい。

　社会的にはほぼダメ人間の最さい高こう峰ほう（最さい底てい辺へん？）と言っていい存そん在ざいで、周しゆう囲いの人間とはほとんどまともにコミュニケーションを取りやがらない偏へん屈くつ電でん波ぱ女おんな（ちなみに桃子ではない。そういう問題児がまだあそこにはいるんだよ……）とかも、日和に対してだけは不ふ思し議ぎなくらい優やさしげな態たい度どをとるんだよな。

　何か相あい性しようとかそういうもんがあるのかね。確たしかに日和にはどこか放っておけない保ほ護ご欲よくを誘さそう小動物的な雰ふん囲い気きがあるのは分かるんだが。

　とまあその辺へんは余よ談だんなんだけどね。







　──ともあれそういうわけで、お食事券をゲットしたのである。

　そして現げん在ざい、日ひ和よりと二人でこうして借りてきたネコのようにテーブルで小さくなっているわけなんだが。

「…………」

　やっぱり落ち着かんな……

　カチャカチャとフォークとナイフを不ぶ器き用ように動かしながら目の前の白しろ身み魚ざかなを解体していく。

　と、

　カチャン！

「む」

　背せビレの辺あたりの骨ほねを外はずそうとしていたところで、あまりにセレブな雰ふん囲い気きに右手が痙けい攣れんでもしたのかナイフを落としちまった。

　むう、ナイフとか普段あんまり使わんからな。日に本ほん人じんはやっぱり箸はしだろ？　ほら、この白身魚の何とかとやらもナイフなんかで切り分けるより、箸で突つついた方が身みもキレイに取れて魚くんとしても本ほん望もうだろうし……

　などと心の中で何だかよく分からん言い訳わけしつつ拾ひろおうとして、

「あ、だ、だめです、おにーちゃん……」

「え？」

　と、日和が小さくそう声を飛ばしてきた。

「え、えっと、食事中にフォークやナイフなどを落としてしまった場合、手を上げて店員さんを呼んで、店員さんに拾ってもらわないといけないそうです」

「む、そうなのか？」

「は、はい、です。自分で拾ってしまうのはマナー上あんまりよくないみたいで……。桃もも子こおねーちゃんも『ふん、地べたに堕おちた薄うす汚よごれた食器なんて、その店のイベリコ豚ぶたどもを這はいつくばらせて拾わせればいいの。ピヨがわざわざイスから立つ必ひつ要ようなんてないのよ』って言っていましたから……」

　そういうもんなのか……

　豚うんぬんはともかく少しだけ感心した気分になる俺に、

「えっと、他にも色々と教えてもらいました。ナプキンの使い方とか細かいマナーとか……。たとえばお食事の途と中ちゆうでちょっとだけ席せきを立つ時には、フォークとナイフは八はちの字じ型がたに交こう差ささせておいておくそうです。……も、桃子おねーちゃんは『いい、フォークとナイフをそれぞれ壮そう年ねんのイギリス人紳しん士し（♂・名前：リチャード）とヤンチャな日本人青年（♂・名前：大だい地ち）だと考えるの。それでリチャードと大地が脚あしを八の字にして獣けもののように絡からみ合ってるって覚えておきなさい。それで問題ないわよ』と、言っていました、です」

「……」

　だからそういったホ●の知ち識しきを日ひ和よりにすり込むなっつーのに。

　まあ、それ以外ではいちおうちゃんとレッスンしてくれてるみたいなんだがさ。

　しかし……日和もしっかりとやってるんだね。

　こういった普ふ段だんとは違ちがったアウェイな場面でも、雰ふん囲い気きに吞のまれずにちゃんと覚えたことを実じつ践せんできるってのは大たいしたもんだ。やればできる子なんだよな、日和は。地じ味みだけど。

　とはいえ、全部が全部完かん璧ぺきってわけでもなかったけどな。

　そこはやっぱり庶しよ民みん歴れき十四年のベテラン庶民であって。

　例えばノドが渇かわいたのか目の前にある水の入った食器に手を伸ばそうとして、

「……日和、それはフィンガーボールだ」

「……え？　あ、ほ、ほんとです……。え、えっと、だったらこっちを」

「……ちなみにそっちはポタージュスープのカップだと思うんだが」

「！　あ、あれ……。ま、間ま違ちがえちゃいました……」

　などとあせあせとしていたり。

　グラスに注そそがれていた発はつ泡ぽう水すいを冷やすためにテーブルに置いてあったバケツ（？）から氷を取ろうとして、

「……や、日和、それはボトルを入れて冷やすためのバケツだと思うんだが」

「え、え？　そうなんですか……？」

「ああ、たぶん……」

「え、えと、アイスデキャンタかと思ってました……」

　などとまごまごとしていたり。

　やっぱり見かけはお嬢じよう様さまになっても中なか身みは日和は日和だ。なんか少しだけ安心した……って微笑ほほえましく思うのは俺の勝かつ手てな都つ合ごうなのかね。

　と、そんな感じに食事を進めていく。

　どこぞの料理で世の中の出で来き事ごとの九割わりが解決される某ぼう国こく民みん的てきグルメ漫まん画がだったらそれだけで解説に見開き一ページ丸々あてられそうなほど肉にく汁じるが溢あふれ出るステーキやらどでかいロブスターの姿すがた焼やき（？）やら、今までに食べたこともないようなセレブな味あじに舌した鼓つづみをデスメタル系けいバンドのドラムのように乱らん打だしつつ目の前の料理を平らげていき、

「……」

　──とにかくこれで本日のミッションは無ぶ事じ終しゆう了りようだ。

　目の前でデザートのティラミスをもむもむと食べている日和を見ながら思う。

　日和のメタモルフォーゼもうまくいったことだし、日頃のレッスンの成せい果かも垣かい間ま見ることができた。これで日和のお嬢様in姫ひめ乃の宮みやへの道も少しは近づいたかもしれん……と思ったりもしたわけだが。

　そうは簡かん単たんにいかないところが、やっぱりこの地じ味みっこなんだよな。

　この時点では盲もう点てんになっていたこと。

　というかそもそも今日わざわざこんなところまでやって来て解決しようとした根こん本ぽん的てきな事じ象しようが実のところまだ何ら解決していなかったことに……この時は気付いてなかったんだよ。







　それは食事を終えて、出入り口のところで会計を済すませようと（無料招しよう待たい券けんで）していた時のことだった。

「ありがとうございました。お会計はこちらになりますが……」

「あー、すみません、これがあるんですが……」

「会員様専せん用ようの招待券ですね？　はい、承うけたまわっております。霧きり嶺みね様さまのご紹しよう介かいでいらっしゃいますね？　いつもありがとうございます」

「あ、い、いえ」

　丁てい寧ねいな物言いに少しばかり恐きよう縮しゆくしながら桃もも子こからもらった招待券を渡わたし、さらにちょっとしたアンケート用紙のようなものに本日の感想なんかを記入していく。

　その間、日ひ和よりは少し離はなれた通路にちょこんと置物のように立って、カウンターの向こうに飾かざられたなんかシュールな感じの絵かい画がをじ～っと眺ながめていた。

　うーむ、相あい変かわらず着ちやく眼がん点てんが渋しぶいというか地味というか。

　見た目は年とし相そう応おうの格かつ好こうになってもそういうシルバーなところはちっとも変わっちゃいない。きっともう身体からだの芯しんに染しみついてるんだろうね。

　アンケートの「本日最もつともお気に召めした料理」の欄らんに「魚」と埋うめながらそんなことをそこはかとなく思ったりもしていて、

「……」

　アクシデントが起きたのはその次の瞬しゆん間かんだった。

　──とりあえず断言してもいい。

　この時の日和は別に物もの陰かげとかに立っていたわけでもないし、通路の死し角かくになるような位置に立っていたわけでもない。店の中にいればどこからでも見える、避さけようと思えば興こう奮ふんしたバッファローだって避けられるだろう場所に一人ちんまりと座ざ敷しき童わらしのようにたたずんでいただけだ。

　なのにも関わらず、




　ガシャン!!




「……きゃっ……!?」

「！」

　そんな何かが落下する音と日ひ和よりの小さな悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたった。

　見てみると通路の脇わきで日和が尻しり餅もちをついていて……その眼がん前ぜんではいまいち何が起こったのか分からないといった顔で呆ぼう然ぜんとする店員とともに、たくさんの料理が食器といっしょに床ゆかに散さん乱らんしていた。

「日和!?」

　思わず声を上げちまった。

　一部始し終じゆうは目に入っていたが、どうやら料理をトレイに載のせて運んできた店員と正面からぶつかったみたいだ。

　それだけだったらよくある……と言っちゃあアレだが、飲いん食しよく店てんではそれなりに頻ひん繁ぱんに起こりうることではあるんだが。

　だけど今のぶつかり方は……

「明らかに、不自然だろ……」

　今のはたまたま店員の不注意でぶつかったとか日和がぼーっとしていたとかそういうんじゃなかった。そんな簡かん単たんなものじゃなくて、まるでそこに日和がいることがまったくもって認識されていなかったみたいな……。あの衝しよう突とつの仕し方かたは、そうとしか思えない。

　そしてそんなことが生じる原げん因いんと言えば……

「……」

　まさか……セピア色機き能のうが発動した？

　そう思いたくはないが、考えられるのはそれだけなんだよ。

　今のようにぶつかるはずのないシチュエーションで見事にぶつかる光景は、日和絡がらみではこれまでに何度も見てきた。それまではその薄はつ幸こうさゆえの出で来き事ごとかと思っていたが、どうやら違ちがうらしいということが最近判明した事実。

　それはまさにこの地じ味みっこのセピア色が発動した瞬しゆん間かんであって……

「…………」

　でも何でだ？　髪かみ型がたはいい感じに変わったし服だってマタンゴやタイ●ントから春の桜さくらみたいな明るいラインナップにシフトチェンジした。見た目はこんなに色いろ鮮あざやかなお嬢じよう様さまになったはずなのに……

「……あ、す、すみま、せん……っ！」

　起き上がりながら必ひつ死しに頭を下げる日和。

　そこでようやく店員もこの地味っこのことを認にん識しきしたみたいだった。

「あ、こ、こちらこそ、も、申もうし訳わけございません！」

「そ、そんな……わ、わたしがぼーっとしていたから……あ、お、お料理が……っ」

　遅おくれて床ゆかの上の惨さん状じように気付いた日ひ和よりが慌あわてて料理やら皿さらやらを拾ひろい集めようとする。

　だがそれを見た店員はさらに慌てたように声を上げて、

「あ、いえ！　どうぞお気になさらずに、お客きやく様さまはお下がりになっていてください」

「え？　で、でも……」

「大だい丈じよう夫ぶですから。ここは私どもに任まかせて……」

「え、えと……あ、で、でしたら、食しよつ器きを拾うだけ、でも……」

「それもご不ふ要ようです。どうかお手を出さずに……っ！」

　手て伝つだいをしようとする日和とそれを止めようとする店員。

　その押し問もん答どう的てきな雰ふん囲い気きに周まわりの他の客達もザワザワと騒さわぎ始めて──

　……むう、なんかややこしい感じになってきたな。分からんが、こういうアクシデント的な場面では店員に任せた方がいいんじゃないのか？　ヘタに手を出すと話が面めん倒どうくさくなりそうだし……

　とにかく何にせよ日和のもとへと駆かけ寄ろうとして、




「──お止めなさい、そこの貴女あなた」




　どこからかそんな凛りんとした声が響ひびき渡わたった。

　決けつしてそこまで大きくはないのだけれどよく通り、そしてどこか人を惹ひき付ける響きを含ふくんだ声。

「お……」

「……え……」

　思わずその場にいた全員の視し線せんが声の元もとへと集中する。

　そこにいたのは──

「無ぶ粋すいな真ま似ねはお止しなさい。このようなトラブル時には店員に全すべて任せておくのがマナーなのを知らないのですか？　余よ計けいなことをしてはかえって店側の面めん子つを潰つぶすことになります。そのようなことは作法の基き礎そ中の基礎……知らないとは言わせませんが」

　──長い髪かみをはためかせた、長ちよう身しんのドレス姿すがたのお嬢じよう様さまだった。

　背せ筋すじをピンと伸ばし腰こしに手を当てながら、まるでどこかの女じよ帝ていのような威い厳げん溢あふれる様よう子すで日和のことを見下ろしている。

「あ……」

　その言こと葉ばに、はっと何かに気付いたような表情になる日和。

　おそらくはそのことも桃もも子こに教わっていたんだろう。だけどこんな状じよう況きようで……それをとっさに思い出すなんてのは無む茶ちやってもんだ。

　そんな日和の反はん応のうを、ドレス姿のお嬢様は表情を変えずに見下ろしていた。

　その身みにまとわれているのは何やらキラキラとした輝かがやかしいオーラ──言ってみるならば日ひ和よりのセピア色オーラとはまったく正反対の、そこにいるだけでその存そん在ざいをあますことなく主しゆ張ちようする黄金色ゴールドのオーラだった。すげぇ存そん在ざい感かんだ……

「…………」

　ていうかこのお嬢じよう様さま……どっかで見たことないか？

　美人なんだが近寄りがたい感じのするたたずまい。

　たとえるならあまりにも完かん璧ぺきすぎて触ふれることがためらわれるダイヤモンドみたいな印いん象しようで、明らかにそこいらにいる一いつ般ぱん人じんとはかけ離はなれた超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きをまとっている。特にまぶしいほどの輝くようなオーラが印象的で……

「……あ」

　と、そこで気付いた。

　このお嬢様、前に日和といっしょに行った高こう級きゆうデパート（松●屋）で見かけた姫ひめ乃の宮みや学院生、か……？

　記き憶おく力りよくにはさほど自信があるわけじゃないが、この独特のオーラは脳のうの奥おく底そこに焼き付いている。

　たぶん、間ま違ちがいないだろう。

　少しだけ納なつ得とくしたような気分になる俺の前で、お嬢様は店員の方に向き直って、
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「貴方あなたもどういうことなのかしら？　この子は普通に立っているだけだったわ。それなのにあのようにぶつかるとは、あまりにも無ぶ礼れいでしょう。客にぶつからないように、迷めい惑わくをかけないよう行動するのは接せつ客きやくの最低限のイロハではなかったかしら？」

「はっ、も、申もうし訳わけございません、鷹たか匠じようお嬢じよう様さま！　仰おつしやる通りでございます。ですがその、どうしてかそこにいるとは気付けなくて……」

　心の底から恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。

　それを聞いた鷹匠と呼ばれたお嬢様は凍こおり付くような厳きびしい視し線せんになって、

「言い訳は結けつ構こう！　いいから手早く片付けて、お下がりなさい」

「は、はいっ！」

　その言こと葉ばに店員が弾はじかれたように床ゆかの後あと片かた付づけを始める。

　その様よう子すを見ながら黄金色ゴールドお嬢様は一度深々とため息いきを吐ついた。

　そして再さい度ど日ひ和よりの方に視線を向けると、

「そして──貴女あなた」

「……え……？」

「いったい何を考えているのかしら？　このような場でよもやあのような醜しゆう態たいを見せる者がいようとは……」

　呆あきれたように口くち元もとに手を当てて、

「基き礎そ的てきな作さ法ほうすらなっていないのに、このようなところに来るなどと笑しよう止し千せん万ばん。見たところまだ子供のようだけれど、そんなことは免めん罪ざいの理由にはなりやしない。作法が分からないというのなら作法を必ひつ要ようとしない場で大人しくしていればいい。それが分からない不作法者が社しや交こうの場に出てこようなどとおこがましいにも程ほどがある。人にはそれぞれ自みずからの生きる世界というものがあるでしょう。己おのれの矮わい小しような身みの程を知りなさい」

　突つき刺さすような厳しい言葉でそう言い放った。

「ちょ、あんた！」

　いくら何でもそれは言い過すぎだろ！

　日和は日和で一生懸けん命めいに目の前の事じ態たいに対たい処しよしようとしてたわけだし、あれだって純じゆん粋すいに申し訳なく思う善ぜん意いの心から生じたものだ。そりゃあマナーから考えればあまり褒ほめられたもんじゃない行動だったのかもしれんが、だからってそもそもだれかも分からん他人にそこまで言われる筋すじ合あいはない。

　だが黄金色お嬢様は顔色一つ変えずに、

「……貴方あなたは？」

「そいつの兄あにみたいなもんだ！」

「そう、兄。それでその兄とやらが何か異い論ろんでも？　私は当たり前のことを言っているだけ。非ひ難なんされるようないわれはないでしょう」

「正せい論ろんだからって何言ってもいいってもんじゃないだろ！　だいたいあんた日ひ和よりの何を分かってそこまで──」

　そのあまりにあまりな態たい度どに反論しようとして、

「……い、いいの、おにーちゃん……」

「日和……」

　俺の腕うでをつかみながら日和がそう首をふるふると振っていた。

「そ、その人の……言う通り、だから。わ、わたしが悪かった、んです……。ぼーっとしてたから……」

「──っ！　だけどな！」

「そ、それに……こ、これ以上は、おにーちゃんが……」

「え？」

　見れば周まわりの視し線せんがいつの間にかこっちに、つーか俺に集中していた。

　それも明らかに高こう貴きでやんごとなき黄金色ゴールドなお嬢じよう様さまに楯たて突つくアホな一いつ般ぱん庶しよ民みん（俺な）を非ひ難なんする目だ。

「何ですの、あの男。鷹たか匠じよう様さまに食ってかかるだなんて……」

「光ひか琉るお嬢様に反論しようとするなんて身みの程ほど知らずな……」

「顔からして悪あく人にん顔がおで……きっと中学校にでも不ふ法ほう侵しん入にゆうして不ふ審しん者しやとして体育教師にでも確保されていそうな顔ですわ」

　そんなヒソヒソ声まで聞こえてくる。

　くっ、最後の一ひと言ことがすげぇ納なつ得とくいかないんですけど！

　とはいえ日和の言うことはもっともだった。

　確かにこれ以上ここで議ぎ論ろんを続けることにこれっぽっちもメリットがあるとは思えん。いや俺はどうでもいいんだが、こんなゴタゴタに日和を巻まき込みたくないんだよ。

「……分かった。行こう」

「……ご、ごめんなさい、おにーちゃん……」

「や、日和のせいじゃない」

　そう答えると、日和の手を引いて黄金色お嬢様の横を通り過すぎようとして、

「賢けん明めいな判断ですわね。引き際ぎわの良さだけは身の程を弁わきまえて……ん？」

　と、そこで黄金色お嬢様が何かに気付いたかのようにうちの地じ味みっこを見た。

　そして少しだけ驚おどろいたようにして目を見開くと、

「──貴女あなた、もしかしてあの時の？」

「……」

「？」

「やっぱりそうですわね。驚いた。まさかこのようなところで再ふたたび会おうとは」

「…………」

　その言こと葉ばに日ひ和よりは答えなかった。

　ただ何かに耐たえるように、俺の服の袖そでをきゅっと握にぎり締しめているだけだった。
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　店を出た後も、辺あたりを漂ただよう空気は何となく重おも苦くるしいままだった。

　そりゃあ当然といえば当然なんだが。全部が日和のせいじゃないとはいえミスをして、あの鷹たか匠じようとかいう黄金色ゴールドお嬢じよう様さまに正せい論ろんの大だい上じよう段だんを振りかざされて、さらには最大の懸け念ねん事じ項こうだったセピア色機き能のうがいまだにバリバリ現げん役えきで健けん在ざいだった事実が発はつ覚かくしたときてる。春のお花畑のように明るい雰ふん囲い気きだったらイヤすぎるってもんだ。

「……」

「……」

　日が落ちてすっかり暗くなった街まち並なみを、俺も日和も無む言ごんのまま歩いていく。

　隣となりを歩く日和はうつむきかげんで、どよーんとした空気がにじみ出ていていて。

　うーん、見るからにセピア色とＡ・Ｊフィールドが復ふつ活かつしてる感じだ。今にも日和の周まわりだけ黒こく雲うんが立ちこめてゲリラ豪ごう雨うにでも見み舞まわれそうな雰囲気というか……

「…………」

　とはいえ何と声をかければいいもんだろうね。

　日和がマナー違い反はんをやらかしたのは事実なわけだし、そのことについて日和は自分を責せめている。半はん端ぱななぐさめは逆ぎやく効こう果かになりかねない。

　うーむ……

　どうしたもんか……

　足を動かしながら頭を悩なやませていると、

　と、その時だった。

「……あ……」

「？　日和？」

「……おにーちゃん、ちょっと待まっていてください」

「お……」

　何かを見つけたのか、日和が突とつ然ぜんその場から駆かけ出した。

　何だ……と思って目で追ってみると、その先には重そうな荷に物もつを持った弱り顔のばあちゃんの姿すがたがあった。

　横断歩道を渡わたろうとして、荷物が運びきれなくて困こまっているみたいだ。

　そのばあちゃんに日ひ和よりはとてとてと近づいていくと、「あ、あの、よ、よろしければ……」と声をかけて、

　そのまま荷物をいくつか持ち、手を引いていっしょに渡わたり出す。

「……」

　──やっぱいい子なんだよな、日和は。

　素す直なおで人に対する思いやりがあって、地じ味みだけど優やさしい女の子。

　それだけにあんなセピア色機き能のうなんてもんのせいでデフォで不ふ遇ぐうな扱あつかいを受けるのは不ふ憫びんでならない。何とかいい方向に持っていってやりたいもんだが、髪かみ型がたや服ふく装そうを変えてもまったくダメとなると一体どうやれば……

「……ん？」

　と、そこで気付いた。

　少し離はなれた視し線せんの先で横断歩道を渡り終えてばあちゃんと話をしている日和。

　セピア色……発動して、ない、よな……？

　荷物を持ったばあちゃんは普通に日和を認にん識しきしてお礼れいを言っている。

　その存そん在ざいをロストしている様よう子すはこれっぽっちもない。

「……」

　というか最初に声をかけた時からあのばあちゃんは日和のことを認識していた。

　あの地味っこにちゃんと気付いて、話をしていた。

　つまりはあのばあちゃんに対しては、始めっからセピア色機能が発動してなかったってことになる。

「…………」

　どういう……ことだ？

　日和のセピア色、消えてなかったはずなんだよな？　だからこそさっきはあんなトラブルが発生することになったわけだし、結果あの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまと揉もめるはめにもなった。だとしたらどうして……

　もう一度日和たちに目を戻してみる。

　向かい合って互たがいにお礼れいを言い合う日和とばあちゃん。

　ばあちゃんは本当にありがたそうな顔で日和に何度も頭を下げていて、それに対して日和は真っ直ぐにその目を見返して、笑え顔がおで「ど、どういたしまして、です……」と言っていて──

「……！」

　まさかとは思うが、そういう、ことなのか……？

　ある考えが頭に浮かぶ。

　ある意味単たん純じゆんすぎて、考えすらもしなかった可か能のう性せい。

　だけどそうとしか思えない。

　考えてみれば日ひ和よりは、近所のじいちゃんばあちゃんたちからは最初から認にん識しきされていた。

　そして、日和のことを可愛かわいがっていた『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の住人たちからも。

　その二つにある共きよう通つう点てん。

　同一する要よう素そ。

　それはどちらも、日和のちんまい身しん長ちようでも目を合わせることができ、かつ日和がある程てい度ど心を開いている相あい手てであるということ。

「……」

　──そっか。

　そういうこと、なんだな。

　なんか、分かった気がした。

　確たしかに髪かみ型がたやら服ふく装そうやらの外がい見けんは重じゆう要ようだったのかもしれない。

　少しはセピア色の成せい否ひに影えい響きようしたのかもしれない。

　だけど真しんに日和のセピア色解かい除じよがなされるのはそんな小こ手て先さきの要よう因いんじゃなくて。

　外見なんていう一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなる単たん純じゆんな問題じゃなくて。

　日和の心の開放が面おもてに表れる時──だったんだな。

　人見知りな日和が心を許して目を合わせた相手。

　その相手には、セピア色機き能のうが完かん膚ぷ無なきまでにキャンセルされるってことであって……

「…………」

　やがてばあちゃんとのお礼れいの言い合いも終わったようだった。

　ばあちゃんは何度も振り返りながら日和にお礼を言って立ち去さっていく。

　それを見えなくなるまで見送って、日和はたたたっと俺の隣となりに駆かけ戻って来た。

「日和……」

「……」

「あー、あのな、何て言うか……」

「……だいじょうぶ、です」

「え？」

　と、つぶやくようにぽつりと日和がそう口にした。

「……わたしは、だいじょうぶ、です……。た、確かに……さっきの失敗で、わたしはまだまだ全然だめだめだっていうことは分かりました。勉強不ぶ足そくだって、思いしらされました。あの人の言うことも……もっともだと思います。今のわたしじゃあ、姫ひめ乃の宮みやは、〝おとなのじょせい〟はまだ遠くて……」

「……」

「……で、でも、落ち込んでばかりもいられません。まだ試し験けんまでは時間がありますし、それまでに全力で、一生懸けん命めいがんばります。だからあれくらいのことで落ち込んだりは……落ち込んだりはするかもですけど、だけど……だいじょうぶ、です。──だ、だって、わたしには……おにーちゃんや音ね色いろさん、桃もも子こおねーちゃんたちが、いてくれますから……」

「日ひ和より……」

　真まっ直すぐで直ひた向むきな言こと葉ば。

　口く調ちようこそは落ち着いたものだったけど、その目の奥おくには強い意思の光が宿やどってるのが見えたんだよ。

　西さい郷ごうのおっさんが言っていた言葉を思い出す。

　日和は強い子だ、と。

　芯しんが強い大人だ、と。

　その意味が──今少しだけ分かったような気がした。

「だ、だから……おにーちゃん」

　そこで日和は俺の正面に回り込むと、

　真っ直ぐに俺の目を見てにっこりと笑って、




「わ、わたしのことを、見ていて、ください……。だ、だれよりも一番近くで、一番傍そばで……。わ、わたしは、おにーちゃんが見ていてくれれば、それだけで……がんばれます……。前に進むことが……できるん、です……っ」

　それは──劇げき的てきな瞬しゆん間かんだった。

　まさにサナギが蝶ちように変わる瞬間のような。

　つぼみが花に転ずるまさにその瞬間のような。

　そんな……まさにターニングポイントと言えるべき現げん象しようが眼がん前ぜんで生じていて──

「あ……」

　小さな花が咲さくように微笑ほほえむ日和。

　その笑え顔がおを始まりとして、まるで深い霧きりが晴れていくかのように……全ぜん身しんからセピア色のヴェールが薄うすれていく。

　そして、

「…………」

　そこにいたのは、もう地じ味みっこじゃなかった。

　控ひかえ目めだけど彩いろどりがあってかわいらしい……お嬢じよう様さまの、卵たまごだったんだよ。
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　年が明けた。

　色々とアクシデント満まん載さいだった地じ味みっこのお嬢じよう様さまメタモルフォーゼミッションも無ぶ事じに成せい功こうし、さらには通常だったらイベント満載のはずの年末やら新年やらも受験進行（？）のために砂さ漠ばくの雨う期きのごとく瞬またたく間に過すぎ去さり、いよいよ日ひ和よりの一いつ世せい一いち代だいの大おお勝しよう負ぶ──姫ひめ乃の宮みや受験まで残り一ヶ月を切るまでに迫せまっていた。

　残された最後の追い込み時期。

『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』の空気も少しずつどこか落ち着かないものになり始め、毎日のレッスンも佳か境きように入っているみたいだった。

「違ちがうわ～、ぴよちゃん。そこはもっと波なみ打うつように旋せん律りつを揺らさなきゃ～」

「こ、こうですか……？」

「ん～、ちょっと違うのよ～。その小しよう節せつは激はげしい情熱のフレーズだからもっと感情を全ぜん身しんで表すの～。強しいて言えば愛いとしい人に恋こい焦こがれる想おもい人みたいな気持ちで～」

「こ、恋こがっ……は、はい……っ」

　今もレッスン中なのか、二階の音ね色いろさんの部へ屋やからはそんな声と、去きよ年ねんまではマンドラゴラの断だん末まつ魔まみたいだったのがいつの間にか春の日差しみたいに暖あたたかく響ひびくようになったテルミンの音が聞こえてくる。

　ふむ、やってるな、日和。

　本日の夕ゆう飯はん（日和さんの好すきな豆とう腐ふハンバーグ）をフライパンの上で裏うら返がえしながらそう思う。

　ここのところ日和は特にがんばっていた。

　音色さんのテルミン。

　桃もも子この礼れい儀ぎ作さ法ほう。

　厳いつく島しまのおっさんの写真。

　そして俺の面めん接せつ対たい策さく＆学科対策。

　それらを全すべてこなすため、ほぼ毎日休みなしでフル稼か働どうしている。

　朝夕には食事をとりながらのマナー講こう義ぎ（ホ●風ふう味み）。放課後はだいたい音色さんの部屋でテルミン演えん奏そうをしつつ、夜は俺の部屋で勉強と面接対策。休日は厳島のおっさんといっしょに色々な衣い装しようを着て様々な場所で撮さつ影えい練習をやったりetc……

　ほとんどスケジュール帳ちようがびっしりと埋うまるくらいのハードワーク。

　だけど日和はその小さな身体からだで弱よわ音ねの一つも吐はいたりせずに、全部に一生懸けん命めいにひたすら努力している。

　去きよ年ねんまではまだまだ空くう白はくの多かった〝ぴよの団だん手て帳ちよう〟も、いつの間にか『大変よくできました♪』スタンプの占しめる割わり合あいが七割くらいになってるし。

　その姿すがたは本当にひたむきで……どこまでできるかは分からないが、こっちとしてもできる限りは応おう援えんしてやりたくなるんだよな。

「……」

　しかもそれだけじゃなかった。

　毎日のダメ人間たちによるレッスンもさることながら、それ以外に自分でも積せつ極きよく的てきに動こうとしてるんだよ。

　あのばあちゃんの一いつ件けんで判はん明めいしたセピア色解かい除じよのための方ほう策さく。

　それを何とか自分のものにするため、雑ざつ誌しやテレビなどを見ながら色々と服ふく装そうを変えてみたり、髪かみ型がたの研究をしたり、苦にが手てとしていた顔を上げて話すことなんかも一生懸けん命めいに克こく服ふくしようとしているみたいで。

　そしてそれにはもちろん俺も協力していて──

「お、おにーちゃん、ちゃ、ちゃんと顔、上がっていますか……？」

「ん、まだまだだ。もっとアゴを上げる感じで、正面から視し線せんを合わせないとダメだ」

「は、はいです……っ！　しょ、正面から……（じ、じ～）……」

　某ほうブ●シュ元もと大だい統とう領りようの被かぶり物（パーティーグッズ）を装そう着ちやくした俺相あい手てにそんなやり取りをしたり、

「え、えと、おにーちゃん。こ、この髪型はどうでしょうか……？」

「うーん、悪くはないが、前まえ髪がみは少しだけ分けた方がいいんじゃないのか？　その方が目が出やすいだろ」

「あ、そ、そうですね。えと、でしたら……」

「ちょっとピンで留とめてみるとかどうだ？　ほら、この雑誌でもそうしてるし……」

「あ、それは盲もう点てんでした……」

　鏡かがみの前で二人並んであーだこーだ言いながら髪型を変えてみたり、

「おお、日ひ和より。その服はいいんじゃないか？」

「え、ほ、ほんと、ですか……？」

「ああ、明るい春みたいな雰ふん囲い気きで、似に合あってる」

「う、嬉うれしいです。この前おにーちゃんに選んでもらったお洋服を参さん考こうにしてみました……」

　いっしょに店に行って似合う服のコーディネイトを調べてみたりと。

　色々と忙いそがしい毎日だった。

　手て探さぐりと試し行こう錯さく誤ごながんばりの数々。

　そしてそれらの努力の成せい果かは着ちやく実じつに結果に表あらわれてきていた。

　それまで圧あつ倒とう的てきだった地じ味みさが少しずつ薄うすれていき、それに比ひ例れいしてセピア色が発生する頻ひん度どが少なくなってきたというか。

　ついこの前なんか、初めて行った店の店員さんに認にん識しきされることに成功したしな。

　僅わずかずつだが全面に出ることが少なくなっていくセピア色機き能のう及およびＡ・Ｊフィールド。

　加くわえて中学の成せい績せきの方も順じゆん調ちように上がってきてるみたいだった。この分なら半年前には夢ゆめのまた夢の桃とう源げん郷きようだった姫ひめ乃の宮みやも本当に射しや程てい距きよ離り内ないに入ってるんじゃないのか。そんなことすら思わされるここ最近の著いちじるしい成長っぷりなんだよ。

　お嬢じよう様さまメタモルフォーゼを発動して、さらには持ち前の謙けん虚きよさや一生懸けん命めいさを失わないパーフェクト日ひ和よりさん。

　それまでセピア色の殻からをかぶってピーピーと小さく鳴いていたお嬢様のヒナが、いよいよ光輝かがやく白鳥へと生まれ変わろうとしている感じで──
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　それは関かん東とう地方での今年二度目の降こう雪せつから五日ほど経たった、まだ少しだけ道々に雪の名な残ごりが見受けられる一月も終わりに差しかかったある日のことだった。

　授業が終わった放ほう課か後ご。

　いつも通り特にやることもない俺は（我われながらヒマ人だ……）、ダメ人間の世せ話わ及および日和のレッスンの準じゆん備びをするため、とっとと帰き宅たくすべく学園の廊ろう下かを歩いていた。

「今こん晩ばんのオカズは何にするかな……」

　そんなことを考えながら下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替える。

　周まわりにいたクラスメイトたちに声をかけながら昇しよう降こう口ぐちを抜けて校庭に出た時だった。

「……ん？」

　ザワザワ。

　なんか、校門の方がやけに騒さわがしいことに気付いた。

　校庭で「ハラショー！　ハラショー！　ハラショォオオオオ！」と発声練習をしているロシア語同どう好こう会かいのかけ声をしのぐほどの喧けん騒そう。

　見れば校門脇わきの植え込み辺あたりで何やら人だかりができている。

「……」

　……何だこれ？　なんかイベントでもやってるの？

　そんな考えが頭に浮かぶ。

　だがあまり容よう量りようの多くない頭を捻ひねって記き憶おくを掘ほり起こしてみるも特にこれといったものは思い当たらない。

　うーむ、だとしたらだれか有ゆう名めい人じんでも来てたりするのか？　なんか知らんがテレビのバラエティ番組でアイドルが学校訪ほう問もんしてるとか……

　まあどっちにせよ俺にはあんまり関係ない。そんなことよりもむしろ今こん晩ばんのオカズをイワシの塩焼きにするか（ＤＨＣが豊ほう富ふ）自じ家か製せい豆とう乳にゆうの野や菜さい鍋なべにするか（カルシウムがたらふく）の方が遥はるかに重じゆう要ようだしな……などと、そんなことを何となく思いながら人ゴミの脇わきを通り過すぎようとして、

「…………」

　と、そこで足が止まった。

　というか止めざるを得えなかった。

「……。えーと……」

　思わず口をついて出たのはそんな言こと葉ば。

　だってさ。

　そこにいたのは……よく見知った顔、うちの日和さんだったんだから。

　胸むねの前でもにょもにょと指回し運動をしながら、たくさんの生徒たちに囲かこまれて困こまったような笑え顔がおを浮かべている。

「…………」

　あー……

　これは一体どういう状じよう況きようなんだ？

　一いつ瞬しゆん思し考こう停てい止し状じよう態たいになる。

　や、何かの用があって俺に会いに来たんだろうってのは分かる。あの日ひ和よりさんがこんなところに来るなんてのはそれ以外考えられない。だからそれは……まあいい。

　そうじゃなくて、今疑問なのは別にあって。

　何だって日和さんがこんなに大おお勢ぜいの生徒に囲まれてるかってことなんだよ。

　目の前にある光景があまりにもレアすぎて脳のうの理解が付いてこない。

「……」

　目をゴシゴシとこすって見返してみても、そこにある光景はやっぱり同じ。

　校門の横にちんまりと立つ日和。

　その周まわりには男子も女子もミクスチャーされた人の大おお渦うず。

　いやどう見ても男子の比ひ率りつが圧あつ倒とう的てきに高いか。七対三くらい？　かといって別に女子の数が少ないわけじゃない。要するに……基本的人数自体がおそろしく多いんだよ。

　ざっと見て三、四十人くらいはいるぞ。

　さらに周りから聞こえてくる会話には、

「あの子かわいいよな……。お、おい、お前声かけろよ」

「え？　ムリだって。お前が行ってこいって」

「ていうかだれの知り合いだよ？　だれかに会いに来たんだろ？」

「中学生か？　兄妹でもうちの学校にいる、とか……？」

　そんな男子どもの賞しよう賛さんやら、

「ねえねえ、あの子、すっごくステキだね～」

「うん、どっかのお嬢じよう様さまみたい」

「うちに何しに来たのかな？　来年の入学希望者とか？」

「ん～、話しかけてこよっかな」

　女子どもの賛さん美びやらが盛もりだくさんだった。

「……」

　むう……何だこのスーパー日ひ和よりさんフィーバーは。前に来た時のとことんまでのセピアっぷりとは天と地ほどの差さがありすぎやがるぞ。

　分からんが……これも日和のメタモルフォーゼの効こう能のうなの、か？

　確たしかにお嬢様風ふう味みになった日和は、まあ身み内うちの贔ひい屓き目めを差し置いてもかわいいと思う。

　私し服ふくだけじゃなくて制服も髪かみ型がたに合わせてカスタマイズ（？）したのが功こうを奏そうしているんだろう。

　膝ひざ下した三十センチのほとんど一ひと昔むかし前まえのスケ番（死し語ご）仕し様ようだったロングすぎるスカートは腰こしのところで折おり込んで長すぎず短すぎない絶ぜつ妙みような丈たけにした。靴くつ下したもそれまでの白いくるぶし丈のものから紺こんのロングにしたし、あの地じ味みのトレードマークみたいだった腐ふ葉よう土ど色いろチャンチャンコも、今は少しサイズ大きめのゆったりとしたクリーム色のカーディガンに変わっている。見た目だけで言えばちょっとオシャレな女子中学生だ。

「……」

　そういえば、学校帰りにいっしょに街まちとかを歩いててもよく周まわりから視し線せんを感じるようになったよな。しかしまさかここまでとは……。髪型と服ふく装そうを変えて、さらにセピア色機き能のうが解かい除じよされることによって周りからちゃんと認にん識しきされるようになった日和さんは、こんなにハイパークオリティなのか……

　いざ目の前でプチアイドル状じよう態たいになっているのを見るとそのことを心から思い知らされざるを得ない。地味な保ほ護ご色しよくだったサナギが色いろ鮮あざやかな南なん国ごく蝶ちようになったのを見てる気分というか。うーむ……

「……」

　──だけど何にせよ、これはいいことだよな？

　このあり得えない日和さん賛美の光景は、セピア色が完全に解かい除じよされてノーマルになった（？）日和が一いつ般ぱんに通用することの何よりの証しよう拠こだし、基本的に面めん識しきのない相あい手てにこの勢いきおいなら念ねん願がんだった友達を中学とかでゲットすることもそう難むずかしいことじゃないだろう。うん、大だい進しん歩ぽだな、日和さん。今夜は赤せき飯はんにしてもいいかもしれん。

「…………」

　などとそんなことをそこはかとなく考える。

　まあともあれ、とりあえず放っておくわけにはいくまい。

　俺に用事があって訪たずねてきたんだろうから応おう対たいせんと。

　俺は一歩前に出て、

「おーい、日ひ和より──」

　三メートルほど離はなれた位置から声をかけようとしたところで、

「なあなあ、すげぇかわいい子が来てるって？」

「ああ、校門のとこみたいだ。見に行ってみようぜ！」

「おわっ！」

　ドン！　と。

　後ろからやって来た男子生徒どもに押されてバランスを崩くずした。

　反動でそのまま開かい脚きやく前ぜん転てんをして前のめりで四つん這ばいに倒たおれ込む。

「あ、悪いな」

「なんかボーっと立ってたから──あ、おい、それより早く行こうぜ！」

「だな！」

　そんなことを言って手早く走り去さっていく男子生徒ども。

　いやそれより、じゃねえだろ！

　ったく、これだから色ボケした野や郎ろうどもは……

　だがそんな俺の横をさらに何人ものやつらが追い越こして、日和のもとへ駆かけ寄っていく。

　次から次へと通り越されていく光景。

　過すぎ去さっていくいくつもの足音。

　美お味いしいエサ（焼きたてパンとか）に群むらがる小こざ魚かなみたいに殺さつ到とうして、あっという間に日和の周まわりが埋うめ尽つくされる。

　それはまるで俺の視し界かいから日和を覆おおい隠かくしているかのようで……

「…………」

　……どうしてだろうね。

　何でか分からんがその状じよう況きようにふいに妙みような寂さびしさを覚えた。

　日和の周しゆう囲いにだけスポットライトが当てられていて、なんかその周りの暗くら闇やみに一人だけ取り残されているような感じ。

　日和が人気者になったのは喜よろこばしいことのはずだ。

　間ま違ちがいなく諸もろ手てを上げて歓かん迎げいすべきことのはずなんだが……

「……」

　地じ味みっこがフィーバーして嬉うれしいと思う反はん面めん……たくさんの知らないやつらに囲かこまれて笑っている日和の姿すがたを見ていると、なんか胸むねの奥おくがモヤモヤとヘンな気分になってくる自分に気付くんだよ。胸むねがうずくというか微び妙みようにチクリと痛いたむというか、僅わずか数メートル先の日ひ和よりとの間に見えない隔へだたりがある感じがするみたいな……

　や、本当に何なんだろうね……？

　ご主しゆ人じん様さまに従じゆう順じゆんな犬いぬ野や郎ろうのように四つん這ばいになりながら、ポツリと心の中でつぶやいたその時だった。

「……？……」

「！」

　たまたまこっちを見た日和と人ひと波なみの隙すき間まから目が合った。

　ボクサーのパンチみたいにストレートな、交こう錯さく。

「──っ」

　え、何で俺目を逸そらしてるんだ？

　せっかく日和がこっちに気付いてくれたんだから、そのまま前のように「おにいちゃんだぞー」とでも呼びかけて近づいていけばいい話だ。それなのに──

　……何でだろうね？

　……何で俺の標ひよう準じゆん高校生よりも若じやつ干かん短めの足はさっきよりも後こう退たいしてるんだろうね？

　自分でも分からない。

　だがそんなことをしている内に人ひと波なみに覆おおわれて再ふたたび日和の姿すがたが見えなくなる。

　その際さいに小さく「お、おにーちゃん……？」との声が聞こえたような気がしたが。

「…………」

　気付けば……俺は直ちよく射しや日光から逃げるアズマモグラのようにその場から走り去さっていた。







「ハアハア……」

　五分後。

　俺がいたのは校こう舎しや裏うらだった。

　ネコのたまり場にもなっている少し薄うす暗ぐらい校舎と校舎との狭はざ間まで、ヒザに手をついて肩かたで息いきをしている。

「フウフウ……ヒッヒッフー……」

　や……何で逃げたんだ、俺？

　ヒザに手をついて呼こ吸きゆうを整ととのえながら思わず自分に問といかける。

　こっちに視し線せんを送っていた日和。

　そこから逃げる理由なんてこれっぽっちも思い付かない。

「……」

　さっぱり分からん……

　ただ俺の知らないたくさんのやつらに囲かこまれて笑う日ひ和よりの姿すがたを見ていたら、単たん純じゆんな驚おどろきとともに、なんかもやもやとした複ふく雑ざつな気分が湧わき上がってきたっつーか……

「どういうことなんだろうな……」

　あれは日和が望のぞみ、俺も望んでいたはずの光景だってのに。

　もう何が何だか分からずに目の前にいたネコに声をかけてみる。

「お前……分かるか？」

　ノラにしては毛け並なみのいい器き量りようよしのシロネコ。

　ちなみにこのネコは休み時間や放ほう課か後ごによく校内に出しゆつ没ぼつするノラで、額ひたいにある模も様ようが何となく十じゆう字じ架かに似にていることから生徒の間ではマリアと名付けられて可愛かわいがられている。普ふ段だんは俺もよくエサをあげたり撫なでてあげたりしていたんだが……

「にゃ～（ぷい）」

「！」

　ゴミ捨て場のメザシの頭でも見るような目で顔をそむけやがった。

　見てみれば隣となりにはいつの間にいたのか、ガタイのいいたくましげなクロネコが仲なか良よさげに身みを寄せて甘あまい鳴き声を上げている。これは、カレシ、か……？

「…………」

　……ちっ、金きん魚ぎよの桐きり乃のちゃんといいこのマリアといい、オトコができたからって態たい度どをコロリと変えるなんてどいつもこいつもどこまでもビッチめ！　はっ、メスネコでビッチってのもよく意味が分からんのだがさ！

　ちょっと悔くやしかったので隙すきを見てヒゲを軽く引っ張ってみた。

「ふにゃあっ!?」

　不意の弱じやく点てんアタックに驚いたのか、マリアはびくん！　とシッポを震ふるわせたかと思うと一いち目もく散さんに塀へいの上へと逃げていく。ノロノロしていたカレシのクロネコは置いてけぼりだ。

「ふっ、勝った……」

　とか言ってる場合じゃないですよね。

　というか明らかに生き物としての器うつわの大きさ勝しよう負ぶでは負けている。負けまくっている。点差にしてみれば八十五対三くらいだ。それも野や球きゆうで。

「ていうか最低だ……」

　思わずその場にしゃがみ込む。

　マリアも、塀の上から「あなた……最低です」と蔑さげすんだ目でこっちを見下ろしている……ような気がする。

　うう、生まれてきてごめんなさい……

　心の中でそうつぶやきながら軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりその場で雌めす豹ひようのポーズで謝しや罪ざいの気持ちを表あらわしていると、

「……え、えっと、何をやってるんですか、おにーちゃん……？」

「!?」

　背はい後ごからそんな声が響ひびいた。

　振り返ってみると……そこにはお父さんが趣しゆ味みで女じよ装そうをしている瞬しゆん間かんを見ちゃった娘むすめのような顔をした日ひ和よりが立っていた。

　み、見られた!?

　ていうかどこから!?

　お、おにいちゃんとしての威い厳げんが、人としての尊そん厳げんが……っ……！

　両手を頭に当てて焦あせる俺に日和は、

「あ……もしかして、ネコさんとお話しをしていたんですか？」

「え？」

「わあ、お友達なんですか、そのネコさん？　かわいいです……」

　いやそのお友達のヒゲを引っ張っていじめてたんですけどね。

　まあでも、どうやらおにいちゃんとしての尊厳はいちおう守られたようだった。ふう、とりあえずは一安心だ。

　……って、それはさておき。

「日和、どうしてここに……？」

「え？」

「なんか校門のところで人に囲かこまれてただろ。いいのか……？」

　うまく行けば友達を作るチャンスだったんじゃないのか？

　だがその言こと葉ばに日和はもにょもにょと小さく声を発して、

「あ……え、えと……逃げて、きちゃいました……」

　ちょっとバツが悪そうな顔で指回し運動をしながらそう言った。逃げて、きた？

「何ていうか、ああいうのには、慣なれなくて……。その、色々な人がお話ししてきてくれるのは嬉うれしいです。嬉しいんですけれど……でも、あんまり知らない人相あい手てに、何をお話ししたらいいか、分からなくて……」

「そうなのか……？」

「……はい、です。ちょっと、疲つかれちゃい、ます……」

　ほうっと胸むねの辺あたりに手を当てて息いきを吐はく。

　そしてそのままちょこんと真まっ直すぐに俺の方を見上げてきて、

「おにーちゃんこそ……何でどっかに行っちゃったんですか……？　校門のところに……いました、よね……？」

「や、それはだな……」

　俺自じ身しんもよく分からんのだが。

　たださっきも言ったように、人に囲かこまれる日ひ和よりを見ていたらなんか落ち着かないというか居い心ごこ地ちの悪い気分になってきたというか……

　……

　…………いや。

　本当は少しだけ自分でも気付いていたのかもしれん。

　人にん気き者もの（？）になった日和を見て居心地が悪く感じた理由。

　だけどそのことを認みとめたくないっていう気持ちが心のどこかにあったわけで……

「……」

　だって言ってしまえばこれって……ただの独どく占せん欲よくなんだよな。

　今まで俺の前だけで笑っていたはずの日和。その日和がどこか自分の届とどかないところに離はなれて行ってしまうような喪そう失しつ感かん。

　そのことを正面から受け止めるのがイヤで、目を背そむけようとしてただけなんだよ、たぶん。

「…………」

　むう、ホントに最さい悪あくだな……

　こうなることは分かっていたはずなのに、こうなることを目もく標ひようとして必ひつ死しにセピア色解かい除じよの道を探さがしたりしていたはずなのに、いざそれが叶かなってみれば勝かつ手てに嫉しつ妬として逃げ出すだなんて、あまりにもガキだろ、おい……

　こうなったらせめて、フォローの台詞せりふの一つでも言っとかんとな。

「あー、や、なんか、すごい人気だったから……」

「……え……？」

「さっきの校門での日和、すっかり人気者でアイドルみたいだっただろ。いくら慣なれないって言ってもそれなりにうまく対たい応おうできてるみたいだったし、もしかしてもう俺がいなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなーと思ってな」

「…………」

　できる限り明るい調ちよう子しで言う。

　軽く言ってはいるが、それはある意味真しん実じつでもある。セピア色が取れてメタモルフォーゼしたパーフェクト日和さんは独どく立りつ歩ほ行こうが可か能のうでスタンドアローンで、もう俺が何かをしなくても一人でやっていけるってことであり、つまりは俺は現時点においてもはや用よう無なしでプラモデルを完成させた後に余あまった接せつ着ちやく剤ざいレベルの不要品ってことであり……って、自分で言っててけっこうヘコんできたが。

　明るく笑いかけながらもそこはかとなくブルーになる俺に、




「……そ、そんなこと、ない、です……」




「え……？」

　ぽつりと、小さな声が響ひびいた。

「……お、おにーちゃんがいなくてだいじょうぶなんて、そんなこと、全然ないです……。わ、わたしは……お、おにーちゃんがいてくれないと……う、ううん、だれがいるよりも……おにーちゃんに、い、いっしょにいてほしい、です……」

「日ひ和より……」

　真しん剣けんな、表情。

「それが……わたしの一つだけのお願ねがい、です……。だ、だから……いなくてもいいなんて、い、言わないで、ください……。さっきだって、おにーちゃんが行っちゃったのを見て……すごく、悲しかった……です」

「あ……」

　きゅっと俺の制服の袖そでを握にぎって身みを寄せてくる。

　その手には普ふ段だん甘あまえてくる時のそれよりもちょっとだけ力が込められていて……

「……おにーちゃん……」

「……」

　……何だろうね。

　不ふ適てき切せつかもしれんがその言こと葉ばを聞いて……少しだけ、いやかなりホッとしちまっている自分がいることに気付いた。

　他のだれがいなくても、俺だけがいてくれればいいと言う日和。

　それは本来の目もく標ひようである友達百人できるかな計画（？）とは真ま逆ぎやくのコンセプトだってのに。

　なのに……その言葉が、嬉うれしいんだよな。

「日和……ごめんな」

「え……？」

「いや、ヘンなこと言って……」

　さらに付つけ加くわえるなら嫉しつ妬とじみたことを少しでも考えたこともそうだし、日和にこんなことを言わせちまったこともだ。

　見た目がどう変わろうと、周まわりの反はん応のうがいかに一八〇度変わったものになろうと、日和は日和だ。そう納なつ得とくしたはずなのにな、ったく。どこまで鶏とり頭あたまなんだよ俺は。

「なんか色々と回りくどいことになっちまった気がするが、がんばろうな。俺はいつだってどんな時だって、全力で日和を応おう援えんするからさ」

「おにーちゃん……」

　その言葉に嬉しそうに微笑ほほえみながらさらにきゅっと身を寄せてくる。

　その心を許ゆるしきった姿すがたはまるで無む条じよう件けんに親おや犬いぬに甘える仔こ犬いぬみたいで……

　それを見て……何があろうと俺は日和の力になろうと、改あらためて心に決めたんだよ。







　　　２




　二月になった。

　折おりからの寒さもピークを迎むかえ、都と内ないでも雪が降ふり積つもることが多くなってくる如月きさらぎ。

　残り時間も着々と少なくなり、いよいよあと一週間もすれば本ほん命めいである姫ひめ乃の宮みやの試験日である。

　普ふ段だんはノンビリしすぎていて緊きん張ちよう感かんがないことこの上ない『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』でも、どこかバタバタと落ち着かない空気が流れ始めていた。

「ぴよちゃん、風か邪ぜとか引いてない？　お腹なか壊こわしたりしてない？　テルミンのやりすぎで腱けん鞘しよう炎えんとかは大だい丈じよう夫ぶ？」

「……体調管理にだけは気を付けなさい。どっかのバカ豚ぶたは風邪を引かないからいいけど、ピヨは賢かしこい子なんだから」

「よければ私の腹はら巻まきを貸そうか？」

　音ね色いろさんたちもしきりにそんなことを言いながら気にかける。

「ありがとうございます。でも、だいじょうぶです。夜はちゃんちゃんこと湯ゆたんぽで身体からだを冷やさないようにしてますし、寝ねる前にはしょうが湯を飲んでリラックスしてます。おかげさまで無む病びよう息そく災さいですっ」

　それに対して地じ味みな内容で答える日ひ和よりさん。

「でもでも、気を付けるにこしたことはないし～」

「……よければ風邪のウイルスを持ち込みそうなアホはさくっと始し末まつしてあげるわよ？（ちらっと俺の顔を見やがりながら）」

「ももひきもセットで装そう着ちやくすればより万ばん全ぜんだと思うが……？」

「ほ、ほんとに、だいじょうぶですから」

　とまあ、だいたいはそんな雰ふん囲い気きだった。

　全体的に日和の受験が中心となって全すべてが動いてる感じ。

　台所にある近所の新しん聞ぶん屋やからもらったカレンダーにも、日和の受験予定が赤あか丸まるとなって並べられていて。

　もちろん受けるのは姫乃宮一校だけなんてことはない。

　つーか前にも言ったがそれはあり得えない。そんなのはほとんど清きよ水みずの舞ぶ台たいでノーロープバンジーをするみたいなもんだ。

　なのでいちおう姫乃宮が終わった後には都と立りつ高校も受験することになっている。

　それは決けつして日和の姫乃宮合格を信じていないわけではなく、単たん純じゆんに保険が必ひつ要ようだっていう話だ。

　日ひ和よりの努力はここに来てさらにその勢いきおいを増していて、贔ひい屓き目めを抜きにしても合格可か能のう性せいは五ご分ぶ五分ってところまで上がってきてるんじゃないかと思う。年始めの内はまだ少し空くう白はくがあった〝ぴよの団だん手て帳ちよう〟は、この時にはもう『大変よくできました♪』のスタンプでほぼいっぱいになっていたしな。

「はい、ぴよちゃ～ん、それじゃあそろそろ曲を最後まで通して弾ひいてみるわよ～。暗あん譜ぷは大だい丈じよう夫ぶかしら～？」

「は、はい、いけます、です！」

「ピヨ、今日から総そう仕し上あげとして、各国の料理を食べに行くから。まずはイタリア料理よ。いっしょにいらっしゃい」

「は、はい、よろしくお願いします……！」

「うむ、やはり日和殿どのにはこの白いドレスが一番よく似に合あう。願がん書しよの写真はこれでいこうと思うが、よろしいか？」

「あ、は、はいっ。だ、大丈夫です……っ！」

　そんな感じに最終仕上げに入っていくレッスンの数々。

　そうしている内にあっという間に日は過すぎていき。

　受験前夜となった。







「ふう……」

　凝こり固かたまって石せつ膏こう像ぞうみたいになった肩かたをバキバキメキィ！　と鳴らしながら息いきを吐つく。

　明日の準じゆん備びはこれでほぼ終しゆう了りようだ。

　必ひつ要ようなものは全部カバンにまとめたし、姫ひめ乃の宮みやまでの交通ルートも何通りか調べた。目覚ましも携けい帯たい電話のものも含ふくめて五つほどセットした。事前にやれることとしてはもうこれ以上はないはずだ。

　何せ日和は当然として、明日は付つき添そい人にんとして俺もいっしょに付いて行くことになってるからな。その俺の寝ね坊ぼうが原げん因いんで遅ち刻こくなんてことになったらシャレにならん。念ねんには念を入れすぎることはないというか。

「後はこれを枕まくら元もとにまとめて、っと……」

　明日着ていく服を横に置いておけばもうミッションコンプリートだ。

　タンスから手て頃ごろな服を何枚か出して適てき当とうに畳たたんでいると、

　とんとん……

　と、ドアが遠えん慮りよがちに叩たたかれる音が聞こえた。

「ん？」

「……あ、お、おにーちゃん、まだ……起きてますか……？」

「日ひ和より？」

　返ってきたのは日和の声だった。

　いつもよりもさらに一段階小さくて、どこか心細そうな響ひびき。

「……あ、あの、夜遅おそくにごめんなさい……。今、だいじょうぶ、でしょうか……？」

「ん、大だい丈じよう夫ぶだ。開いてるから、入ってくれ」

「……あ、はい。失礼します、です……」

　そう返事をすると、ぺこりと頭を下げて遠えん慮りよがちに入ってくる。

　寝ねる前だったのか日和は地じ味みな仔こブタ柄がらのパジャマ姿すがたで、髪かみをゆるく二つのお下げにしていた。

「どうしたんだ、眠れないのか？」

「……え、えと……はい、です……」

　胸むねの前に手を当てながらこくんとうなずく。

　まあ何てったって勝しよう負ぶの前夜だし、緊きん張ちようして目がさえたりするのは仕し方かたないよな。ましてやこのお世せ辞じにもハートが強いとはいえない日和さんだし。

　だとしたら俺がやるべきことは──

　俺は立ち上がって、

「ん、ちょっと待まってろ」

「……？」

　日和を俺の部へ屋やの中で一番マシな特とく等とう席せきである定価二九八〇円（税ぜい込こみ）の座ざ布ぶ団とんに座すわらせると、台所へと向かった。

　冷れい蔵ぞう庫こから牛乳（モーモーミルク・天てん然ねん生乳成分一〇〇％）を出してそれにハチミツを少し入れて、レンジで一分ほど温あたためて戻ってくる。

「ほら、これでも飲めって。あったまるぞ」

「わ、おにーちゃんの、ミルク……」

　湯ゆ気げを上げるマグカップを手て渡わたすと日和は途と端たんに幸せそうな声を出した。

　ほわんと表情を崩くずして、「はう……やっぱりおにーちゃんのミルクは、あまくてとってもおいしいです……」

　両手でマグカップを包つつみ込むように持ちながら和なごみ顔でほうっと息いきを吐つく。

　音ね色いろさんや桃もも子こあたりが聞いたらおそらくまたワケの分からん誤ご解かいをしやがるんじゃないかって台詞せりふだったが、まあそれはさておき。

「……」

　こくこくとおじぎ鳥のようにミルクを飲む日和を見て何となく思う。

　そういえばあの日もこんな感じだったよな……

　およそ十ヶ月前の地じ味みっこ。

　初めて『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』にやって来た日も、こんなやり取りをやったもんだった。

　常つねにびくびくおどおどとしていて、人に懐なつかない小動物みたいだった日ひ和より。

　だけど最初の夜だけはどうしても一人では寂さびしかったらしく、こうやって遠えん慮りよがちに俺の部へ屋やのドアを叩たたいてきたんだよ。

　あの時も同じようにミルクをいれて部屋に招まねき入れてみたものの、当とうの地味っこはまったくもって一ひと言ことも喋しやべろうとしなかった。ただミルクの入ったカップを両手で抱いて、少し離はなれたところにいるオオワシ（肉にく食しよく）の様よう子すをうかがうシマリスみたいに黙だまってちらちらとこっちのことを見てただけだ。空気を和なごませようと俺がやったチュパカブラのモノマネも見事にスルーされたし。

　あれから比くらべれば、ずいぶんと成長したのかもしれないな。

「……おにーちゃん……？」

　と、日和が目をぱちぱちとさせながら不ふ思し議ぎそうな顔でこっちを見上げていた。

「ん、いや。ちょっと日和が初めて『桜乃日和荘』に来た時のことを思い出してたんだよ」

「あ……」

　その言こと葉ばに少しだけ恥はずかしそうに顔をうつむかせる。

「あの時は日和、色々大変だったよな。ノックの音だけは聞こえるんだが呼びかけても返事がないわ、ドアを開けたらだれもいないわで……心しん霊れい現げん象しようかと思ったぞ」

「……う……だ、だって、あれはすごく緊きん張ちようしてて……」

「だからって下まで逃げて鎧よろい（ア●フォンス）の中に隠かくれることないだろ。中からうめき声みたいなのが聞こえてきた時はマジで怖こわかったぞ？　おまけに奥おくに入りすぎて出られなくなって最後は泣きそうな顔で助たすけを求めてきて……」

「……そ、それは……う～……」

　かわいらしく頰ほおをふくらませる日和。

　結局夜中にも関わらず西せい洋よう鎧（ア●フォンス）を全解体して、ようやく引っ張り出したんだよな。で、その後に部屋に連れていったものの、完全警けい戒かいするシマリス状じよう態たいだったってわけだ。

「そ、そんな、それを言ったら、おにーちゃんだってあの時はひどかったです……」

「む？」

「わ、わたしが中に入って出られなくなっているの知っていて、見なかったフリをしてそのまま行っちゃおうとして……」

「お、そうだったか？」

「そ、そうですっ。『あー、返事もないし、だれもいないみたいだから寝ねるか。電気もちゃんと消して真まっ暗くらにしないとなー』って……。ほ、ほんとうに電気消しちゃうし、と、とっても怖かったんですから……っ」

「あー……」

　そういえばそんなこともあったなー。

　あれはあれでいちおう、喋しやべろうとしない日ひ和よりに対しての俺なりのコミュニケーションのつもりだったんだが。助け出した時にマジ泣きしてたからあまり効こう果かはなかったってことなんだろう。

　とまあ、しばらくの間そんな昔むかし話ばなし（ていってもほんの十ヶ月くらい前の話なんだが）に花を咲さかせる。

　比ひ較かく的てき真ま面じ目めな話から取るに足らないような些さ細さいな話まで。

　会話は弾はずんで、日和も楽しそうにその顔をほころばせていた。

　そして気付けば──

「お、もうこんな時間か」

「あ……」

　壁かべにある時計（鳩はと時計）が短たん針しんも長ちよう針しんもちょうどてっぺんを指していた。

　むう、話が盛もり上がってきたところだが、いいかげん寝ねないと明日に響ひびく時間だな。

「そろそろ解散にするか。ちょうどミルクも飲み終わったみたいだし」

「あ、はい……です……」

　その言こと葉ばに日和が名な残ごり惜おしそうに空からになったマグカップに目を落とす。

　明らかにまだ話し足たりなそうな顔だが、こればかりはしょうがない。

「ほら、部屋までいっしょに行くから」

「……。……うん……」

　少しの間日和は座ざ布ぶ団とんの上で顔をうつむかせていたが、やがてもにょもにょと立ち上がった。

　そのまま入り口へと向かおうとして、そこでぴたりと止まる。

「？」

　お下げにした髪かみを小さく揺らして振り返ると、

「──あ、あの、おにーちゃん……」

「ん？」

「……受験が終わったら……う、ううん……姫ひめ乃の宮みやに合格することができたら……おにーちゃんに、お願ねがいしたいことが、あるんです……」

　少し顔をうつむかせながらそう言ってきた。

「お願いしたいこと？」

「……は、はい……。いい、でしょうか……？」

　むう、何なんだろうね？

　とりあえず今のところはさっぱり見けん当とうが付かん。だけど日和の言うことなら大たい抵ていのことは聞くつもりだ。

　なので、

「ん、分かった。何でも大だい丈じよう夫ぶだ」

「あ……」

　その言こと葉ばにほわんと嬉うれしそうな顔になる日ひ和より。

　まあ何でもってのは多た少しよう言い過すぎかとも思ったが、どこぞのピッチ桃もも子こなんかとは違ちがって日和ならそんなに無む茶ちやなことは言わんだろう。

「そのためには明日はふんばらないとな。で、明日ふんばるためにはよく睡すい眠みんをとらないとダメだぞ」

「あ、は、はいです」

　慌あわてたようにこくこくとうなずいて、

「……おやすみなさい、おにーちゃん……♪」

　ぱたぱたとドアの前で嬉しそうに手を振って、日和は自分の部へ屋やに戻っていった。

　なんかやけに幸せそうな顔だったな……







　──そして、いよいよ姫ひめ乃の宮みや受験当日がやって来る。







　　　３




　二月十四日は朝から見事なまでに晴はれ渡わたっていた。

　透すき通るような冬晴れの青空。

　気温もそこまで低すぎず適てき度どに身みが締しまるほどの冷たさで、まさに決戦の一日にふさわしい始まりと言えるね。

「用意はできたか、日和？」

「は、はいです。おにーちゃん」

　俺の声に少し強こわばった声が返ってくる。

　玄げん関かんのところでは準じゆん備びを終えた日和が緊きん張ちようしたような表情で立っていて、

　その周まわりでは、

「が、がんばってね、ぴよちゃん～。ふあいとよ～！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。教えたのが私だし、何ていったってピヨは努力をしてきた。その辺へんの有う象ぞう無む象ぞうの豚ぶたどもに遅おくれを取るなんてことはありえないわ」

「落ち着いて臨のぞみさえすれば日和殿どのなら楽らく勝しようであろう」

　音ね色いろさんたちが元気づけるように声をかけてくる。

「は、はいです。えと……この四ヶ月間、ほんとうにありがとうございました……。音色さん、桃もも子こおねーちゃん、厳いつく島しまさんがいてくれたからわたしはここまで来られて……」

「音色さんたちは大たいしたことはしてないわ～。ぴよちゃんががんばったから、今の輝かがやいてるぴよちゃんの姿すがたがあるのよ～」

「そうね。全すべてはピヨ自じ身しんの力よ。それにそういう台詞せりふは受験が終わってから──いいえ、違ちがうわね、姫ひめ乃の宮みやに入学してから言いなさい」

「うむ、入学式の写真はぜひ私に任まかせてもらおう」

　温あたたかな応おう援えんの言こと葉ば。

　それに日ひ和よりは「あ、ありがとうございます……っ！」と感かん激げきしたように答えていた。

「それじゃあ時間だし、そろそろ行くか」

「あ、はいです。みなさん、行ってきますっ」

　日和が頭の横に右手を当てた敬けい礼れいのポーズでぺこりと頭を下げて、

　そのまま二人並んで門から『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』を出ようとして、

「ぴ～よ～ちゃ～ん！」

「？」

　と、後ろからそんな声が聞こえてきた。

　近所中に響ひびくような大きな声。

　振り返って見てみるとそこには、

「……あ……」





『ファイト、ぴよちゃん!!

　きばりなさい、ピヨ!!

　全すべての知ち識しきをフレームインだ、日和殿どの!!』






　そう書かれだ応おう援えん旗きが掲けい揚ようされていた。

　柄え（？）の長さがおよそ五メートルほど、旗はた本体の大きさがその二倍の十メートルほどのどでかい仕し様ようで、厳島のおっさんが死にそうな顔で必ひつ死しに支えている。

　俺たちの知らない間にこっそりと作ってたのか？

　今の今までまったくもって気付かなかった。かなり大きくて目立つ代しろ物ものだってのに。

「……」

　──ダメ人間たちなのに、いいところあるじゃん……

　まあ、応援の文字の脇わきにでかでかと添そえられた、日に本ほん刀とうを持ったやたらと筋きん肉にく質しつなハチマキ男（♂・桃もも太た郎ろう）と破やぶれた帽ぼう子しを被かぶりドスを持った右目め元もとに傷きずがある男（♂・富と樫がし）がフンドシ一枚のほぼ全ぜん裸ら姿すがたで絡からみ合ってこっちに向かって親指を立てているイラスト（だれが描かいたか一秒で分かるな……）はアレなんだけどさ。
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　隣となりでは日ひ和よりも少しだけ目を潤うるませて、

「おにーちゃん……わ、わたし……がんばります……。がんばって絶対に姫ひめ乃の宮みやに合格して、音ね色いろさんたちに報ほう告こくします……！」

「ああ、その意い気きだ」

　それが何よりもあの三人への恩おん返がえしになるしな。

　決けつ意いを新あらたにして、

　決戦の場である姫乃宮へと向かったのだった。







　およそ四ヶ月ぶりにやって来た姫乃宮女学院の雰ふん囲い気きは、前回訪おとずれた時のものとはまったくもって異ことなっていた。

　お嬢じよう様さまの花はな園ぞのの優ゆう雅がな気け配はいをまったくもって感じさせない張り詰つめた雰囲気。

　何ていうか空気がピリピリしていて、肌はだに直接突つき刺ささってくる感じというか……

「……」

　これはあれか、俺の受験の時もそうだったような覚えがあるんだが、入試前特有の独どく特とくな緊きん張ちよう感かん漂ただよう空気ってやつだ。もちろん超ちよう難なん関かんの姫ひめ乃の宮みやだけあって、その切せつ迫ぱく具ぐ合あいは俺の受験時の比ひじゃないんだが。

　待たい機き教室で周まわりを見てみても、

「い、いい？　ここが正しよう念ねん場ばよ！　ここで姫乃宮に入ることができるかどうかが、あなたのこれからの将しよう来らいを決定的に左右するんですからね！」

「は、はい、お母様！」

「何としてでも合格するんだ！　そのために周りは全部敵てきだと思うんだぞ！　目が合ったら睨にらみ返せ、手が触ふれたら叩たたき返すんだ！」

「わ、分かりました！　周りは敵……周りは敵……ぶ、ぶつぶつ……（虚うつろな目）」

「ふ、譜ふ面めんの最終チェックはちゃんとやっただろうな？　安あん易いなミスはそのまま致ち命めい傷しように繫つながるぞ！」

「だ、だいじょうぶです！　昨さく晩ばんから百三十回ほど見返しました！」

「…………」

　あちこちでそんなやり取りが交わされている。

　前に見受けられたお嬢じよう様さま学校特有の優ゆう雅がな雰ふん囲い気きはこれっぽっちも感じられない。

　あるのはもうどこまでも緊きん張ちよう感かんのみ。

　周りにいるのが皆みな受験生ってのもあるんだろうが、学校全体の空気がなんかもう殺さつ伐ばつとしてる感じだね。

　それらのプレッシャーを全ぜん身しんで受けながら、

「あー、とりあえず案内があるまでここで待まってればいいんだよな？」

「は、はいです。だいじょうぶな、はずです」

　うなずき返してくる日ひ和よりとともに待機教室の隅すみにひっそりと腰こしを下ろす。

　その際さいにはなるたけ周しゆう囲いの殺やる気き溢あふれる（誤ご字じではない）言こと葉ばは耳に入れないようにする。

　周りが殺さつ気き立つのは勝かつ手てだが、雰囲気に吞のまれてもいいことはないからな。

　隣となりで落かない顔でレッスンの最後の復習をする日和（太たい極きよく拳けんのようなテルミン演えん奏そうの動き）の邪じや魔まにならないように注意しながらイスに座すわっていて、

「……ん？」

　と、その時だった。

　ザワリ、と周りからそれまでの殺気に充みち満ちたものとは違ちがう種類のざわめきが溢れた。

　同時に教室の中にいた受験生やその保ほ護ご者しやたちの視し線せんがある一点に集中する。

　何だ……と思って見てみるとそこにいたのは──

「あれは……」

　まず目に入ってきたのは鮮せん烈れつなまでの輝かがやき。

　まばゆいばかりの黄金色ゴールドのオーラ。

　そこにいるだけで強きよう烈れつに人ひと目めを惹ひき付けるそれの持ち主は……いつかの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまだった。

　あの時と変わらずに光り輝かがやくオーラを身みにまとい、威い圧あつ感かん溢あふれるたたずまいで教室の中に入ってくる。

「…………」

　何だってあの時の黄金色お嬢様がここに……？

　思わず首を傾かたむける俺に、

「見て、あの方……鷹たか匠じよう光ひか琉る様さまよ」

「ああ、あの鷹匠グループの一人娘むすめの……」

「高等部一年生にして姫ひめ乃の宮みや学院統とう括かつ生徒会長。眉び目もく秀しゆう麗れい才さい色しよく兼けん備び、成績は初等部の入学時から常に全校トップで、所しよ属ぞくしているラクロス部もインターハイ優勝。趣しゆ味みのチェスも世界ランキングで上じよう位いに入っていて、さらには海外高級ブランドのイメージモデルも務つとめているとか……。まさに『至し高こうの黄金薔ば薇ら姫ひめ』の名で呼ばれるに相応ふさわしいステータスで……」

　周しゆう囲いから感かん嘆たんのため息いきとともにそんなささやきが聞こえてくる。

　やっぱり有ゆう名めい人じんなんだな、あの黄金色お嬢様。前に見たときの立ち振る舞まいからしてそうじゃないかとは思ってはいたが……

　しかし何だってその有名人がここ（試験会場）にいるのかっていう疑問はまだ分からないままである。

　と、

「何でも光琉お嬢様、今日は特別試験官として最終試験の『謁えつ見けん』に参加されるとか」

「おお、お嬢様自みずからがこの姫乃宮学院生として、〝現代の姫〟としてふさわしいか審しん査さしてくださるというわけですね」

「こ、これは心こころしてかかりませんと……」

「……」

　そういうことか……

　だったら現状にもとりあえず納なつ得とくがいくってもんだ。

　それにしてもこの黄金色お嬢様とはよく会うね。一度デパートで見かけて、さらに例のレストランでの一いつ件けんで衝しよう突とつして、そして今回は特別試験官ときたもんだ。なんか因いん縁ねんめいたものを感じるというか。

　日ひ和よりも思うところがあるのか、緊きん張ちようしたような面おも持もちでじっと光り輝く黄金色お嬢様の方を見つめている。

　と、そこで、

「──受験生のみなさん、着ちやく席せきしてください」

　そんな声が響ひびき渡わたった。

　見ればその黄金色お嬢様とともに上じよう品ひんな感じの女の人たちが何人か教室に入ってきていて、教きよう卓たくのところからそう呼びかけていた。あれは試験官の教師、か？

「間もなく本試験が開始されます。まずは筆ひつ記きによる学科試験。その後に実じつ技ぎ試験が行われます。二つの試験の間には一時間の休きゆう憩けい時間が設もうけられます。最初に試験時における注意や説明等を行いますので、聞き漏もらさないように気を付けてください」

　その言こと葉ばに教室内が再ふたたびざわりとざわめく。

　む、どうやらいよいよ本番が始まるみたいだな。

　太平洋上で嵐あらしに遭そう遇ぐうした豪ごう華か客きやく船せんみたいに騒そう々ぞうしくなる教室内をヨソに試験官の教師は淡たん々たんと周しゆう囲いを見回して、

「それではこれより──本年度の姫ひめ乃の宮みや女学院高等部、奨しよう学がく金きん枠わくの特別編へん入にゆう試験を開始いたします」

　そう高らかに宣せん言げんしたのだった。







　待たい機き教室の中は今まで以上に緊きん張ちようした雰ふん囲い気きだった。

　ほとんどどこぞの取とり調しらべ室しつだとかみたいな重おも苦くるしい空気。

　だれもかれも皆みな一いち様ように押し黙だまって、じっと下を向いて険けわしい顔をしている。

　そんな中、何分かごとに案あん内ない役やくの教師に呼ばれて受験番号順に何人かが教室を出ていく。

　午前の学科試験を何とか終えて（日ひ和よりが言うにはそこそこのデキだったらしい）、今目の前に控ひかえているのは残る三つの実技試験。

　その一つ目の試験は奏そう楽がく堂どうとやらで行おこなわれる『音楽による自じ己こ表現』なわけだが、どうやら何組ずつかまとめて呼ばれることになっているらしい。

　何かを押し殺すような沈ちん黙もくの中、ヤブだと評ひよう判ぱんの歯し医か者いの待まち合あい室しつのようなムードでただひたすらに待たされる様さまはなかなかに精せい神しん的てきにしんどいものであり……

「……」

　ガチャ。

　と、そこで扉とびらが開き、先に試験を終えた何組かが戻ってきた。

　入ってきたのはどれも血ちの気けが失うせて蒼そう白はくな顔。

　口々に「も、もうだめです……せっかくラフマニノフのピアノ協きよう奏そう曲きよく第二番を弾ひいたのに……」だとか「あ、あの真まん中の先生、何をしてもプルプルと首を横に振るだけで……」やら「悪あく魔まのトリルでダメだなんて……」やらつぶやいている。

　どうも一ひと筋すじ縄なわではいかない相あい手てみたいだな……

「……」

　うう、なんか今さらながらにすげえ不安になってきた……

　や、もちろん実際に試験を受けるのは日和であり、俺はあくまで付つき添そい人にんとして同どう行こうするだけなんだが、それでも何となく落ち着かないソワソワとした気分にならざるを得えない。

　基本部外者の俺でさえそんな状じよう態たいなんだよ。

　ましてや当とう事じ者しやである日ひ和よりさんにかかるプレッシャーは相そう当とうなもののはずであり……

「……あ、あうう……も、もう少し、で、じゅ、順番が……」

　なんか壊こわれた青いネコ型ロボットみたいにがくがくぶるぶると振しん動どうしていた。

　顔色は真まっ青さおで目は虚うつろ。

　その姿すがたはこの上なく頼たよりないものであって……

「…………」

　ダメだダメだ！

　周まわりのアレな空気に吞のまれずにマイペースでいようと決めたはずなのに、こんなんでどうする！

　ブンブンと頭を振って不安の念ねんを吹ふき飛ばさんとする。

　せめて俺だけでも某ぼう炭たん酸さん飲いん料りようのＣＭに出ている横よこ綱づな（ファ●太郎）のようにどっしりと構えて日和を安心させられるようにせんと！

　──大だい丈じよう夫ぶだ。

　今日までの半年間、日和は死にものぐるいで一生懸けん命めいにがんばってきた。

　音ね色いろさん、桃もも子こ、厳いつく島しまのおっさんのレッスンを毎日欠かかすことなく続けてきた。

　それらの努力は──結果を裏うら切ぎらないはずだ。

　思い出せ、懸命にもがいてきたあのセピア色の日々を──
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「は～い、ぴよちゃ～ん。それじゃあ今日のレッスンを始めましょうか～。今日は感情を移入するために、テルミンに名前を付けてあげるの～」

「な、なまえ、ですか……？」

「うん、そうよ～。名前を付けると愛あい着ちやくが湧わくでしょ～？　テルミンの基本にして極ごく意いは、何ていっても気持ちで奏かなでることだから～。テルミンを一人の女の子だと思って頭を優やさしく撫なでてあげるつもりで演えん奏そうするととってもいい音が出るのよ～。──ということで、例えばテルコちゃんとかどうかしら～？」

「…………」

　……いや。

　……名前を付けることの必ひつ要よう性せいはともかく、いくら何でもそれ（テルコ）はないだろー。

　オヤジギャグじゃないんだしあまりに安あん直ちよくすぎる。

「あ、あの……音色さん。それはちょっと……」

　日和が困こん惑わくしたようにおずおずと目の前のテルコちゃん命めい名めい主しゆの顔を見上げる。

　おお、いかにこの地じ味みっこといえどもさすがにこれには突つっ込こむか……と思いきや、

「あの、やっぱりテルミンさんの名前は、照てる美みちゃんがいいと思います……っ！」

「え？」

「て、照美ちゃん、です……。そ、それは譲ゆずれない一線です……！」

　って、そっちかい！

　いやそこは譲ろうよ！　人生において譲れない一線なんてものはもっとたくさんあるよ、日ひ和よりさん！

　だが音ね色いろさんも、

「う～ん、それは確たしかにそうかもね～。照美ちゃんの方がいいかも～」

「え？」

　そうなんですか？

「うんうん、そうよね、分かるわ。そこは譲れないところよね～。ごめんなさい、ぴよちゃん。音色さん、まだまだ修しゆ行ぎよう不ぶ足そくだわ……」

「い、いいえ、そんなこと……。て、照てる子こちゃんもいいお名前だと思いますし……」

「…………」

　何のやり取りだ、これ。







「いい？　テーブルマナーをマスターするコツは、手て順じゆんじゃなくてイメージで覚えることなの」

「……イメージ……？」

　目をぱちぱちとさせる日和に、桃もも子こがうなずきながら言いう。

「そうよ、イメージ。ここでこうしたらああするっていうチャートを頭に入れるんじゃなくて、一連の流れを映えい像ぞうとして記き憶おくするの。そうね、たとえばだれか好すきな人とデートで食事に来て、ワインを飲みながらフレンチでも食べていると考えなさい」

「……す、好き、な、人……っ!?」

　と、そこで日和が地味にしては珍めずらしく過か敏げきな反はん応のうを見せた。

　ちらっと俺の顔面を見たかと思うとすぐに目を逸そらして、途と端たんにもにょもにょと顔を赤くして下を向いてしまう。ふむ……なんかよく分からんがこの地味っこもお年とし頃ごろってことか？

　そんな地味っこの反はん応のうを桃子はさして気にした様よう子すもなく、

「ええ。好きっていうか恋こい人びと同どう士しと言ってもいいわね。この場合でいくと、例たとえば手●（♂十五歳さい）とリョー●（♂十三歳）が睦むつみ合っているの。二人ともフォークとナイフをダブルで攻せめに使い、総受けである食器の上に載のったソースの絡からまった若い肉にくを堪たん能のうし合って──」

「ちょっと待まて！」

　思わず突っ込んじまった。

　何で恋こい人びと同どう士しのデートで♂同士なんだよ！

　おまけに二人とも未み成せい年ねんだろ、何でワインなんて飲んでやがる。

「は？　何言ってるのよ。そこに何の問題があるっていうの、このホエイ豚ぶた野や郎ろう」

「大おおありだろうが！」

　ていうか問題しか感じねえ！

　だが桃もも子こはキリギリスでも見るような目で鼻を鳴らして、

「……ふん、これだからロマンが分からない豚人間はイヤなのよ。ねえピヨ、ピヨは私の言っていること分かってくれるわよね？」

「え、あ、え、えと……（困こまった顔）」

「ピヨはこっち側の人間よね？　ワインでほんのりと酔よった●塚つかが●ヨーマに覆おおい被かぶさって胸むねの飾かざりを責せめたりするのって最高よね？」

「あ、そ、そそそその……（すげぇ困った顔）」

　真まっ赤かになっている日ひ和よりに気付かずに、一人興こう奮ふんした顔で熱心に語り続ける桃子。

「…………」

　ダメだ、こいつ……







「それでは日和殿どの。本日はこれを着て撮さつ影えいをするとしようか」

「はいです。……え、こ、これ、ですか？」

「うむ、これである」

　そう言いながら厳いつく島しまのおっさんが差し出してきたのは、何やらフリルやら装そう飾しよくやらがやたらと付いた目立つ感じの衣い装しよう。

　これはいわゆるゴスロリって……やつか？　いや詳くわしくは知らんが。

「やはり様さま々ざまな種類を着こなしてこそ、日和殿にもっとも似に合あう最さい適てきな衣装が分かるというもの。特にこのオートクチュールは『Innocent ●orld』という有ゆう名めいなブランドのもので、作りの良さに定てい評ひようがあるのだ」

「は、はあ……」

「さ、さあ、早く着てみてくれたまえ。きっとこの黒と白のコントラストは日和殿に似合うことこの上ないはず。──ああ、もう待まちきれん！　ほらほらー、ゴスロリの素す敵てきな世界が日和ちゃんのことを待ってるよー！　早く着て蔑さげすむような目でおじちゃんのことを見てくれると嬉うれしいなー！」

「あ、は、はい、です……」

　そんな日和の前でハアハアしながらカメラ（KINO44と書かれている）を構かまえる厳島のおっさん。

　いやこのおっさん、自分が色んな衣い装しようを撮さつ影えいして楽しみたいだけじゃない、よな……？
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「…………」

　……あれ？

　なんか思い出せば思い出すほど不安になってくるんだけど？

　や、もちろんまともなレッスンの思い出もいちおうあるにはあるんだが、パッと考えて頭に浮かんでくるのはほとんどこんな感じだよ？　というか全体の七割わりくらいがこんなもんだったような気がしなくもない。印いん象しように残ってるのは全部こんなんっつーか……

「…………」

　考えてみれば何だかんだいっても、教えてたのはあのダメ人間たちなんだよな？　基本的にはアホでいいかげんな。く、余よ計けい不安になってきやがった……

　ダメ人間どもの普ふ段だんのダメ行動まで思い出されてきてさらに心こころ許もとなくなってくる俺に、

　と、その時だった。

「それでは次に受験番号一八〇番から二〇〇番までの方たち、こちらに付いてきてください」

「！」

　とうとう日ひ和よりの番号が読み上げられた。

「お、おにーちゃん……」

「あ、ああ……」

　心もとなげにこっちを見上げてくる日和に答える。

　と、とにかく、ここまで来たら何であれ腹はらをくくるしかない。

　俺まで不安そうな顔をしてたら日和にそれが伝つたわっちまう。

　それに──

「──大だい丈じよう夫ぶだ」

「……え……？」

「日和はこの半年間がんばってきた。本当に一生懸けん命めいで直ひた向むきで……。そのことは俺が一番よく知ってる。だれよりも、分かってる。不安になることなんてない。いつも通りにやれば──きっとうまくいく！」

　ポンポンと日和の頭に手をやりながらそう言った。

　それは半なかばハッタリではあるが、半ば以上は本当の気持ちではあるんだよ。

　俺たちは今までこんな感じでやって来た。良くも悪くも適てき当とうで力を入れすぎないやり方。いいかげんに思えるかもしれんが、それが俺たちの日常っちゃあ日常でもあるしな。

「おにーちゃん……」

「だから自信を持って、リラックスして臨のぞめば大だい丈じよう夫ぶだ。こんな試験なんてサクッとクリアして、桜さくらの木の下に埋うめた数珠じゆずも取りに来ないとならんしな」

　できるだけ軽い口く調ちようでそう微笑ほほえみかける。

　それに極きよく論ろんとして言ってしまえば、ダメ人間たちの信しん憑ぴよう性せいはともかく、この半年間日ひ和よりが死にものぐるいでがんばっていたのは事実だ。余よ計けいなことは考えずに、そこだけは信じても……いいはずだよな？

「一八〇番から二〇〇番までの方たち、廊ろう下かに二列に並んでください」

　案あん内ない役やくの教師の声が再さい度ど響ひびいて、

「行こう、日和」

「は、はいです、おにーちゃん……！」

　ぎゅっと両手を握にぎり締しめた日和とともに、

　俺たちは待たい機き教室を後にしたのだった。







　　　４




「それではこれより『音楽による自じ己こ表現』を始めます。制限時間は十五分で、ピアノ、ヴァイオリン以外は各かく自じが選んだ任にん意いの楽がつ器きで演えん奏そうすることができます。準じゆん備びができたら、一九三番の受験生は演奏を始めてください」

「は、はい……っ」

　静しずまり返った奏そう楽がく堂どう。

　試験官の声に従したがって、日和がおもむろに持じ参さんしてきたテルミンを取り出す。

　照てる美みちゃんと名付けられたアンテナ付きの四角い物体。

「…………ふぅ……」

　日和はそれを前にして一度深しん呼こ吸きゆうをすると、

「……行き、ます……」

　ゆっくりとそのアンテナに向けて手をかざし始めた。


　ウウウウウゥウウゥゥオオオオオオウオウオウウオオ……



　流れ出す温あたたかなテルミンサウンド。

　一いつ歩ぽ間ま違ちがえるとホラー効こう果か音おんや怪かい奇き音おんになってしまう扱あつかいの難むずかしい楽器（by音ね色いろさん）とのことらしいが、今日は今までで一番いい音が出ている……ような気がする。いやそもそも音楽に疎うとい俺にはテルミンの音の微び妙みような善よし悪しなんてそこまで分からないんだが。

「照美ちゃんの頭を撫なでるように……優やさしく包つつむように……慈いつくしむように……」

　隣となりからはそんな日和の小声が聞こえてくる。

　その表情は真まっ直すぐにテルミン（照てる美みちゃん）へ向けられていて……むう、どうやらそれなりに集中できてるみたいだな。

　ちなみに試験官は四人だった。

　ヒゲ面づらのドヴォルザーク（？）みたいなおっさん、今にも昇しよう天てんしそうにぷるぷると首を震ふるわせている眉まゆ毛げの長いお爺じいちゃん、それと比ひ較かく的てき若わかめの男と女の人が一人ずつ。奏そう楽がく堂どうの中ちゆう央おうに立つ日和の前方を囲かこむように扇おうぎ形がたになって、テーブル付きのパイプ椅い子すに座すわっている。

　まあ、四人とも先生なんだろうね。

　目を閉じながらリズムに合わせるように日ひ和よりの演えん奏そうに耳を傾かたむけていて、時とき折おり手て元もとにあるチェックシートのようなものに難むずかしい顔で何かを書き込んでいた。

「……」

　そんな中、太たい極きよく拳けんのような動きとともに進行していく日和の演奏。


　ウウウウウウウウオウオウオウオウゥゥゥウウォォォウウウウウウ……



　微び妙みような手の角度や位置などによってその度たびに変わる、暖あたたかな音ね色いろが奏楽堂の中に鳴なり響ひびいていき──

　と、そこで突とつ然ぜん試験官席の真ん中に座っていたお爺ちゃん先生が、

「お、おお、あの子の背はい後ごに音の光が見える……っ！」

　ふいにカッ！　と目を見開きながらそんなことを言い出した。

　うお、ビックリしたな、おい!?

　思わず夢ゆめで自転車から落ちた時のようにビクッ！　となる俺の前で、

「繊せん細さいでいてそれでいて大だい胆たん……一つ一つが極ごく上じようのシルクのように滑なめらかに輝かがやく音……まさに天上から降り注そそぐ光の音のカンタービレじゃ……っ。まさかここでこのようなものが聴ひけるとは……！」

　イスから立ち上がりながらさらに絶ぜつ叫きようする。

　いやさっきまでは仏ほとけ様さまみたいな顔（即そく身しん仏ぶつ的てきな意味も含めて）してただ首をプルプル横に振るだけだったってのに何が起きたの!?　何か憑ひよう依いでもした!?

　だがその有あり様さまを見て他の三人の先生たちは、

「え、ぞ、雑ぞう司しヶが谷や先生の目が開くなんて……っ！」

「まさか、この『沈ちん黙もくの楽がく聖せい』と呼ばれた巨きよ匠しようが……」

「し、信じられない……」

　などと驚おどろいたような声で顔を見合わせている。

　むう、なんかよく分からんが、この反はん応のうってひょっとしてすごいことなのか……？

　俺にはいまいち分からんのだが、どうもそうっぽい。受験対たい策さくのためだけの格かく式しき張ばったものではない、ナチュラルな日和の演奏が逆ぎやくにウケた、とか……

　そんな俺をヨソにお爺ちゃん先生は、

「な、何と素す晴ばらしい……！　よくぞこの地じ味みなテルミンからここまで涼すずやかに澄すみ渡わたる旋せん律りつを引き出したもんじゃ……っ！　テルミンは地味だが磨みがけば七なな色いろに光るアレキサンドライトの原げん石せきのような輝かがやかしい楽がつ器き……それをこれほど鳴らしこなすとは、きっとそれだけの一いち途ずな努力をしたに違ちがいない……！　おお、ワシには見える……音の光の中で舞まい踊おどる少女の精せい……テルミンと一体になって戯たわむれる穢けがれなき少女の妖よう精せいの姿すがたが……っ！」

「…………」

　……いやそれって照てる美みちゃんじゃないですよね？

　思わず突つっ込みを入れちまったがそれはともあれ。

　まあその一いつ見けんアレなリアクションは置いておくとして、言ってる内容自体はそれなりにまっとうな気もしなくはない。

　や、専せん門もん的てき（？）な言こと葉ばはさっぱり分からんが、とりあえず日ひ和よりの演えん奏そうを褒ほめているってことは分かる。すげぇ恍こう惚こつな表情で全ぜん身しんをぷるぷるとわななかせてるし。

　だったら……プラスに考えるべきだよな？

　結局評ひよう価かなんてもんはフタを開けてみるまで分からんわけだし、ヘンに悪い方向に考えて不安になったりするだけ損そんだ。

　病やまいは気から（？）って言こと葉ばもあるわけだし、うむ。

　そんな感じに第一試験は終わった。







　二つ目の試験である『礼れい儀ぎ作さ法ほう、教きよう養よう、マナーの基本考こう査さ』は、パンフレットに書かれていた通り敷しき地ち内ないにある第二迎げい賓ひんホールとやらで行おこなわれるとのことだった。

　受験生全員（およそ二五〇人）プラスその保ほ護ご者しやを余よ裕ゆうで収しゆう容ようできるバカでかい空間。

　ディナーパーティーということで、会場にはクロスをかけられた丸まるテーブルがいくつも置かれていて、その上にフォークとナイフ、ナプキンなどがキレイに並べられている。イスの前には受験番号が書かれたプレートが載のっていて、日和たち受験生はそれに従したがって各おの々おのの席に着くという感じだ。

　ちなみに付つき添そい人にんの席せきはその隣となりにそれぞれ設もうけられていた。

「むう、豪ごう華かだ……」

「は、はい。まるで本物のレストランみたいです……」

　ホール内が受験生たち二五〇人のざわめきで賑にぎわう中、日和とそんなことを話し合う。

　どうやらひと通り料理がコースで運ばれてきて、それらを食べているところを審しん査さするようだ。

　ふむ、ほとんどあのマル秘ひパンフレットに書かれていた内容と同じみたいだな。

「それではこれより二時間のディナーパーティーを始めます。受験生、付添人同士の会話は自由です。オードブルからデザートまで、フルコースで料理が運ばれてきますので、それらを各自の判断でお食べください」

　そんな試験官の声が響ひびいて、

　第二試験であるディナーパーティーが始まった。

「え、えっと、ナプキンはまずヒザの上に置いて、フォークとナイフは外側のものから使っていって……」

　そんなことをつぶやきながら、

　緊きん張ちようした面おも持もちで食器を動かして、日ひ和よりは運ばれてくる料理を口に運んでいく。

　その姿すがたは若じやつ干かん肩かたに力が入っているようながら、しかし以前に比くらべて圧あつ倒とう的てきに様さまになっていた。フォークとナイフが自然に手に吸すい付いているような感じというか。むう、あの箸はしと茶ちや碗わんがこれ以上ないってくらいに似に合あっていた半年前の地じ味みっこからは想そう像ぞうもつかん姿だな……

「……テーブルに置いてあるフィンガーボールは手を洗うためのもの……氷こおりの入ったバケツは水やワインなどのビンを入れて冷やすためのもので……」

　どうやら前回の復習もばっちりのようだし。

　そんな感じにコース料理は進んでいった。

　料理はどうやらフランス料理（？）のようだったが、そのどれもが普段の『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』での生活では味わうどころか匂においを嗅かぐことすら困こん難なんなほど上じよう等とうな代しろ物もののようだった。

『よう』だったってのは、まあ付つき添そい人にんは基本横で見ているだけで食べられないためなんだが。

　ただなんか前に料理店で食べた時よりも、一つ一つの料理の量がやけに少ないように見えたのは俺の気のせいかね？　肉とかの大きさが三分の一くらいしかないというか。

　そしてデザートまでもが終わり。

　ここで第二試験もつつがなく終しゆう了りようと思いきや。

　そこでサプライズが待まっていた。

「──それではこれで洋食部門における審しん査さを終わりますが、続きましてそのまま和食部門における審査に移りたいと思います」

「お？」

　その声に周まわりからどよめきが起こる。

　どうも洋食のフルコース審査に引き続き、和食の審査も行おこなわれるみたいだった。

　むう、道どう理りでさっきまでは料理が少なかったはずだ。だがそんなことは例のマル秘ひパンフレットには書かれていなかったし、他の受験生たちも知らなかった様よう子すである。

「和食……」

　隣となりでは日和もびっくりした顔で目をぱちぱちとさせている。

　とはいえそういう形式であるならそれに従したがうしかない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。落ち着いてやれば、きっと問題ない」

「は、はい、です」

　若じやつ干かん不安げな面おも持もちで日ひ和よりがうなずいて、

　そして後半戦である、和食の作さ法ほう審しん査さが始まった。

　再ふたたび運ばれてくる料理。

　一いつ品ぴんずつ運ばれてくるのは前半のフランス料理と同じようだが、その内容は当然のごとく全然違ちがうな。茶ちや碗わんやら焼き物の皿さらやらに載のせられているのは基本的に日本の食しよく材ざいがほとんどだし、そもそも使うのがフォークやナイフでなく箸はしだし。

　そんなことを考えながら何となく周まわりの様よう子すを眺ながめてみる。

　同じテーブルに着いているのは俺たちを含ふくめて五組。

　うーむ、さすがにセレブなお嬢じよう様さま予よ備び軍ぐんは和食懐かい石せきなんてもんにも慣なれ親しんでるのかね。皆みなだれも特に迷まよう様よう子すもなく純じゆん和わ風ふうな料理に対たい応おうしている。隣りん席せきのおっとりとした感じのロングヘアーのお嬢様も上じよう品ひんに手を添そえて豆とう腐ふ料理のようなものを口くち元もとに運んでいて……

「──あ、え、えと……」

「お？」

　と、日和が何か言いたげな顔をしていた。

「どうしたんだ？」

「え、えと、あの……」

　少しだけ迷まよった表情でもにょもにょとした後に隣となりのそのお嬢様予備軍の方に顔を向けて、

「あ、あの……」

「はい～？」

「……あ、あの、そのようにしない方が、いいと思います……」

「え？」

　遠えん慮りよがちな小さな声で、そう声をかけた。

「え、えっと、懐石料理ではお茶碗やお皿をお膳ぜんの上に置いたままお料理を口に運ぶよりも、むしろお茶碗ごと手に持ってお口に近づける方が良いとされているんです。だからそのままお茶碗を持ち上げてしまった方がより作法としては適かなっていて……」

「え、そうなのですか～？」

「は、はい、です。何でもあまり格かく式しきに縛しばられずに自由に振る舞まう方が懐石の精神に適っているということで……」

　控ひかえ目めな表情でおずおずと説明する。

　その言こと葉ばに隣のお嬢様予備軍は、

「は～、それは存じ上げてませんでした～。なにぶん生まれた時からずっとヨーロッパで生活していて、日本に帰ってくるのはこれが初めてでして～。てっきり一いつ般ぱん的てきなマナーから考えて食器は動かさない方が正しいのかと思っていました。ありがとうございます、おかげさまで助かりました～」

　驚おどろいたようにぺこりと頭を下げてお礼れいを言ってくる。

　それに日ひ和よりは恐きよう縮しゆくしたように「い、いいえ、どういたしましてです……」と頭を下げ返していた。

「……」

　むう、わざわざライバル（？）でもある同じ受験生に塩しおを送ることもあるまいに……ってのはまあ日和のいいところでもあるのでさておき。

　それは確たしかに意外だね。

　俺なんかは茶ちや碗わんとかはそのままにして箸はしで料理を持ってその下に手を添そえるのが行ぎよう儀ぎのいい食べ方だとばっかり思ってたが、どうもそうじゃないみたいだし。

　そしてそれは割わりと一いつ般ぱん的てきな見けん解かいなのか、周まわりを見てみるもけっこうな数のお嬢じよう様さま方がたたちが茶碗を置いたままにして料理を口に運んでいる。これはあれか、やっぱり昨さつ今こんのお嬢様方はヨーロッパとかそっちの作法には詳くわしいが、お国くに元もとの伝でん統とうについては意外に疎うとかったりするもんなのか。ヘタな海外旅行よりも国内旅行の方が高くつく、みたいな感じで（かなり違ちがうか）。

「よく知ってたな日和、そんなこと」

　感心して声をかけてみると、

「あ、え、えと、わたしも知らなかったんですが、桃もも子こお姉ちゃんが教えてくれて……」

「桃子が……？」

「は、はいです。何でも、『いい？　懐かい石せきにおいて箸と茶碗とはいつも濃のう密みつに絡からみ合っているものと覚えておきなさい。この点においてのみ言えば西洋料理とは真ま逆ぎやく……西洋料理はフォークと食器がそれぞれ攻めと受けとに明確に分ぶん担たんされているけれど、和食では箸と茶碗とが両方とも強つよ気き攻ぜめみたいなものね。分かりやすいでしょう？』

「……」

　いやそこまで何もかもホ●と関連付けるなよ……

　しかしあの性しよう悪わるニート、性せい格かくは最悪だがさすがに茶さ道どうやら華か道どうやら料りよう亭ていやらに精せい通つうしてるだけあって、こういった和わ物ものについての知ち識しきはピカイチだね。

　とまあ、そんな感じに和食パートの後半戦も進んでいった。

　最初の料理の口くち元もとへの運び方で勢いきおい（？）をゲットした日和は、その後も要よう所しよ要所でピンポイントな知識を発はつ揮きして上う手まい具ぐ合あいにこなしていき、

　そんな日和の細かい挙きよ動どうに、審しん査さ員いんの教師たちがチラリと視し線せんを送りながら手て元もとのチェックシートに何かを書き込んでいた……ような気がする。

　これはもしかしたらけっこうなポイントアップかもしれんな。

　そんな印象とともに、第二試験のディナーパーティーも終しゆう了りようしたのだった。
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「かなりいい感じだったんじゃないか、日ひ和より！」

「は、はい……っ！」

　試験①と②を終えて。

　最初に出てきた言こと葉ばはそれだった。

「テルミンはちゃんと最後まで演えん奏そうしきれたし、あのお爺じいちゃん先生の反はん応のうもよかった。パーティーでも作さ法ほうやマナーはほとんどミスなしだった。特に最後の懐かい石せき料理で色々アピールできたのはポイント高かったんじゃないか？」

「は、はい……！　これも音ね色いろさんと桃もも子こおねーちゃんのおかげです……っ！」

　興こう奮ふんした声で日和がぎゅっと両手を握にぎり締しめる。

　ここまでの経けい過かはかなり好こう感かん触しよくだった。

　テルミンという選せん択たくと音色さんのネーミングアドバイス。

　ディナーパーティーにおける、桃子による和食も含めたオールマイティな礼れい儀ぎ作法の指し導どう。

　傍はたから見ていても、他ほかの受験生たちと比くらべて引けを取ってないどころか若じやつ干かん抜きん出ていたような印いん象しようさえ受けた。

　──ふむ、意外に本番に強いタイプだったんだな、日和さん。案あんずるよりも産うむが易やすし型がたというか。分からんが、このほわほわしていて良くも悪くもあまり周まわりに流されないマイペースさがいい方向に作用したのかもしれん。

　日和本人も相そう当とう手て応ごたえがあったのか、嬉うれしそうに目をきらきらとさせている。

　周りの他の受験生たちの、がっくりと肩かたを落として深いため息いきを吐ついたり「も、もうだめです……」と泣き出したりすらしている姿すがたとは対たい照しよう的てきだった。

　おそらくだがこれまでの試験結果は及きゆう第だい点てんには達しているだろう。や、あくまで俺個こ人じんの印象だからそこまで当てにはならんけどさ。

　だとするあとは問題となってくるのは──

「最後の『謁えつ見けん』か……」

　それなんだよな。

　一時間の休きゆう憩けい時間を挟はさんで、最終試験である『謁見』は行われる。

　おそらくは日和にとって最もつとも苦にが手てとするジャンルであり、最も相あい性しようの悪いジャンル。

　さらにはこの試験の場には例の黄金色ゴールドお嬢じよう様さま──鷹たか匠じよう光ひか琉るが特別試験官として同どう席せきするという。

　だがこの半年間、音色さんたちによる実じつ技ぎ（？）レッスンと並へい行こうして、こういった面めん接せつ系けいの試験対たい策さくもやってきた。

　市し民みんセンターでやっている話し方講こう座ざをいっしょに受けてみたり、知らない人に道を訊きいてみる訓くん練れんをしてみたり、はたまたスーパーのレジのおばちゃんに話しかけて両替えをしてもらってみたり。

　レッスンをがんばるのと同じくらいに、一生懸けん命めいにそれらをこなしてきた。

　おかげでセピア色が解かい除じよされたこととも相あいまって、臆おく病びような小動物みたいだった人ひと見み知しりっぷりもだいぶマシになってきていた。

　よほど致ち命めい的てきなミスでも犯おかさない限り、そう悪い評ひよう価かは受けないはずだ……と思う。

「がんばろうな。とにかく平へい常じよう心しんでいけば大だい丈じよう夫ぶだ」

「は、はい。ふんばりたいと思います……っ！」

　こくこくとうなずき返してくる日ひ和より。

　そしてとうとう日和のこれからの運うん命めいを決める最後の分ぶん岐き点てん──最終試験『謁えつ見けん』が開始された。







『謁見』が行われる会場は、姫ひめ乃の宮みや学院中ちゆう央おう棟とうにある『天てん空くうの間ま』だった。

　三十畳じようほどの広さの、絨じゆう毯たん敷じきの洋よう風ふうの小こ部べ屋や。

　その中に高こう価かそうなイスとテーブルが置かれていて、試験官だろう教師らしき人物たちが五人ほど並んで座すわっている。

　中央に座っているメガネをかけた年ねん輩ぱいの優やさしそうな女の人がおそらく理事長なんだろうね。その人を間に挟はさんで左右に二人ずつ。そして件くだんの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまは向かって一番左端はしに座っていた。

「それではこれより最終試験である『謁見』を始めます。よろしくお願ねがいしますね」

「あ、よ、よろしくお願いします」

　理事長さん（推すい定てい）がそう優しく呼びかけて、それに日和が慌あわてて頭をぺこりと下げる。

「ふふ、そんなに緊きん張ちようしなくても大丈夫よ。リラックスして、楽らくな気分で答えてくれればいいから」

「あ、は、はい、です」

　その言こと葉ばに少しだけ表情を和らげる日和。

　ふむ、この理事長さんは日和と相あい性しようのいいタイプかもしれんな。日和さんは基本的に高レベルの人見知りゆえに、人当たりの柔やわらかい相手じゃないとムダに肩に力が入って四し十じゆう肩かたみたいになるし。

　ともあれそうした次し第だいで始まった『謁見』だったが。

　出だしはそういう事情もあってか好こう調ちようだった。

　最初の質しつ問もんが比ひ較かく的てき答えやすいものだったのも後押し要よう素そだったのかもしれない。

　理事長さんが願がん書しよを見ながら訊きいてきた内容が、

「あら、今時アナログの白黒写真なんて珍めずらしいわね。個人的には味あじがあっていいと思うけれど……これには何か意い図とがあるのかしら？」

「あ、は、はいです……」

「へえ、どのようなものかしら？」

「え、ええと……写真というものは、魂たましいの集合体です。魂の集合体で、熱い精神の発現体……。そ、そしてその魂を真しん実じつとして具ぐ現げん化かさせるための媒ばい介たいとしては、やっぱりデジタルなものよりもアナログなフィルムに直接焼き付けてこそ在あるべき姿すがたが現れると……」

　身み振ぶり手振りを交えながら一生懸けん命めいに説明する。

　この辺へんは厳いつく島しまのおっさんが常つね日ひ頃ごろから言ってる台詞せりふだからな。素す直なおな日ひ和よりはその度たびにこくこくとうなずきながらそれを感心したように聞いていたし、ほとんど自分の意見として言えるくらいに吸きゆう収しゆうしてたんだろう。

「そうなの。それは面おも白しろい考えね」

　その説明に理事長さんがにっこりと微笑ほほえむ。

　ふむ、どうやら悪くない印いん象しようを与えたみたいだな。

　その他にも色々と訊かれたりしていた。

「あなたが当校に入りたいと思ったのはどうしてなのかしら？」

「は、はい。わたしは──」

　姫ひめ乃の宮みやを受験することになった理由や簡かん単たんな志し望ぼう過か程てい、はたまた日和個こ人じんの趣しゆ味みや得意なこと、あるいは苦にが手てなこととか。

　いくつか答えにくいものも含ふくまれてはいたが、その辺りについてはある程てい度ど想そう定てい済ずみだったので、日和も何とかそれなりに受け答えることができていた。

　だからここまでは何とかいけるんじゃないかって思ったんだよ。

　だが。

「…………」

　面めん接せつも終しゆう盤ばんの近づいたその時。

　それまで沈ちん黙もくを守っていた特別試験官である『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』な黄金色ゴールドお嬢じよう様さま──鷹たか匠じよう光ひか琉るが何の前まえ触ぶれもなく口を開いたことで……状じよう況きようは一変した。




「──で、貴女あなたは結局この姫乃宮に入って何がしたいというの？」




「……え……？」

　投げかけられた唐とう突とつな言こと葉ば。

　その厳きびしい物言いに、日ひ和よりの動きが止まる。

「教科書通りの受け答えは分かりました。色々と質しつ問もん内容を想そう定ていしてそれに対応するためによく練習してきたことも。だけど姫ひめ乃の宮みやにどうしても入りたいという強い意思、単たんなる紋もん切きり型の受験理由ではない真しん実じつの動どう機き……残念だけれど、ここまでの貴女あなたの受け答えからはそれが見えてこない。貴女が特とく待たい生せいとして学院のお金である奨しよう学がく金きんを使ってまでこの姫乃宮に入ろうとする理由、〝現代の姫ひめ〟としての資し格かくを得ようとする気き構がまえが」

　日和の顔を正面から見ながら少しだけ目を細めて、

「……もちろんそういったものが希き薄はくでも、出しゆつ自じや現げん在ざいの生活レベルが姫乃宮のランクに合っている者ならばそれでもいいでしょう。あるいは奨学金を必ひつ要ようとせずに入学しようとしているのなら。ただ貴女はそうではない。貴女はそれらの要よう件けんを満たさず、しかも特待生として姫乃宮に入学しようとしている。この〝現代の姫〟を矜きよう持じとして掲かかげる姫乃宮に。はっきり言えば貴女はどう見てもこの姫乃宮に相応しくない存在だと言えるでしょう」

「鷹たか匠じようさん……」

　理事長さんがたしなめるような声を出しかけるも、黄金色ゴールドお嬢じよう様さまは小さく首を振りつつ目め線せんだけを返して、そのまま続ける。

「貴女の経けい歴れき及および簡かん単たんな出自は見させてもらったわ。小こ春はる原ばら日和、十五歳さい。小学校及および中学校はごくごく普通の公こう立りつの出しゆつ身しん。現在暮くらしているのは築ちく七十年の木もく造ぞうアパート。両親は共ともに名の知られていない考こう古こ学がく者しやで、エジプトに在ざい住じゆう……」

　手て元もとにある何枚かの紙──おそらく日和の出願書類だろう──をパラパラとめくりながらそれらに目を落とす。

「貴女が努力したのは認みとめます。先ほどの第一試験と第二試験も見させてもらったけれど……確たしかに音楽についての嗜たしなやテーブルマナー、作さ法ほうについての見けん識しきは以前に見た時よりも格かく段だんに良くなっている。おそらく相そう当とうの努力をしたのでしょう。それは分かります」

　黄金色お嬢様はそこで「だけど」と付つけ加くわえて、

「それだけではこの姫乃宮でやっていくには足たりない……。出自や生活環かん境きようが全すべてとは言わないわ。ただこの姫乃宮において、それらは厳げん然ぜんとした意味を持つ。〝現代の姫〟としての矜持を保たもっていくためには、生まれや育ち、それに伴う経けい済ざい力りよく……日々の生活や行ぎよう事じ、人付き合いなどあらゆる場面でそういったものが求められる。ましてや奨学生という立場ならばなおさら注ちゆう目もくされるはず。それらの不足をその度たびごとに他の努力で補おぎなっていくことは、はっきり言って困こん難なんでしょう」

　オブラートに包まれることのない鋭するどい言こと葉ば。

「〝現代の姫〟という言葉はこの学院では特別の価か値ちを有する……。それらの伝でん統とうと矜持は私たちの先せん達だつが自みずからの血ちと汗あせをもって作ってきたものであり、そして受け継つがれてきたもの……いわばその想いの結けつ晶しようとも言えるものです。私たちはそれらを守らなければならない。ありとあらゆる努力と砕さい身しんとで、守り抜かなければならない。──そこで、貴女あなたに今一度問といます」

「え……」

　これまでで最もつとも強い眼まな差ざしで日ひ和よりのことを見み据すえて、




「貴女には……その覚かく悟ごがあるというの？」




「かく、ご……？」

「そう、覚悟よ。自みずからの持てる全すべてを賭かけてでも、姫ひめ乃の宮みやの矜きよう持じを守っていくという覚悟。信念や意思と言いかえてもいいかもしれないわ」

　日和の目を見続けながらそう言った。

　その声に込められた威い圧あつ感かんは傍かたわらで聞いている俺にさえも直接伝つたわってくるほどのもので……半はん端ぱな答えでは歯し牙がにもかけられず一いつ蹴しゆうされてしまうように思えた。

「……そ、それは、わ、わたし……は……」

　何とか日和も言こと葉ばを返そうとする。

　だがこの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまの厳きびしい雰ふん囲い気きに圧あつされてか、とっさには返答できない。

　その様よう子すを見た黄金色お嬢様は、

「すぐに答えられないということは確かくたるものがないということ。確たるものがないということは……資し格かくがないということ。前にも言ったはず。人にはそれぞれ自らが住まうべき領りよう分ぶんというものがある。覚悟もないのにその領分から出て来るべきではないでしょう。何度も言いますが、身みの程ほどを弁わきまえなさい」

　一いつ刀とう両りよう断だんだった。

　こっちにまったくもって反論というものをする余よ地ちを与えてくれない上からの一方的な断定。

「で、でも、わたし、は……」

「言い訳わけは見苦しいわ。何もないというのなら、せめてそのことくらいは潔いさぎよく認みとめるのが義ぎ務むというものでしょう。それすらもできないというの？」

「……う……」

　そのトドメの一ひと言ことで力なくうつむく日和。

　ふるふると小さく肩を震ふるわせるその目にはうっすらと涙なみだが浮かんでいて──

「──ちょっと待まて！　さっきから聞いてれば言いたい放題……！」

　さすがにその辺へんが限げん界かいだった。

　要ようするにこいつはさっきから日和の育ちが一いつ般ぱん庶しよ民みんで貧びん乏ぼうだから姫乃宮のランクに合いませんって言ってるんだよ！　それもとんでもなく上から目め線せんな物言いで！

「いくらいいところのお嬢様だからって言っていいことと悪いことがあるだろ！　貧乏人が夢ゆめ見ちゃいけないってのか……！」

　だがその俺の言こと葉ばに、

「ええ、その通りね。でもそれが何か？」

「何か、って……！」

「確たしかに私の言葉は持てる者の傲ごう慢まんに聞こえるかもしれない。だけど私が言っているのは厳げん然ぜんとした事実……事実であり、忠ちゆう告こくでもある。姫ひめ乃の宮みやに入るということはそういうこと……。確かつ固ことした信しん念ねんもなしに、持たざる者が分ぶん不ふ相そう応おうな領りよう域いきに足を踏ふみ入れれば、惨みじめな結果が待まっているだけなのよ」

　きっぱりとそう言い放ってくる。

　それは確かに正せい論ろんだ。

　正論であり理り屈くつの上では何一つ間ま違ちがっちゃいない意見。

　だけど前も言ったがさ、世の中正論だけで回ってるわけじゃない。理屈の及およばない感情ってもんも間違いなくあるんだよ。

「だからってな……っ！」

　俺はさらに反論しようとしたが、

「──付つき添そい人にんは着ちやく席せきしてください」

「え？」

「この最終試験において付添人による発言は認められていません。控ひかえてください」

　周まわりにいた他の試験官にそう制止された。

「それは、だけど……っ！」

「どのような場合でも例外は認められません。従したがわないようなら、受験生ともども退場ということになります」

「くっ……」

　そう言われては黙だまり込むしかない。

　だがその前に一ひと言ことだけ、うつむいてそれ以上の涙なみだをこらえている日和に──一言だけかけてやりたい言葉があった。

「──日和！」

「……え……？」




「日和、顔を上げろ！　ちゃんと相あい手ての目を見るんだ！」




「……おにー…ちゃん……？」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　たとえ日和が自分を信じられなくても、俺はいつだって日和を信じてる！　日和のことを見てる！　だからたとえ少しくらい自分に自信が持てなくても……俺のその気持ちだけは頼たよりにすればいい！」

　日ひ和よりの顔を真まっ直すぐに見て、大声で叫さけぶ。

　心から伝つたえたい言こと葉ば。

　それはかつて一度日和に語りかけた言葉でもあって──

「……お、おにーちゃん……」

　その呼びかけに日和は小さくそうつぶやいていた。

　まだ涙なみだを浮かべながらの呆ぼう然ぜんとした表情。

　最初は状じよう況きようが瞬しゆん時じには理解できなかったんだろう。

　だけどすぐに俺の意いを理解してくれたのか、はっと何かに気付いた顔になって、一度こっちに向かって小さくうなずき返すと、

　真まっ直すぐに鷹たか匠じよう光ひか琉るの目を見返して、




「……か、覚かく悟ご、なら、あります！」




　決して大きくはないけれど、確たしかな力がこもった声でそう言い切った。

「そう。今さら何を言うというのかしら？　私に問とわれてすぐに答えることができない、その程てい度どの気持ちだったというのに」

　辛しん辣らつな言葉。

　だがそれにも怯ひるまずに日和は、

「……わたしは、ずっと、自分を変えたかった……んです」

　きゅっと胸むねの前で両手を握にぎり締しめながらそう言った。

「自分を変えたかった？」

「……そう、です。わたしは人ひと見み知しりで臆おく病びようで……人と話すことが苦にが手てで、たくさんの人がいる場で自分の意見を主しゆ張ちようすることができなくて……学校でも、お友達とかはほとんどできませんでした……」

「……」

「……わたしは、そんな自分があまり好すきじゃありません、でした。で、でもある日……ある人が言ってくれました……。ちょっとした事じ件けんがあって落ち込んでいるわたしに、言ってくれたんです。お前はもう少しだけ顔を上げて、相あい手ての目を見ればもっと色々とラクになるんじゃないかって……。少なくともその人はそう信じてるって……。わたしが自分を信じられなくても、自分の行動に自信が持てなくても、その人はわたしのことを信じてくれる……。もしもどうしていいか分からなくなったとしても、わたしを信じているというその人の言葉を頼たよりにしろって……」

　たどたどしいながらも一生懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

　ちなみに話の流れ的にそのある人が俺だってことはこの場にいる全員にも丸まる分わかりだろうな……うう、若じやつ干かん恥はずかしい……

「その人は本当に真しん剣けんな顔でそう言ってくれました。わたしなんかを相あい手てに、とっても真まっ直すぐに、真剣に……。わ、わたしは、その人のことが、大だい好すきです。そ、尊そん敬けいしています……。──だ、だから」

　そこで日ひ和よりはさらに言こと葉ばに力を込めて、

「だからこそ──わたしは自分を変えたいと、誓ちかったんです。わたしなんかを信じてくれるその人のために……そ、その人の傍そばに居い続つづけるために……！　そのためにはそれまでの自分では、一人では何もできない臆おく病びような自分では、とてもだめで……。だからわたしは……姫ひめ乃の宮みやに入りたいんです……っ！　その人といっしょにいても引け目を感じることのない自分になるために……！　そして姫乃宮の伝でん統とうを守っていくことがそのことにつながっていくというのなら……覚かく悟ごはあります……っ！　〝現代の姫ひめ〟として恥はずかしくない……おにーちゃんの傍にいても足あし手でまといにならない自分で、在あってみせます……！」

　真まっ直すぐな視し線せんで鷹たか匠じよう光ひか琉るを見み据すえながらそう言った。

　力強くて直ひた向むきな返答。

　その日ひ和よりの目にはだれが見ても分かる確かな信念と意思とが光となって宿やどっていて……

「……え？」

　今一いつ瞬しゆん、なんか眼がん前ぜんの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまと同じ黄金色のオーラが見えなかったか？

　キラキラと輝かがやくまばゆいばかりの光。

　本当に瞬しゆん間かん的てきなことでハッキリとは確かく認にんできなかったんだが、なんか目の前の日和から発せられていたような…………まさかね。きっと俺の錯さつ覚かくだろう。

「…………」

　その叫びを聞いた鷹匠光琉は沈ちん黙もくしていた。

　重く長い沈黙。

　それはこれまでになく強い日和の勢いきおいに、初めて戸と惑まどいを露あらわにしているようにも見えて……あともう一ひと押おしすれば何とかいけるんじゃないかと思えたその時、




「──そこまでです」




　と、そこで試験官のそんな声が響ひびき渡わたった。

「……え……？」

「答問の途と中ちゆうですが、時間です。発はつ言げんを終えてください」

「あ……」

　見れば確たしかに壁かべにかけられた時計は制限時間である十分間の終わりを告つげていた。

「受験番号一九三番小こ春はる原ばら日和さん、ごくろうさまでした。退室してください」

「……あ、で、でも……」

　まだ何か言い足たりなそうな表情の日ひ和より。

　だがそれを見た理事長さんは、

「ごめんなさいね。まだ言いたいことはあるでしょうけれど、そうしたいのならばもう少し早く行動に移るべきでしたね。言わなければならないことを言うべき時に言えるというのも一つの資し質しつ……。残念ですが、貴女あなただけを特別扱あつかいするわけにはいけませんから」

「……はい……」

　その口く調ちようこそは柔やわらかいままだが、どこまでももっともな言こと葉ばに日和もそれ以上は食い下がれない。

　理事長さんは一度軽く目を伏せると、

「それではこれで『謁えつ見けん』を終しゆう了りようします。お二人とも、退室してください」

　俺たちの顔を見て事務的にそう宣せん言げんして、

　こうして何とも言えないようなやり切れない後こう悔かいとともに、姫ひめ乃の宮みや受験の全ぜん日につ程ていを終えたのだった。







　　　６




『天てん空くうの間ま』の入っていた中ちゆう央おう棟とう（ちなみにどこぞの宮きゆう殿でんみたいなどでかいヨーロッパ風ふう建けん築ちく物ぶつだった）を出ると、外はもうすっかり暗くなっていた。

　辺あたり一いち面めんを油ゆ性せいクレヨンで塗ぬり潰つぶしたような真まっ暗くら闇やみ。

　ところどころに学院設置の灯あかりが真ま冬ふゆのベーリング海の豪ごう華か客きやく船せんの明かりのように浮かんでいる。

「……」

「……」

　そんな中、二人とも無む言ごんだった。

　並んで歩きながらどちらも声を出さない。

　それはさっきまでの黄金色ゴールドお嬢じよう様さまとのやり取り及および理事長さんの最後の一ひと言ことがまだ尾おを引いている感じで……

「……ごめんなさい、おにーちゃん……」

「え？」

　と、そこで日ひ和よりがぽつりと口を開いた。

「……失敗、しちゃいました……。試験、だめ、かもしれません。わ、わたしが覚かく悟ごをきかれた時に、ちゃんとすぐに答えられなかったせいで……」

　きゅっとスカートの裾すそを握にぎりながら絞しぼり出すようにそう言ってくる。

「ご、ごめんなさい……せっかくこの半年間、音ね色いろさんや桃もも子こおねーちゃん、厳いつく島しまさんに……お、おにーちゃんに、応おう援えんしてもらったのに……そ、それが全部、むだになっちゃうかもしれなくて……う、ぐすっ……」

「日和……」

　その大きな瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだをこぼしながらの嗚お咽えつ混まじりの声。

　きっと張はっていた感情の糸いとが切れたんだろうね。

　その気持ちは分かるが、一つだけ間ま違ちがってることがあるぞ、日和さん。

　それは──

「──そんなことない」

「……え……？」

「全部がムダだなんて、そんなことはないだろ。それだけは認みとめられないぞ」

「……で、でも……」

「日和は立りつ派ぱだった。少し戸と惑まどったからって、結果的にはちゃんとあのお嬢じよう様さま相あい手てに自分の言いたいことを言うことができた。意い思しと覚かく悟ごとを貫つらぬくことができだ。それはだれにだってできるもんじゃないだろ。何も引け目に思うことなんてない」

「お、おにーちゃん……」

　あのセピア色で人ひと見み知しりの極きよく致ちだった地じ味みっこがあれだけの自じ己こ主しゆ張ちようをした。

　あの黄金色ゴールドお嬢様や審しん査さ員いんの教師、理事長さんらを前にして、臆おくすることなく堂々と自分の意思をぶつけることができた。

　それだけでも、半年前から考えれば十じゆう分ぶんな進歩だろう。

　たとえ──たとえ姫ひめ乃の宮みやに入ることができなかったとしても、その経験はこれから先、絶対にプラスになるはずなんだよ。

「だから日和は胸むねを張ってればいい。むしろあれで日和のことを不合格にするようだったら、しょせん姫乃宮なんてそんなもんだったって、こっちから見限ってやればいい話だ」

　それは負まけ惜おしみでも何でもなく、本当にそう思ったことだ。

「あ、ありがとう……ございます……お、おにーちゃんに、そう言ってもらえるだけで、わ、わたし……う、ううっ……」

　声を上げながら胸にしがみついてくる日和。

　俺はそんな日和の頭に手を置いて背せ中なかに腕うでを回す。

「……」

「…ううっ……お、おにーちゃん……おにーちゃん……」

「…………」

　しばしそのままの状じよう態たいで頭を撫なで続ける。

　どれくらいそうしていただろうね？

　やがて日ひ和よりの泣き声も少しだけ落ち着きを見せて、

「──さ、そろそろ帰るか。今日は疲つかれただろ。夕ゆう飯はんは日和の好すきなサワラの西さい京きよう漬づけにでもしような」

「…………はい……」

　弱々しくうなずき返してきた日和の頭に再さい度ど手をやって、校門へと向かおうとして、




「──お待まちなさい！」




「え？」

　後ろから声をかけられた。

　それはついさっきまで耳にしていた黄金色ゴールドな声。

　振り返ってみると……そこにはほんの五分前まで真まん前で向き合っていた鷹たか匠じよう光ひか琉るがこっちに向かってズンズンと歩いてくる姿すがたがあった。

「！」

　や、何でこの黄金色お嬢じよう様さまが？　まさかさっきのやり取りが不満でまだ何か説せつ教きようするために追いかけてきたとか……？

　鷹匠光琉は俺たちの前までやって来ると、

「貴女あなたに……一つだけ言っておかなければならないことが、あるわ」

「……え……？」

　そう言うとくるりと日和の方を向いて、

「先ほどの貴女の態たい度ど……見事だったわ。貴女が姫乃宮を目指す決意を、〝現代の姫ひめ〟として姫乃宮の伝でん統とうを守っていく強い意思を垣かい間ま見ることができた。覚かく悟ごがないなどと言ったこと、謝あやまらせてもらいます」

　身体からだの前で両手を揃そろえて深々と頭を下げてきた。

　それは初めて見る黄金色お嬢様の謙けん虚きよな姿すがたで、そしてこれ以上ないほどに真しん剣けんな謝しや罪ざいだった。

「あ、あー……」

「……え、えと……」

　何だこれ？　どういうこと？

　思わぬ黄金色お嬢様のアクションに俺も日和も顔を見合わせながら神じん社じやの狛こま犬いぬのように言こと葉ばを失うしなう。

　だがすぐに我われに返って、

「……」

　これって……まさかさっきの日ひ和よりの叫さけびが、通じてたってこと、なのか……？

　いまいち信じがたいんだが、目の前の黄金色ゴールドお嬢じよう様さまの真しん摯しな表情を見るとそういうこととしか思えん。しかしこのプライドが成せい層そう圏けんよりも高そうな黄金色お嬢様がまさか自みずからの非ひを認みとめるなんてな……もしかして単たんに自分にも他人にも厳きびしいだけ、なのか……？

「──貴女あなたには、きっと資し質しつがあるわ」

「……え……？」

　と、黄金色お嬢様がそんなことを口にした。

「先ほど貴女が私に向かって心の内うちを叫さけんだあの時、姫ひめ乃の宮みやの一員となる覚かく悟ごを示しめしたあの瞬しゆん間かん……何かとても力強いものを感じた。胸むねの奥おくに、心の内側に直接訴うつたえかけてくるような輝かがやかしい何か。きっとそれは前ぜん途との可か能のう性せいを示すものなのでしょう」

「……」

　それってもしかして黄金色オーラのことか？

　確たしかにあの時日和の身体からだからこの黄金色お嬢様と同じ光り輝くオーラが立ち昇のぼるのがちらりとだけ見えたような気がしたが……俺の目の錯さつ覚かくじゃなかったんだな……

「でもこんなもので満まん足ぞくはしないことね。いくら資質があるとは言っても、貴女はまだまだヒヨコよ。それも殻からの一部が頭に付いたままのヒヨコの中のヒヨコ。これからも弛ゆるまない努力を続けて、精しよう進じんなさい」

「あ、は、はいっ……！」

　釘くぎを刺さすような言こと葉ばに日和が慌あわててこくこくとうなずき返す。

　いやそれってカリ●ロじゃねえか！　って突っ込みはさておき。

　なるほどね、黄金色のヒヨコってわけか。

　言い得えて妙みようというか何というか。

　これ以上ないってくらいのぴったりな表現に納なつ得とくしていると、

「──そして、もう一つあります」

「？」

　もう一つ？　ってまだ終わりじゃないの？

「昨さく年ねんに表おもて参さん道どうでお会いした時よりも、以前のことです。覚えているわよね？　初めて貴女と会話を交かわした時に、私が貴女に口にしたこと……。それを訂てい正せいさせてもらいます。貴女がそちらの男の足あし手でまといだと言った言こと葉ば……あれは私の誤あやまりでしたわ。今の貴女は十じゆう分ぶんにその男の隣となりに立って足たるべき存そん在ざい……。足手まといになどなることはないでしょう」

　鷹たか匠じよう光ひか琉るは日和の目を見ながらそう言った。

「……あ……」

　その言こと葉ばに日ひ和よりが驚おどろいたように小さく声を上げる。

　両手を口くち元もとに当てて、「……あ、ありがとう、ございます……っ！」

　感かん激げきしたようにがばっ！　と頭を下げる。

　それは日和と黄金色ゴールドお嬢じよう様さま、二人の間では通じ合っている言葉のようだったんだが。

「あー、ええと……？」

　とりあえず何を言ってるんだかは俺にはさっぱり分からなかった。ていうか日和が俺の足あし手でまといだとか何だとかのそんな台詞せりふ、言われてませんよね？

　すると日和は、

「あ、えと、実は以前に……。デパートでおにーちゃんとはぐれちゃった時に、お話しをすることがあって……」

「え？」

「その時に、その、色々と、あって……」

「……」

　あのレストランでのエンカウントが初会話じゃなかったのか。

　デパートっていうと、松●屋で日和が迷まい子ごになった時の話だよな？　そういえばレストランですれ違ちがった際さいに以前に一度話したことがあるようなことを黄金色お嬢様が口にしていたような気もしたが……まさか過か去こにそんなコンタクトがあったとはね。サプライズだ……

　地じ味みっこと黄金色お嬢様の意外な接せつ点てんにそこはかとなく驚いていると、

「…………」

　じー。

　なんか腰こしに手を当てた黄金色お嬢様が俺の方を見ていることに気付いた。

　う、何だ。今度は俺の顔面が姫ひめ乃の宮みやの伝でん統とうある雰ふん囲い気きにそぐわないとか言い出すんじゃないだろうな……？

　思わず半はん歩ぽほどジリリと後ずさりする俺に、

「貴方あなた──名前は何ていうのかしら？」

「え？」

「名前よ。〝おにーちゃん〟が名前というわけではないでしょう」

「そりゃあそうだが……」

　何だって俺の名前がここで問題になってくるのか分からんのだが。

　とはいえ言わないのも怖そうだったのでとりあえず名乗っておくと、

「……晴はれ崎さき佑ゆう介すけ、ね。覚えておくわ、佑介」

　意味ありげな口く調ちようで鷹たか匠じよう光ひか琉るはそう返してきた。

　いやいきなり呼び捨てですか!?

　むう、ホントに何だってんだ……？

　キツネに掌しよう底てい（肉にく球きゆう付つき）で頰ほおをはたかれた気分になっていると、

「話はそれだけよ。時間を取らせてしまって悪かったわね。それじゃあ私はもう行くわ。試験の途と中ちゆうで抜け出してきてしまったから、早く戻らないと」

　一方的にそう言って身みを翻ひるがえそうとして、

「──ああ、忘れていたわ。そうね。もう一つあった」

「？」

　そこで鷹たか匠じよう光ひか琉るは足を止めると、

　日ひ和よりの顔を正面から見つめて、

　これまでで一番親しげに微笑ほほえみながら、こう言ったのだった。




「──待まっているわ。貴女あなたとこの姫ひめ乃の宮みやで、再ふたたび会えるのを」
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「──それではこれより、第三十二回鳴なる瀬せ川がわ中学校卒業証しよう書しよ授じゆ与よ式しきを行います。卒業生、起き立りつ」

　そんな声が高らかに響ひびき渡わたり、

　落ち着いたクラシックの音楽とともに、体育館の前方に並んだ卒業生たちがイスから立ち上がる。

「プログラム二番。卒業証書授与。──三年一組、青あお木き厚あつし」

「はい！」

　壇だん上じようから響ひびく司し会かい役やくの西さい郷ごうのおっさんの声に卒業生が元気よく答える。

　目の前に広がっている光景はどこかノスタルジックなものだった。

　何となく胸むねが温あたたかくなってくるような、一年前には俺も経けい験けんした懐なつかしい光景。

　だけど今その中で主しゆ役やくとなっているのは日ひ和よりであり──

「三年一組十三番。小こ春はる原ばら日和」

「は、はいっ」

　と、そこで日和の名前が呼ばれた。

　震ふるえる声で答えると、緊きん張ちようしまくっているのがここからでも分かる面おも持もちで両手両足を揃そろえて壇上へと上がり、

　そして故こ障しようした黄き色いろいネコ型がたロボット（妹）みたいながちがちな動きで、校長先生から卒業証書を受け取る。

「いいわよ～、ぴよちゃ～ん♪」

「……ふっ、ピヨ。眼がん下かに卑いやしくも愚おろかしく這はいずり回る豚ぶたどもなんかと貴女あなたは違ちがうということを、とくと見せ付けておやりなさい」

「はいはーい！　いいよいいよー、ナイスアングルだよー！　そのままポーズ決めてー！（パシャパシャ！）」

　その晴はれ姿すがたに、隣となりの音ね色いろさんたちが大声で声せい援えん（……なんか真ん中の一人が違うような気もするが）を送る。

「あ。え、えと、えと……」

　声が聞こえたのか、ちらりとこっちを振り返る日和。

　だが俺たちのことを意い識しきしすぎたのか、

　がごんっ！

「あ、あうっ……」

　礼れいをした拍ひよう子しに勢いきおいよく壇上のマイクに頭を直ちよく撃げきさせていた。

　うーむ、どこまで行っても日和は日和だな……

　見た目はお嬢じよう様さまになってもやることなすこと元もとの地じ味みっこの行動そのまんまというか。や、そりゃあ基本的に中なか身みはそう変わってないためしょうがないんだが。

「……」

　とまあ、見て分かる通り今日は日ひ和よりの卒業式なんだよ。

　我われらが小こ春はる原ばら日和が中学を卒業する記き念ねんすべき日。

　日付にすると三月十日。

　そう、姫ひめ乃の宮みやの合格発表からすでに二週間ほどが過すぎ去さっており──
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「ど、どうだ、日和……？」

「え、えと……」

　人で混こみ合う合格発表掲けい示じ板ばん前の広場で日和が手て元もとの受験票ひようと頭上とを見み比くらべる。

　ぴょこぴょこと、小動物がエサを探さがしている時みたいな感じの動き。

　だがすぐに弱々しく首を横に振って、

「……な、ない、です」

「え？」

「……ば、番号、ない、です……」

　世界が終わったかのような顔でそう告つげてきた。

「……」

「……」

「……」

　……え？　ホントに？

　……ホントにダメだったの？

　や、最後に黄金色ゴールドの鷹たか匠じようお嬢じよう様さまに認められたり姫ひめ乃の宮みやでの再さい会かいを約やく束そくされたり、明らかに合格するフラグを立てまくってたってのに、この期ごに及およんで不合格なんてことは……

　日和の手から受験票を受け取り自分の目で確かく認にんしてみる。

　すると、

「……。あるじゃん……」

「……え……」

「一九三番。ちゃんと載のってる！　合格だ！」

　巨きよ大だいな掲示板の真まん中に張はり出された三つの番号の内の一つに、日和の番号はしっかりと載せられていた。

　日和がヒヨコがひよこ豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったみたいな顔になる。

「で、でも、わたしが見た時には……」

　目をぱちぱちとさせながらそう訊きき返してきて、

　その視し線せんの先にあったのは、

「日ひ和より、それは学内向けの今週の掃そう除じ当番の一いち覧らん表ひようだ……」

「……え……」

「バードハウスの掃除当番一覧表（学がく籍せき番号）。合格発表はその隣となりだ……」

　そりゃあ番号があるはずもない。

　相あい変かわらずだな、このうっかりさんめ……

「あ、え、えと……」

　その指し摘てきに恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいになる日和に、

「おめでとう～、ぴよちゃ～ん！」

「やったわね」

「この上ない吉きち事じだ、日和殿どの」

「あ、は、はいっ……」

　音ね色いろさんたちがほとんどタックルするかのように抱きついてきた（厳いつく島しまのおっさんは桃もも子こに押しやられてたが）。

「あ、ありがとうございます……！　これも全部みなさんのおかげで、何てお礼れいを言ったらいいのか……」

「いいのよいいのよ～、ぴよちゃんが幸しあわせなら私たちはそれだけで満まん足ぞくなんだから～」

「そうよ水みず臭くさい。ピヨはただ胸むねを張って喜よろこんでいればいいの。返礼だったらそこの間ま抜ぬけ面づらの金きん華か豚ぶた野や郎ろうに身体からだで強制労ろう働どうさせるから」

「ぜひこの感動を一枚の写真にフレームインさせようではないか！」

　そんな祝いわいの言こと葉ばを受けながらもみくちゃにされる。

　そのまま勢いきおいに乗って万ばん歳ざい三さん唱しようとか胴どう上あげとかもされたりして。

　周まわりのいらん注ちゆう目もくを浴あびて地じ味みな人ひと見み知しりっこは恥はずかしそうだったけれど、だけど嬉うれしそうでもあった。

　そしてもう一人。




「──おめでとう、日和ちゃん♪」




「あ……」

「日和ちゃんなら絶対合格するって、信じてたよ～♪」

「ゆ、唯ゆい香か、ちゃん……」

　花はな束たばを手に抱かかえながら笑え顔がおで祝しゆく福ふくしてくれたのは……オープンキャンパスで友達になったアットホームお嬢じよう様さま、鹿ろく王おう院いん唯香だった。

　何でも今日はわざわざ日和のために来てくれたらしい。

「これで春から日ひ和よりちゃんも姫乃宮うちの一員だね～。わ～、楽しみだな、日和ちゃんといっしょに教室で過すごせるの♪」

「は、はいっ！　わ、わたしも、楽しみです……っ」

　二人できゃっきゃと手を合わせながら楽しそうに笑い合う日和と唯ゆい香か。

　それはこの上なく微笑ほほえましい光景で、事情を知らない第三者が見れば普通にお嬢じよう様さま同どう士しがじゃれ合っているように見えるだろうね。

「……」

　そんな感じに見た目はすっかりお嬢様になった日和だったが。

　それ以外は割わりと元もとのままだった。

『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』にいる時はだいたい縁えん側がわで日に本ほん茶ちやをすすりながらほわんとしているかお気に入りの腐ふ葉よう土ど色いろのチャンチャンコを着て庭にわ掃そう除じをしているかだし、休日は近所のじいちゃんたちと盆ぼん栽さいいじりをしたりばあちゃんたちとゲートボールに行ったりのシルバー生活を続行中。好このんで聴きく音楽も相あい変かわらず演えん歌かと昭しよう和わの歌か謡よう曲きよくだ。

　あの受験の日に一いつ瞬しゆんだけ表あらわれた黄金色ゴールドのオーラも、あれ以来一度も見えていない。

　今となっては……やっぱりあの時のあれはなんかの錯さつ覚かくだったんじゃないかと思えるくらいなんだよ。

　おまけにここぞという時のピンポイントな薄はつ幸こうっぷりもバリバリに健けん在ざいで、何かある度たびに「うう……お、おにーちゃん……」などと涙なみだ目めになることもしばしば。

　まあこの方が日和らしい……と俺は思うんだけどさ。
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　──という次し第だいで無ぶ事じに合格を勝ち取ることができ、春からは華はなの姫ひめ乃の宮みや学院生になることを約やく束そくされ、喜よろこびの中で今日の卒業式を迎むかえることとなったわけだ。

　新あらたな門かど出でともなる晴はれの日。

　少しばかりアレだった卒業証しよう書しよの授じゆ与よを何とかクリアして、その後はつつがなく校長先生の挨あい拶さつやら校こう歌か斉せい唱しようやらの一連のプログラムを終えて。

「ねえねえ日和ちゃん、いっしょに写真撮とろうよ！」

「……え……？」

「卒業写真だよ。記き念ねんに♪」

「せっかくだから日和ちゃんといっしょに写うつりたいなー」

「あ、俺も！　俺も小こ春はる原ばらさんといっしょに撮りたい！」

「何一人で抜ぬけ駆がけしてやがるんだ！　この野や郎ろう！」

「ね、ねえ小春原さん、俺たちとも撮ろうよ？　ダメ？」

「あ、い、いえ。だめじゃない、です、けど……」

　こうして今は体育館前の『第三十二回鳴なる瀬せ川がわ中学校卒業式』と書かれた看かん板ばん（？）の前でクラスメイトたちとポーズを決めながら記き念ねん写真を撮とっている。

　うーむ、少し前のセピア色が最さい盛せいだった頃ころから考えると信じられない光景っつーか。

　ちなみにメタモルフォーゼした日ひ和よりさんは中学校でも瞬またたく間まに大人気になったらしく、写真撮さつ影えい一つ取ってみてもご覧らんの通りの引っ張りダコ状じよう態たいだった。

「おい、俺が先だって言っただろ！　何横入りしてやがるんだ！」

「そんなの知るか！　早いもん勝ちだ！」

「ていうか男子は邪じや魔まなんだけど！　女子だけで撮るからあっち行って！」

「そうだよそうだよ。あんたたちがいるとせっかくの小こ春はる原ばらさんとのきらきらした記念写真が色いろ褪あせちゃう」

「んだと！　このビッチが！」

「アバズレは引っ込んでろ！」

「な、何ですって！」

「あ、あう……」

　取り合いを始めたクラスメイトたちに囲かこまれて目をシロクロとさせる日和。

　むう、外がい見けんは色々変わったが、やっぱりああいうところは日和は日和だ。

　根こん本ぽんは人ひと見み知しりで控ひかえ目めな地じ味みっこ。

　少し離はなれたところからその様よう子すを少しばかり微笑ほほえましく眺ながめていると、

「お、おにーちゃん……！」

「ん？」

　と、そこで日和が困こまったような声を上げて、とてとてとシロクマに追われるペンギンのごとくこっちに駆かけ寄ってきた。

「どうした？　写真を撮ってたんじゃなかったのか？」

「あ、は、はい。そうなんですけど……」

「？」

　何やらもにょもにょと言こと葉ばを濁にごす。

　と、

　ゾクッ。

　なんか日和がやって来た方から、悪お寒かんを感じた。

　視し線せんをやってみるとそこでは……

「……ねえ、何あの男、日和ちゃんを独どく占せんしてるの？」

「くっ、俺たちはご遠えん慮りよされたってのに……」

「ていうかおにーちゃんとか呼ばれてるよね？　兄妹なの？」

「いやなんか違ちがうみたいだぞ。顔も全然似にてないし」

「ちっ、自分のことをお兄ちゃんとか呼ばせて悦えつに入ってる変へん態たい野や郎ろうか……」

　中学生たちが剣けん吞のんな目付きで俺の方を見ていた。

　もしかしてとは思うけど、日ひ和よりさん……

「あ、は、はい。その……途と中ちゆうでお断りしちゃいました……。と、とても全員とは撮とりきれないですし、そ、それにその……男の子はちょっと、苦にが手てなんです……」

「……」

　いや俺もその男の子の一人なんですけどね？

「お、おにーちゃんは違います！　優やさしくて頼たよりがいがあってかっこよくて……い、いっしょにいるだけで、とっても安心できるんです……っ。お日ひ様さまみたいな、あったかい存そん在ざいなんです……！」

「そ、そうなのか？」

　予想外の勢いきおいに少しだけ圧おされながらうなずき返すと、

「は、はいっ！　お、おにーちゃんは特別ですっ。だ、だから、わたしは、だれよりも、お、おにーちゃんと、いっしょに……わ、わたしを〝おとなのじょせい〟にしてくれたおにーちゃんといっしょに、その、写真を撮りたくて……」

「!?」

　日和さん、またそういうニトログリセリン的な発言を……っ！

　案あんの定じよう周まわりからは、

「お、おとなのじょせい……!?」

「な、何それ!?　どういうことなんだよ！」

「ま、まさかあの変態野郎……小こ春はる原ばらさんに……！」

「通つう報ほうしろ、通報！」

　投とう擲てきされるナイフのように注そそがれる対たい犯はん罪ざい者しや的てき視し線せんとささやき。

　うう、超ちよう肩かた身みが狭せまいんですが……

　当とうの日和さんはそんなアレな空気にまったくもって気付かずに一人で真まっ赤かな顔をして、いまだに「お、〝おとなのじょせい〟が……っ」とか熱ねつ弁べんし続けてるし。

　まあそんな感じに──卒業式は終わった。







　その日の夕方。

　俺と日和は二人で──姫ひめ乃の宮みや女学院にいた。

「ホントにまたここに来ることになるなんてなー」

「はい。えと、感かん無む量りよう、です……」

　互たがいの顔を見ながらうなずき合う。

　俺たちがいるのは見上げるほどの巨きよ大だいな桜さくらの木の下。

　姫ひめ乃の宮みやの敷しき地ち内ないに立つご神しん木ぼく──『姫の桜ブロツサム』である。

「前にこの桜を見に来てからまだ半年しか経たってないんだよな。何だかもう三年くらい経った気分だ……」

「はい、です……」

　それくらい、あのオープンキャンパスからの半年間は密みつ度どが濃こかったというか。

　とにかく周まわりも見えないくらいに一いち目もく散さんに走ってきた感じだったからな。

　で、何で俺たちがこの『姫の桜』の下にいるのかというと……目的はもちろん半年前に日ひ和よりがここに埋うめた数珠じゆずを掘ほり出すためである。

　お祖ば母あちゃんの嫁よめ入いり道具であるカブトムシ色の数珠。

　合格したらそれを掘り起こすっていう約やく束そくだったからな。

　ちなみに音ね色いろさん、桃もも子こ、厳いつく島しまのおっさんは日和の卒業お祝いわいパーティーの準じゆん備びをするために一ひと足あし早く『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』へと戻っている。あのダメ人間たちだけで何かをさせるのは若じやつ干かん不安ではあるんだが……こっちはこっちでやることがあるんだからしょうがないというか。

「じゃあさっさと掘り出すか。あんまり遅おそくなると色々とマズイし」

「……」

「日和？」

「…………」

　返事がない。

　すでに事切れているようだ……というわけではなく。

　日和は何かを考え込むように下を向いて沈ちん黙もくしていた。

「日和……？」

　気になって再さい度ど呼びかけてみると、

「……あの、おにーちゃん……実はその、まだ、掘り出さないでおこうと、思うんです」

「え？」

　そんな言こと葉ばが返ってきた。

「桜の下で安やすらかに眠っているお祖母ちゃんの数珠……もうしばらくは、このままにしておきたいと思うんです。だめ……ですか？」

「や、ダメってことはないが……」

　何だってまた？　日和さんとしては一いつ刻こくも早く掘り出したいはずなんじゃないのか？

　その俺の疑問に、

「それは、そう、です。大たい切せつなお祖母ちゃんの数珠……早く手て元もとに戻して、お帰りなさいって言ってあげたい、です……。でもわたしはまだ、全然目指すべき〝おとなのじょせい〟になれてません。姫ひめ乃の宮みやに入ることを誓ちかった時に、なろうと決めた理想の〝おとなのじょせい〟に……。それが叶かなうまでには、まだもう少し時間がかかると思います。だからその日まで……このお祖ば母あちゃんの数珠じゆずは、埋うめておきたいんです」

「日ひ和より……」

　真まっ直すぐに俺の目を見上げながらそう言ってくる。

　まあそういうことなら俺としても反対する理由はない。

　若じやつ干かん心配なのはあのカブトムシ色の数珠、あんまり放置しておくと風ふう化かして土に還かえったりしないかなーってことくらいで。

　そんなことを考えつつ日和の顔を見ていると、

「──おにーちゃん」

「ん？」

　と、日和がぽつりと声を発してきた。

　少しためらったようにもじもじとすると、

「そ、その……受験の前の夜に、わたしが言ったこと……覚えてますか？」

「前の夜？」

「はい……です」

　こくりとうなずく。

「ああ、日和はモーモーミルクが大だい好すきだってやつか？」

「そ、それじゃないです」

「？　じゃあ日和はいまだにオバケが怖こわくて夜はぬいぐるみの象ぞうさん（名前：ケイタ）といっしょに寝ねてるっていう？」

「そ、そんな話、出て来てすらいないです！」

　日和さんにしては珍めずらしく声を大きくして反論してくる。

　や、ほんの冗じよう談だんなんですけど……

　思わぬ日和の勢いきおいに少しだけ戸と惑まどっていると、

「……お願ねがい、したいこと、です」

「え？」

「あ、あの……受験が終わったら、姫乃宮に合格できたら、お願いしたいことがあるって……」

「──ああ」

　あれか。

　そういえば確たしかにそんなことを言っていた。あの時は大して気に留とめてもなかったんだが……

「それ……今お願いしても、いい、ですか……？」

「ん、ああ」

　うなずき返す。

　まあ約やく束そくしちまったことだから守らんとならんし、それに日ひ和よりのことだから内容的にも問題はないだろうね。これが桃もも子こだとか音ね色いろさん相あい手てなら即そく座ざに拒きよ否ひ権けんを発動すること必ひつ至しなんだが。

「…………」

　すると日和は黙だまったまま小さくその顔をうなずかせて、

　遠えん慮りよがちに少しだけ近づいてきたかと思うと……なぜかそのまますっと目を閉じた。

「！」

　え、なんかこれってどこかで一回見たような状じよう況きようなんですけど!?

　思い出されるのはいつかの帰り際ぎわの光景。

　どこか触ふれれば壊こわれてしまいそうな空気。

　いやまさか日和さん……っ!?

　思わず動どう揺ようをあらわにする俺に、

　日和はもにょもにょと小さな声になって、

「──って、よ、呼んでも、いいですか……？」

「え？」

「……お、おにーちゃんのこと、名前で呼んでもいいですか……？　そ、その……ゆ、〝ゆーおにーちゃん〟、って……」

　顔を真っ赤にして指回し運動をしながらそう言ってきた。

「な、名前……？」

「は、はい、です……。だ、だめ、でしょうか……」

「や、別に構かまわんが……」

　それって何か違ちがうのかね？

　特に変わったところがないような気がせんでもないんだが。

　だけど日和はふるふると大きく首を振って、

「ち、違いますっ！　ぜ、ぜんぜん違います！　ア、アシカさんとオットセイさんくらいに違うんです……っ！」

「……」

　や、だからそれってそんなに違うの？

　俺にはどっちも水すい族ぞく館かんのアイドル的な海の生物くらいにしか思えんのだが。

　むう、よく分からんが日和本人がそう言うのならそういうことにしておこう。すごい真しん剣けんな顔だし、ここでごねても仕し方かたないし。

「──分かった」

「え？」

「それくらいなら全然オッケーだ。これからは〝ゆーおにーちゃん〟って呼んでくれて構かまわないぞ」

　まあ若じやつ干かん気き恥はずかしさは増ましたような気もしないでも……ないが。

　その言こと葉ばに日ひ和よりは春の野の原はらに咲さくタンポポみたいにぱあっと顔を輝かがやかせて、

「や、やっと……スタートラインに、立てました……」

「え？」

　と、胸むねに手を当てて嚙かみしめるようにそうつぶやいた。

「スタートライン……？」

「はい……です。あの日に誓ちかってから──ゆ、ゆーおにーちゃんの傍そばにずっといることができるような〝おとなのじょせい〟になろうと誓ってから、目指し続けてきたこと……そのスタートラインに、やっと立てたんです……」

　俺の顔を見上げながらきゅっと服の袖そでを握にぎってくる。

「……これからも、見守っていて、くれるでしょうか……？」

「え？」

「ス、スタートラインには立てました……。で、でもまだまだ〝おとなのじょせい〟への道のりはまだまだです……。ゆ、ゆーおにーちゃんの隣となりにいられるような、素す敵てきで完かん璧ぺきな〝おとなのじょせい〟へは……。わ、わたし……がんばります。がんばって少しでも〝おとなのじょせい〟に近づいてみせますから……だ、だからその時まで、おにーちゃんに、お、応おう援えんして、ほしいです……おにーちゃんの手てで……〝おとなのじょせい〟にしてほしいです……」

　真っ直ぐで、一生懸けん命めいな言葉。

　それに対する俺の返答なんてもんは、まあもう決まっていた。

「──当たり前だろ」

「……え……？」

「俺が日和のことを見守るなんて、そんな当たり前だ。いつだってどんな時だって、日和の近くで応援させてもらう。だって俺は……日和の〝おにーちゃん〟だからな」

「……あ……」

　その言葉に一いつ瞬しゆん日和が目をぱちぱちとさせながら口くち元もとに手を当てる。

　だがすぐに感かん極きわまったように顔をほころばせて、

「あ、ありがとう……ござい、ます……。わ、わたし、わたし……う、嬉うれしくて……」

「あー、泣くなって」

「ぐ、ぐすっ……だ、だって、嬉しいんです……ずっと、ずっと、おにーちゃんのことを名前で呼びたくて、そして、おにーちゃんのその言葉を聞きたかったから……」

「日和……」

「ゆ、ゆーおにーちゃん……」

　日和はそう言ってぎゅっと正面から抱きついてくると、

　そのさらさらでどことなくいい香かおりがする髪かみを揺らしながらそっと俺の胸に顔を埋うずめて、




「……ゆーおにーちゃん、だいすき、です……♡」




　心の底から嬉うれしそうな顔でそう言って、「え、えへへ……」と微笑ほほえんだのだった。

　その瞬しゆん間かんにほんの僅わずかだけあの時見えた黄金色ゴールドのオーラが垣かい間ま見えたような気がしたのは……とりあえず俺の気のせいだったってことにしておこう。







　──そしてまあ。

　ここからこの小こ春はる原ばら日ひ和よりの姫ひめ乃の宮みやにおける色々な意味での伝でん説せつ──いずれ『お嬢様の中のお嬢様トウルー・イノセンス』やら『黄昏色の姫君プリンセス・セピア』やらと呼ばれたり、それまでの姫乃宮ではあり得えない様さま々ざまなサプライズ記き録ろくを残したりすることになる日和・メイクス・レボリューションが始まるわけだが……それはそれとして。

　とにかく今は素す直なおに喜よろこんでおくことにしておこう。

　この小春原日和の〝おとなのじょせい〟への道のり……その育いく成せい日記の最初の一ページが無ぶ事じに修しゆう了りようしたことをね。


ＥＮＤ　　
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　あとがき




　こんにちは、またははじめまして、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

　小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日記をお届とどけいたします。




　本巻はLESSON1からLESSON4まで全すべて書き下ろしとなっております。







　というわけで新しいシリーズを出していただけることになりました。

　本作は〝おとなのじょせい〟を目指す女の子のお話です。

〝おとなのじょせい〟を目指して色々とがんばっていく女の子の感動の成長譚たん……になっているのかは不明ですが（笑）。

　新シリーズということで、気合いを入れてがんばっていきたいと思っています。

　これまでと同じようにできる限り読みやすく読んでいて楽しいお話を目指していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。







　以下は本巻を出すにあたってお世話になった方々に感かん謝しやの言こと葉ばを。

　編集の和わ田ださま三み木きさま。本作にあたっては最後までヒロインの年ねん齢れい設定で紛ふん糾きゆうすることになりお世話をおかけしました。

　イラストの西にし又また葵あおいさま。素す敵てきなイラストをありがとうございました！　どのキャラどのキャラもイメージにぴったりで……疲つかれた時にはいただいたラフ画などを眺ながめて執しつ筆ぴつの励はげみにさせていただきました。これからもよろしくお願いいたします！

　新しん宿じゆく飲のみ仲なか間まのみなさん、色々な意味での協力、助かりました。

　また本編内のとあるキャラの少しばかり偏かたよった知ち識しきについて協力してくれた友達の新あたらし由ゆ宇うさん。その節せつは本当にありがとうございました。自分には絶対に出ないだろう発想の数々はものすごく役に立ちました（笑）。




　そして最後になりましたが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の気持ちを。




　それではまたお会いできることを願って──





二〇〇九年八月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の育成日記。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。その後、司法試験を受けたり作家仲間と初ダイビングしたりＴＶアニメ化で喜こんだりして今作へと至る！　やっぱりお嬢様が好き!?
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イラスト／西にし又また 葵あおい

西又葵の育成日記。東京都出身のＡ型。『マリッジロワイヤル』『SHUFFLE!』（Navel）など、多数のキャラデザを担当する人気イラストレーターながらも、文庫の挿絵は初めてです！
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小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日につ記き








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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